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侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【１】
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１　それは…おそらく、多分、聖剣だった












　──ええ──なんでよりによって、と思いましたよ。その時は。

　なんでよりによってあのお方なのだ、と。






　もし──青天の霹靂のようなこの出来事を、目撃されてしまったのが同僚などだったのならば、頑張って金銭で買収してみようかな、とか、色仕掛けとか。まだやりようがあったはずなんです。……貯金はありませんし、色気もあるんだかないんだかよく分かりませんけどね。平らな胸が好きだっていうお方もいるかもしれないじゃないですか。案外この体型はいいんですよ。人体の伸び代を大いに感じさせる希望のある体型で──。






　──ああ。すみません唐突な脱線で。ひとまず今回の話に我が希望的体型の件は関係ありませんでした。






　それで、なんで私がこんなにぼやいているかというとですね……。














　──我等がクライノート王国の王宮の奥、聖殿の庭には大きな大きな大木があります。






　豊かな葉を茂らせた大木の太い幹は、大人五、六人が手を取り合ってやっと囲めるほどの太さがあり、その丁度人が手を持ち上げて届く高さに……不思議な形の枝が突き出ています。






　他の枝々は遥か頭上、最早もはや人には手の届きようもない場所にのびのびと枝先を伸ばしているというのに──。






　その枝だけは、ポツンとそこに存在しているのです。






　握るのに丁度良さそうなその枝は、深い褐色で、よくよく見ると──先端には美しい植物の細かい細工が細部にまで施されています。






　そこまで見れば、それがただの枝ではなく、剣の、握りの部分であることが分かります。






　木の中に吞みこまれるように深々と突き刺さった剣。その様子からは、かなりの永い年月そこに存在していることが窺い知れます。






　その先端──柄頭には、大地の創造神として信仰を集める女神の紋様が刻まれていて。






　昔から人々はこの大木の剣を〝聖剣〟と呼び、大木は〝女神の大樹〟と呼ばれていました。














〝聖剣〟は、その昔、千年と少し前に、女神が後の世の為にこの国に授けたと言われています。






〝聖剣〟を抜いた者は女神の選んだ勇者として、魔王から王国を守るだろうという伝承が、女神の言葉として伝えられているのです。






　王国の子供たちは皆、それを寝物語として聞き育ちます。






　男の子たちはいつかそれを抜いて自分が勇者になるのだと。女の子たちはそれを抜く勇敢な青年はどんな素敵な人だろうかと噂し合っていました。






　でも、本当は、それが真に剣なのか、柄の先に刃の部分があるのかということすら、誰も知りませんでした。






　なんせ──魔王が存在するような時代はとうに過ぎ去り、世の移り変わりと共に、その対とも言えるような勇者という存在もまた、必要のないものと化してしまったからです。

　平和であると言われればそうです。

　でも、それゆえに、今の今まで、誰もその女神の聖剣を抜いたことがなくて────……。










　────で、と……。






　エリノアは平らな表情で己の手の内にある固い感触の物体を、見た。






　長い──、一本の、剣。






　……恐らく、多分、聖剣。






「……………………」






　視線を上げると、目の前の大木には薄い隙間が綺麗に空いている。

　エリノアは思わず言葉を失って。その穴の奥を覗きこむ。

　なんだかとても、めまいがした。

















２　エリノア、清々しいキャンセルチャンス












　それは……素人目に見ても素晴らしい代物だった。

　今まで見えていた握り柄の先には美しい鍔つばがあり、その先に立派な剣身が──。






「……………………」






　無言の娘。エリノア・トワイン、十九歳。心の中で様々な独り言を猛烈につぶやいてしまうお年頃。






　呆然とした瞳は緑色。後ろで一つ結びにされた黒髪は緩やかに波打っている。特徴的なのは形よくまるい曲線を描くおでこ。そして──身にまとうのは、王宮侍女の制服だった。

　そう、彼女は王宮の侍女の一人だった。

　普段は王族の身の回りの世話をする上級侍女──に言いつけられる雑用業務などが、エリノアの仕事である。

　数刻前、仕事でミスをして、上役である侍女頭に罰として聖殿周辺の森の掃除を一人でするようにと言いつかった。聖殿周りは普段は王宮の外れのほうにあることもあり、人気があまりない場所だった。

　そんな場所で一人、せっせと木の葉の片付けや雑草抜きに勤しんでいた途中──エリノアは大木の聖剣を見て、ふと「あれ、錆びたりしないのかな……」と疑問に思った。

　柄の部分しか出ていないのだから、王宮の者たちが手入れしようと思っても限界がある。

　とはいえ、王宮内とは言っても、大木があるのは屋外である。当然雨ざらしの野ざらしで。

　錆びたりしたら木にも悪いんじゃないだろうかと思い──何気なくその握りに手を伸ばし────。






　たら、こうなった。














「……………………うーん……」






　エリノアは剣を手に重くうなる。

　まさか──抜けるとは思っていなかった。

　毎年、大地の豊穣を願う春の女神祭では、国内外から集まった武人たちが剣を抜こうと挑むのが恒例で。エリノアも王宮の下っ端侍女として、祭の手伝いに借り出されたことが幾度となくあった。

　国の王子達、将軍、騎士団員、公爵家自慢の家臣たち……などなど。

　屈強な幾人もの男たちがそれに挑んでは──破れるのを何度も、何年も見てきた。






　だからそれがまさか──






　己に抜けようとは。露ほども思いはしない。普通思うわけがなかった。






　エリノアはなんともいえない微妙な表情で呆然とした。これは──もしや夢なのか。






「は!?　やっぱり夢かも……」






　己に女神の勇者になりたいなどという願望はない。

　が──もしかして、日々の下っ端生活の鬱憤が堪り、深層心理の奥底とかで、屈強で高圧的な武人や高慢な貴族たちを華々しく蹴散らして、その聖剣と栄光とを手にしてやりたい……とかいう欲求が高まって──。






「…………ないな」






　そこまで考えて、エリノアはいやいやいやと首を振る。

　鬱憤はある。大いにある。先程も、賓客の前で滑って転んで思い切り侍女頭に怒られて。腹いせに侍女頭が転んで溝にはまる様子を妄想してしまう程度には、うっぷんは溜まっていた。けれども、まあそれは勤め人としてはありがちなことである。妄想だけだ、許される、とエリノアは開き直る。

　それはさておき。

　エリノアには、自分が〝女神の勇者〟になるという夢を見てしまう程の願望など絶対にないという確信があった。

　エリノアが目指してきたのは〝勇者〟などという高尚なものではない。──上級侍女、それに尽きる。

　給金の増額。安定的な職。出世を目指して今日まで励んできた。

　現在、事情もあって、彼女の家はエリノアが一家の大黒柱を務めている。まあ、一家、といっても、最早そこには弟が一人いるだけとなってしまっているのだが……。

　とにかく、エリノアは家族の為にも──〝女神の勇者〟になんて、なっていられないのだった。






「うーん……」






　しかし、夢でないならばどうして、とエリノアは眉間のしわを深める。

　聖剣は、今なお──彼女の両手の上に乗っている。

　ホウキとか、ハタキとかでもない……正真正銘、剣である。






「………………」






　エリノアはひとまず目を擦ってみた。それから二度見して、三度見して、四度見しても、聖剣が消えることはなかった。






「うーん……なにゆえ……」






　戸惑いは尽きない。

　しかもそれは別段苦労して抜いたわけでもなかった。彼女が手を添えるといたって抵抗なく──音もなく大木の幹から抜けてしまったのだ。

　剣を抜いた瞬間──遠くから時計塔の鐘の音が聞こえた。それだけは何故かはっきりと覚えている。

　王宮の外、城下町の広場のほうにある立派な時計塔の音。

　カラー……ン、カラーン……という鈍い金属音を耳にしながら──あっという間に空を舞い、ひるがえって抜け落ちたその聖剣を──エリノアはただただ、無言で見つめるしかなかった。






「……………」






　──そうしてどれくらいの時間が経っただろうか。

　しばしの間、黙っていたあと……エリノアはそうかよし、と剣から顔を上げ、頷いた。






　そうかよし、うんうん──よし……。






　……戻そう！　……と。






　……その瞳は清々しいまでの決意に満ちていた……。

















３　侍女は冒険したくない。












　よしよし、女神様の剣が見られるなんて今年はいいことありそうだー……とかなんとか言いながら。エリノアは手にした剣を大樹の隙間に差し戻しはじめた。

　だが、そこで娘はハッと手を止めて、後ろを振り返る。

　背後には王宮内部への入り口があって、右のほうには聖殿がある。だが……幸いなことに今は誰の姿も見えなかった。

　エリノアはほっとした。

　こんな所を誰かに見られていたら大事だ。

　十一歳の時にこの王宮で働きはじめ、見習いを経て侍女となり、やっと今週の頭に王族の身の回りの世話ができる上級侍女の試験に合格したばかりだった。

　上級侍女になれば給金もとても増えるし、生活も楽になる。

　下っ端侍女では給金もたかが知れていて、今までは親が残してくれた貯金を切り崩しながら、弟と二人細々と生きてきた。

　やっと、やっとだ、とエリノア。

　ここに至るまでは本当に地道な努力と苦労の連続で。もともとそんなに器用なほうでもなかったエリノアだが、一心に、王宮の働き手としての技能を磨いてきたのだった。






　……しかし……そのことに一心だったものだから──もちろんエリノアは剣なんて扱えやしない。

　毎日くたくたになるまで働いてはいたし、ゴミ拾いは異様に早いと評判だったが……身体を鍛えたことはまったくない。






　エリノアは思った。なんで抜けたんだ聖剣よ……。

　そして何故今まで抜けなかった、筋骨隆々の挑戦者たちよ……。

　エリノアは両者がなんだか可哀想に思えてきた。きっと筋骨隆々の挑戦者たちは、「来年こそ俺が！」とか言いながら、聖剣を抜くために涙ぐましい努力をしているかもしれないのに。






　もしかして、とエリノア。

　春の祭以外では挑戦者もいるわけないと高を括った聖剣を守る木の精霊とかが、ぼんやり居眠りでもしていたのだろうか。エリノアはやや迷惑そうに大木を見上げる。






「……千年耐えたならもうちょっと踏ん張りなさいよ……あなただって迷惑よねぇ……」






　可哀想にとエリノアは聖剣に視線を戻す。

　当然返答をするわけもないその剣は、静かに太陽の光を弾き銀色に輝いている。見た目と長さとは裏腹に、それは意外なほどに軽くて。

　この程度の重さで、どうして今の今までこれが抜けなかったのか不思議で仕方がなかった。が、ひとまず彼女は聖剣がいかに軽かろうが、哀れだろうが、女神に認められた勇者などというものになるつもりも、魔王を倒しにどこだかに行く気もなかった。

　だいたい魔王なんていつの時代の話なのよとエリノア。

　千年も昔の国の建国期以前には、そんな物騒な存在もいたらしい。けれどもその時代、現在の王族の祖が魔王を倒して以降、世界ではその存在は既に伝説と化していた。

　そうして世界から魔王が消えると、それと共にそれまで巷にはびこっていたという魔物たちも姿を消した。

　長い時の中で、時折魔王を名乗るような輩や、魔物を見たという者も現れはしたのだが……そのどれもがまがい物であったり、真偽も定かでないようなゴースト騒ぎと同レベルで終わる程度の話だった。

　要するに──勇者と魔王の対立の時代はもうとっくに終わったのだ。






　けれども肝心なのは、春の女神の聖剣の伝説は、今でも王家や貴族、そして武人たちの間では大きな意味を持ち続けているということだ。

　もはや人々は魔王の脅威に脅かされてはいなかったが、千年という時の中、過去の様々な英雄たちの誰にもそれが引き抜けなかったとあって、聖剣の威光はその輝きを失わなかった。抜けなかった者たちが素晴らしければ素晴らしいだけ、『あのお方でも女神はお認めにならないのか、ならばいったいどんな傑物が……』と、民たちの期待がどんどん高まっていった形だ。

　現在でも──クライノート王国では毎年春の女神祭の折に大樹の前で催しが行なわれ、誰でも聖剣に挑む権利を与えられる。

　その折には大勢の腕自慢たちが王宮に集まり、聖剣に挑む。そして皆その栄誉を手にしたいと願っているのだ。






　──だというのに。

　エリノアは眉をしかめる。

　女神から賜った唯一の聖剣を、国の王でもなく、将軍でもなく、騎士でもなく、大魔法使いでもなく……

　王宮のちんちくりんな侍女が抜いたなんてことが彼らに知れてしまったら……。

　大変な騒ぎになるのは目に見えていた。民の期待をがっつり裏切ることこの上ない。

　ここでエリノアが何も考えず喜び勇んで名乗り出ても、恐らくほとんどの民は祝福しないに違いなかった。いや間違いなく疑われる。

　もちろん手元には、この、歴然とした証拠となる聖剣があるわけだが……。

　群集に囲まれて、どこから盗んできたのだと詰めよられるのがいいとこだ。髪の毛むしられるかもしれない。それは、さすがに怖かった。

　その図を想像したエリノアは、眉間に縦じわを作って身震いした。






　そして、ふっと変な笑みを浮かべ、したり顔で頷く。






「……ふ、ふふふ」






　そうだ。きっと何かの間違いに違いない。千年という年月が経つうちに、勇者にしか抜けないという女神様のお力もちょっとずつ弱ってしまったのかもしれない。いや多分そうだ。

　やっぱり気づかれないうちにそっ……と、戻しておこう。

　そうだそれがいい、それが平和だ……






　そんなことをぶつぶつ言いながら、エリノアは剣を握り直し、改めて木の隙間の中にそれを差し戻しはじめた。

　縦細い穴の中の木肌に、何度か聖剣をカツカツとぶつけながらも……ようやく剣身が半分ほど隠れる。

　その感触を感じながらエリノアは女神に祈った。






　──女神様、聖剣、欠けていませんように──、と……そう思った時。






　ふと、気配を感じたエリノアはハッと視線を横に走らせる。

　すると……

　エリノアの斜め前方向に……

　……男が、一人立っていた。






　その姿に一瞬エリノアはぽかんとする。もちろん──聖剣を握り締めたまま。

　大木の隣に位置する聖殿から出て来て、今まさに下へ降りる階段に足をかけた……と、いう瞬間を切り取られたかのような姿で固まった青年が、瞬きも忘れたようにこちらを凝視していた。

　エリノアから彼までは距離にして十数メートルほど。そこには階段があって、さらに奥へ上がって行けば女神を祭った聖殿の中へ入ることができる。

　その──大理石の聖殿を背景に、青年はこちらを向いて立っていた。

　少し陽の光に焼けた金の髪。まるく見開かれた瞳は灰褐色。その面差しは静かで、知性と勇ましさの両方が感じられる。分厚過ぎない程度に鍛えられた肉体は、黒衣で包まれていて、それが彼の金の髪をよく引き立てていた。






　エリノアは──……

　その姿をとてもよく知っていた。とてもとても一方的に。






「「…………………………」」






　エリノアと男の間にしんとした沈黙が落ちる。

　お互い視線をそらすこともできず、身動きもとれず……ただ、ただ、そよそよと静かな風が吹く中で、互いにじっと、見つめあっていた。
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４　ブレア。よりによっての第二王子。












　人間というものは、ある程度身なりや顔つきにその人格が表れるものだ。

　だからこそ、その彼を見た時、エリノアは思った。






　──やばい。やばすぎる。






　青年の瞳は今でこそまるく見開かれているが、平常時、その瞳がいかに冷徹で鋭いかをエリノアもよく知っていた。頬をいやな汗がつたっていく。

　場には重苦しい空気が張りつめていた。






　……が……。

　ひとまずエリノアは無言のまま青年から目を逸らし、するすると剣を木の幹に戻しはじめた。

　何故か口から場違いな口笛が出て。エリノアは視線と音色を白々しく泳がせながら、しみじみと思った。

　──ああ……こういう時……人間狼狽えてわざとらしいことを、しなきゃいいのにわざわざしてしまうものなんだな……と。

　エリノアは、ふっと、些か達観したような思いに駆られる。

　そうして……わざとらしい口笛を吹く女と、呆然と立ち尽くす男の前で──聖剣は元のようにそこに収められた……。

　聖剣は、一見何ごともなかったかのように女神の大樹の中に戻り……エリノアは、ふーやれやれと腕で額の冷や汗を拭った。そして、さーて、とさりげない様子で傍に立てかけておいたホウキを握った。空気は未だ非常に重い。しかし、エリノアはその空気を無視し、流れるような滑らかな足さばきでその場を立ち去ろうとした──が。






　もちろんそれが通用するはずもなかった。

　エリノアが動いたことで相手の男もやっと我に返ったらしい。男は身体の硬直から解放されると、慌ててエリノアに向かって駆けてくる。






「……おま、お前っ!?」

「ぎゃー!?　!?　!?」






　男の剣幕にエリノアは思わず叫ぶ。

　仕方なかった。

　男は下っ端侍女エリノアですら、よくよく顔を知る相手──この国の、第二王子ブレアだったのだ……。






「ひぃっ」






　よりによって王子かよ！　という、どこへともないツッコミがエリノアの胸中でびしっと決まる。

　しかしエリノアの往生際の悪さもかなりのしぶとさだった。

　エリノアが尚も、強引なスルースキルを発動させて逃げようとするも──その足掻きをブレアは許さなかった。

　二の腕を強くつかまれて、エリノアは短く声を上げる。

　引き戻されて泡を食って見上げると──そこにブレアの顔があった。

　普段は下っ端侍女になど歯牙にも掛けないような貴人に捕らえられたエリノアは引きつって身を縮める。






　──第二王子ブレア。

　彼は国王や王太子からも信頼が厚く、王家の中でも特に信奉者の多い人物で。

　その外見は王子様、というよりはどちらかというと、武人というイメージが強い。エリノアもよく宮中で彼が剣の鍛錬をしているのを見かける。そのストイックさと確かな剣の腕前から、武人たちはその才覚を褒め称え、若い娘たちは皆、彼の金の髪に彩られる精悍な眉目を称えていた。






　……そんな彼が、今、その端整な顔を歪め、明らかに動揺した様子でエリノアの顔を見ている。






「お、お前、今、聖剣を……」






　冷静沈着と言われるその第二王子が慌てているのを初めて見たエリノアは、一瞬怯えが薄れ、ぽかんとする。が、「聖剣」と言われハッとした。






「うわっ！　抜いてません！　抜けてません！　抜けようはずもございません!!」

「馬鹿を言うな！　私ははっきりとこの目で見たぞ!!」






　エリノアの腕をつかむ力が強くなって。エリノアは慌ててつかまれたままの腕を頑張って王子の前に掲げて見せた。






「殿下、我が白魚が如き細腕をご覧ください！　ほら、ほらほら！　聖剣なんか。どう見ても抜けるはずがございません！」

「…………」






　ブレアは黙りこんだ。白魚とは、女性の細指を表す言葉ではなかったか。だが、まあそれが白魚か如きかどうかはおいておくとして。確かにその手首はか細くて華奢だ。つかんだ二の腕にもほとんど筋肉など感じられなかった。

　彼もまた、幾度となくその聖剣を抜かんと挑んできた一人である。

　その大木に吞みこまれるようにして幹に突き刺さっていた聖剣が、いかに重く、いくら力をこめようともピクリとも動かなかったことを彼も当然知っていた。

　それが決して腕力だけで抜けるのではないことは彼もよく知っていたが、まさか、こんな華奢な娘に抜けるはずがないと思った。






「……いいだろう」と、ブレアは疑い深そうな表情のままエリノアを見る。






　その言葉に一瞬ほっとしかけたエリノアだったが──ブレアは鷹のような瞳で彼女を刺し、言った。






「もう一度引いてみれば分かること。おい娘、もう一度やってみろ」

「え!?」






　さぁやれ、と顎で促されて。エリノアはあからさまに狼狽える。

　しかし、王宮侍女であるエリノアに、王族の命令を拒絶することなど不可能だった。やれと言われればやるしかない。






（……ど、どうしよう……）






　内心で焦るエリノア。

　さっきのは、きっと何かの間違いだ。いかに聖剣を守る精霊（が、いるというエリノア説）が居眠りをしていたとしても、これだけ大木の前で騒がれれば今頃はさすがに目を覚ましているに違いない。

　そうだきっと、聖剣は動かない……はずだ……！　でも──

　もし抜けてしまったら──

　と、そこまで考えてエリノアは心の中で首を振る。






（いやいや……ないない。な、い……だろう、けど……）






　そう思ってから、そうだわ、とエリノアは閃いた。

　簡単なことだ。もし万が一抜けそうな気配がしても、抜くフリをすればいいのだ。

　そうしたら、王子様ほらやっぱり見間違いですよ、え？　聖剣が抜けたようにお見えになった？　そんなまさか。御職務が立てこんでおられてお疲れなんですねぇお仕事ご苦労様です、今すぐお茶でもご用意しますね、わたくしめ、この間上級侍女の試験に合格したんですよー……とかなんとか言って切り抜けよう。

　エリノアはそう決意した。

　己の立場的にはなんとなく不忠な気もしたが、エリノアは家族の家計を支える身だ。ここで、はい了解、はい聖剣抜けました！　などと諸手を挙げて言うわけには──いかなかった。

　それに、だってねぇ、と、エリノアは内心で独り言つ。自分はどこからどう見ても聖剣にはそぐわない。

　すると、そんなエリノアの無言の百面相を見ていたブレアが怪訝そうに急かす。






「どうした。早くやって見せろ。……なんなんだその顔は……」

「は、はぁ……申し訳ありません、わたくしめ表情筋だけは人様より多目に備わっているようで……、で、では……」






　エリノアは仕方なしにホウキを傍に置き、もう一度大木の樹肌から突き出ている剣の柄に手を添える……。

















５　勇者と脇腹












　握った瞬間、その感触に、エリノアは心臓がすっと冷えたような気がした……。






　聖剣は、確実に動きそうな気配がある。

　エリノアの喉がごくりと鳴った。

　柄の上で手を握り直すと……その微々たる振動にあわせて剣がわずかに動く。

　エリノアは──ブレアを見た。

　王子は厳しい視線のまま、エリノアの動向を窺っていた。その鷹のような瞳には隙がない。






（さすが冷徹王子ブレア様……、……だがしかし、私は家庭を背負う身……愛する弟のためにも負ける訳にはいかない。ここまで来たら、やりきるしか道はない！）






　エリノアはその活路に賭けて、思い切り、その聖剣を引き抜く──フリをした。






「ふんっ！　ふんっ！　で、殿下！　やっぱり無理です！　わたくしめ、やっぱりか弱い白魚がごとき腕力しかございませんゆえー！」

「…………」






　エリノアが聖剣をつかみ、腰を曲げて思い切り引っ張っているフリをして見せると……ブレアは腕を組み眉間にしわをよせたまま、無言でその様子を観察していた。






　が──。






「…………」






　何かを感じ取ったのか……不意にブレアがすっとエリノアに向けて腕を伸ばした。

　聖剣を渾身の力で引っ張るフリを続けて、瞳を固く閉じていたエリノアはそれに気がつかない。

　ブレアは淡々と、迷うことなく、そんな娘のメイド服の脇腹を────。






　くすぐった。






　途端──ひぃ!?　ああああっっっ!?　と……裏返った悲鳴が上がる。






「っっっ!?　あっ!?　っ、ぉあああ!?」






　突然のくすぐり攻撃に驚いたエリノアは身をよじり、仰けぞっ──た時には──既に遅し。

　エリノアの豪快な仰けぞりと同時に、聖剣は、スポー……ンッ！　……と、景気良く大木から抜けてしまった……。

　聖剣はエリノアの手を離れ、一瞬だけ陽を浴びてキラリと輝き──……傍の地面に落ちて行く。

　それを見たエリノアは驚愕して叫ぶ。






「ひぃぃいいっ!?　王子っ、卑怯なり!?　乙女の脇腹を狙うとはっ！」






　ことに王子と決闘するような気持ちで挑んだエリノアは、悔しがりながら──体勢を崩す。子供時代以来久々に受けたくすぐり攻撃に、過剰反応しすぎた娘は、そうして肩から地面に落下して行った。






　──が。

　その身体が地にぶつかる寸前──くんっと大きく引っ張られ、彼女の身体はエリノアの意思とは関係なく大きく翻った。

　あっとエリノアは息を吞み──瞬いた次の瞬間、目の前には……。何やら黒い布地が……。






　状況を飲みこめぬまま、瞼をぱちぱちさせていると、傍から呆然とした声が上がる。






「…………聖剣が……抜けた、本当に……」

「うっ!?」






　思わず握りしめられたカエルのような声が出る。──間近に聞こえた声は、確かにブレアのものだった。

　と、いうことは……と、エリノアは震え上がる。






（この……我が鼻先とおでこにくっ付いている黒い衣服の主は……もしかしなくても……）






　いや、おでこどころか身体だって密着している。

　おまけに気がつくと、己の後頭部と背中には何かを乗せられているような感触がある。そのほんのりとした温かさに、それが恐らく王子の手のひらなのだろうと察したエリノアは──青ざめた。






（ひぃいいいい!?）






　普段は上役に『王族の方々の影も踏まぬようにしなさい！』と……厳しく仕こまれているエリノアは思った。影どころか……と。

　奇声をあげながら倒れこんできた娘を引っ張り上げて、受け止めてくれたらしい第二王子を────自分は今、踏んでいる。






「…………」






　エリノアは、己の血の気が引く音を聞いたような気がした……。






　しかし、エリノアが震え上がっているのとは裏腹に、彼女をすんでのところで受け止めたブレアは、それどころではなかったらしい。

　彼はエリノアの後頭部に手を添えて彼女を抱えこんだまま、傍に放り出された聖剣を呆然と見つめていた。たった今目撃した事実が信じられなくて、我が目を疑い──エリノアの『卑怯』発言などなど……に不敬を問うている余裕はなかった。






　──が。

　さすがに腕の中で娘がガタガタしはじめると、ブレアもそれを放っておくことができなくなった。

　聖剣から視線を外したブレアが、腕の中にいるエリノアを見ると、エリノアはぎゅっと目を瞑り、両の手を擦り合わせて何かぶつぶつつぶやいている。






「殿下を踏んでしまった、殿下を踏んでしまった、ああどうしよう、殿下、殿下大丈夫ですか殿下!?」

「……」






　どうやら怖くて目が開けられないらしい。

　その青いさめざめとした泣きべそ顔に、ブレアはほんの一瞬思わず聖剣の存在を忘れる。……呆れて。

　ブレアは無言のままエリノアの後頭部から手を離すと、その手をスッと彼女の固く閉じられた瞳の、上、おでこの前に持っていく。

　と──。






　べしっといい音がした。






「ぃたっ!?」






　唐突な痛みに驚いたエリノアがブレアの上で飛び跳ねる。が、ブレアはその振動にも眉一つ動かさなかった。普段から鍛練に打ちこんでいる彼には、さして痛いという程のことでもなかった。

　して、でこぴんされたほうのエリノアはというと。

　娘は何が起こったのか分からずに……弾かれたおでこを押さえ、大きく目を見開いている。






「っ!?　っ!?　女神の天罰!?」

「……どけ」

「っ!?　ひっ!!　も、申し訳ありませんっ!!」






　ジロリと睨まれたエリノアは、ブレアの膝の上から降りると、その場に平伏しようとした。

　が、ブレアはエリノアを身体の上から退かしたものの、娘が自分の傍から離れるのを許さなかった。

　王子の膝の上から退いたと思ったら、今度は手首を引かれてエリノアがぽかんと口を開ける。






「え……」






　謝罪……と、口を開けたまま、エリノアはブレアの顔を見る。

　すると、金の睫毛に縁取られた灰褐色の瞳の主は、またもやそんなエリノアをじっと食い入るように見つめていた。

　その心の奥の奥まで見透かされそうな視線に、さすがのエリノアも口を噤む。

　熱心な視線に思わず身を引こうとしたが、ブレアの手はエリノアの手首をしっかりと握り締めている。

　大きな手に捕らえられた己の手首を見ると、心臓がもぞもぞした。じりじりとした羞恥心にエリノアは戸惑う。






「あ、あの、で、殿……」

「……勇者、お前、名は？」






　ぶほぉあっ!!　と……咳とも声とも言えない滑稽な音が盛大にエリノアの口から吐き出される。

　ブレアが眉をしかめた。






「……汚いな……」

「ぅ!?　ゆっ!?　ゆ、ゆうしゃっ!?」






　王子に勇者、と呼ばれたエリノアが目を剥いて驚愕している。

　そんな娘をブレアは冷静な顔で見返した。






「何を驚く。聖剣を抜いたのだ。お前は女神に認められた勇者ということになる」

「…………めっ……!?　め!?　めぇっ!?」

















６　下っ端の覇気












　目を点にして真っ青になっている娘を放し、ブレアが立ち上がる。






「私は、今見た事実を国王陛下に報告しなければならない。勇者よ、名を名乗れ。共に来──」






　ブレアはそう言って、腰を抜かしたようにへたりこんだままのエリノアの腕を引き上げようとした。

　と、その言葉に、エリノアが、かっと目を見開いて覚醒する。






「無理!!」

「……」






　激しくキッパリした拒絶に、思わず黙するブレア。に、エリノアはハッとして。しまったと思ったのか、まるいうろたえた瞳でブレアを見ながら、顔面からは汗をだらだらと滴り落としている。






「は！　いえ、申し訳ありません殿下、でも、その……無理でございます!!」






　思わずの反論だったらしく本人も慌てているが。それでも引き下がりはしなかった。

　ブレアを見上げる娘の涙は未だ乾ききってはいなかった。けれども。

　彼の前で地面に膝をついた娘は、動揺を振り払い、何かを決心したような顔をした。

　その表情には覇気があった。緑色の瞳が強い輝きを滲ませて、ブレアはその中に見え隠れする意志の強さに目を瞠る。

　ブレアは、武人だ。訓練では己の限界を目指し、戦場では人と己の生死を分つ剣を佩き、部下の命を預かる。人間の極限の時を知る彼は、真に真剣な者の顔は分かった。思いがけず見た、華奢な侍女の気概には、何か……心を動かされるものがあった。






　しかし、とブレアは低く問う。






「…………何故だ、建国以来の栄誉だぞ。何故拒む」






　ブレアたち王国内外の多くの戦士たちが、喉から手が出るほどに欲したその誉れ。

　建国時の国王は、女神の勇者となった者には高い地位を約束していて、今までその約束が成ったことはなかったが……おそらくそれは現代でも有効だろう。もし勇者が、なんらかの手柄を立てれば、将軍職ですら叶わぬ夢ではない。

　何故ならば、〝女神の勇者〟という名は伊達ではない。

　この大陸では、クライノート王国だけに留まらず、女神信仰は広く浸透している。

　それは女神の威光がこの国だけに留まらないことを示していて、その加護を持った唯一の戦士ともなれば、その処遇とて破格のものとなるはずだった。

　聖剣を得たものは、女神の加護と民心とを一手に集めることが予想され、ゆえに──もし──王子の内の誰かがその聖剣を抜いたとしたら、次の王座は確実だとさえ言われていた。

　ブレア自身は、早くに実兄である王太子の支持を表明していて、あまり王座には興味がなかったが……それは王子という立場にある以上無視できない事柄だった。

　もし、王太子以外の王位継承権を持つ誰かが聖剣、もしくはそれを抜いた〝女神の勇者〟を手中にすれば、王太子の立場が危ぶまれ、王宮内は確実に厄介な状況と化すに違いない。






　ブレアとしては──こうなった以上、幾ら目の前の娘がおよそ勇者らしからぬとしても。腕が白魚だろうが表情筋しかまともに備わっていなかろうが──聖剣を抜いた者として、この娘を保護しておかないわけにはいかなかった。






　けれども……ブレアの目の前にしゃがんだ娘は、その千年の誉れを手にしたとは思えない表情で──勝気な瞳に涙を滲ませ首を振る。






「──殿下、わたくしめには無理でございます」

「……無理？」

「ご覧になればお分かりでしょう？　わたくしめは単なる王宮侍女で……女神の勇者などという大任を拝するような者ではありません」

「……それは女神が決めること。お前が判断することではない」






　ばっさりと切り捨てられたエリノアは、グッと怯む。なんでよりによってこの王子に目撃されてしまったのだろうと悔やむ。

　第二王子ブレアは、己にも、他者にも厳しいことで有名な男だった。

　黙々と鍛練に打ちこみ成果を上げるその姿勢は、体育会系な性質あふるる軍部の中や、ちまたの戦士たちの間ではすこぶる評判がいい。だが、その反面、厳しい姿勢は見る者に畏敬の念を抱かせてしまうのか、かなりの美丈夫にもかかわらず、若い女性たちなどには少々遠巻きに愛でられることが多い。

　彼がよく付き従っている王太子が柔和な美形であることも手伝って……その厳しいまでの堅物さが際立ってしまうのだ。

　侍女たちの間でも、『第二王子は素敵だが、怖い』と評判で……エリノアも、彼の前で身をすくませながら働いている同僚の姿をよく見かけた。

　だからよく思ったものだ。

　己がもし上級侍女に昇格しても、ブレア王子の担当だけはちょっと気が進まない、と。






（なのに……）と、少しエリノアは気が遠くなる。

　そんな素敵に怖い第二王子と、何ゆえ己はこうして対峙せねばならぬのか。






　しかし……ここで負けては、己は本当に聖剣を抜いた者として国王の前に連れて行かれてしまう。それがどんな騒ぎを引き起こしてしまうのかはエリノアとて分かっている。

　ここで引き下がっては、エリノアの侍女頭のしごきに耐えた数年間はきっと無駄になってしまうだろう。

　たとえ彼女が女神の勇者として祭り上げられたとしても、恐らくそれは本当に一時的なものなのだ。

　エリノアは、自分には勇者と称されるに値する素養は何もないと思う。

　ゴミ拾いならば負けないが、剣術どころか、武術は何もできず、さして頭がいいわけでもない。

　そんな──実力の伴わない勇者になど、多分世間はすぐに失望する。

　そうなれば、地道な努力を積み重ね、王宮でやっと手に入れたエリノアの居場所はきっとなくなってしまうだろう。侍女たちの仕事は、王宮内で王族の生活を安定させること。……騒動の元となるような侍女はいらないのだ。






　──そんなことになってはなるものかと、エリノアはブレアの視線を真っ向から受ける。






「……殿下、お言葉ですが、こんなチビが聖剣抜いて、国民の誰が納得するんでしょうか!?」

「……何？」






　一瞬黙ったかと思ったら、一気に勢いを増した娘の顔にブレアがわずかに目を見開く。






「国民たちはきっと出まかせだと騒ぎ立てると思います。だって、屈強な騎士戦士たちがこぞって抜けなかったものがですよ？　私だって絶対嘘だと思います！」






　しかし、その発言にブレアは冷ややかに瞳を細める。






「お前は、私の証言する事柄が国民に受け入れられぬと、そう言っているのか？」






　しかし、エリノアは首を振る。






「そうではありません……！　そりゃあ、殿下への民たちの信頼は厚いですよ!?　殿下が黒を『白だ』と言えば白だと信じるような方たちが大勢いることも、もちろん存じ上げております！」






　しかしですね!?　と、エリノアは、得意の高速話術でブレアに圧を加えにかかる。

　その迫力にはブレアも思わず仰け反って、つい押し黙った。ただ、眉間にはくっきりと縦じわが。

　もちろんエリノアはそんなことは気にしない。






「この結果は国民の望むところではないと思います。私はさしたる特技もないような侍女です。あ、口はよく動きますよ、ご覧の通り。ですがね、こんなのが勇者だとか言われて誰が喜びますか!?　腕は白魚の如きで口だけ達者って……私だって、『そりゃどんな勇者だ』って思います。きっと何かの間違いだと思うんです、殿下だってそうでしょう!?」

「しかし……」

「さ、殿下、心の声をよぉおくお聞きください、殿下のお心は〝何故こんなチビの下っ端が聖剣を……間抜けな顔して腹が立つ〟とか囁いているでしょう!?」

「…………そこまでは思ってない」






　ブレアの返答に、「そうですか!?　おかしいですね!?」と顰しかめ面で漏らす娘を──第二王子は些か変なものを見るような目で見ている。その、ブレアのわずかな引き気味な精神状態を見逃さなかった目ざといエリノアは、ダメ押しとばかりに、じりじりブレアににじりよる。






「殿下……お願いします……見逃してください……」

「おい……顔を整えろ。王宮侍女にあるまじき顔だぞ……」

「整いませんよ、必死なんですから!!」

「…………」






　その言い切りに、ブレアはなんと返していいのか分からなくなる。何故ならば、彼の輝かしい王子人生において、こんなに奇妙な女は初めてだったのだ。

















７　生真面目王子の困惑












「もう世の中は別に魔王の脅威に怯えているわけでもなんでもありません……！」






　──と、娘は必死の顔で言い募っている、……のだが。

　その表情はどこか怪談でも読み聞かせるかのごとくおどろおどろしい。

　少々青ざめた顔にじわりじわりと滲む汗。不気味な緑の双眸そうぼうの怪しい光に──ブレアは思った。






（…………勇者とは……かような生き物であったのか……）






　青年はいたって真面目な顔である。表面的には冷徹な表情は、眉をひそめた程度にしか動じていなかったが──しかし心の中は裏腹に、未知との遭遇に少々動揺しているようだった。

　だからこんなことを考える。






（……いや、千年もの間選ばれることのなかった勇者が常人なわけがないのか……）

（……しかし、国としてはこの勇者をどう扱えば……清廉な王太子殿下にこの顔を見せても大丈夫だろうか……）

（いや、しかし、表情を整えればわりに愛らしき顔だったような…………）






　と、思考にふけっていたブレアに、怪談顔の娘は若干イラッとしたらしい。娘は見開いていた瞳を余計に開き、王子であるはずのブレアに怒り出す。






「殿下！　我が決死の上訴、ちゃんとお聞き下さっておりますでしょうか!?　私……苦労して王宮侍女になったんです！」

「……ああ……すまない……お前があまりに予想していた勇者像からかけ離れていたゆえに少々対策を練っていた」






　ブレアが真面目に謝ると、娘はいえいえと首を振る。






「練ることありません。そこは殿下の予想通りの勇者を選びなおすべきです。もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃればことはまるく収まるのでは」






　娘はそう言いながら、地面に転がされたままだった聖剣を拾い上げ、ブレアのほうに差し出した。

　しかし、ブレアはきっぱり「ならぬ」と首を振る。






「その様な不正を働く気はない」

「しかし殿下、これは人助けですよ!?」






　娘は一瞬まともに戻っていた表情を、再び怪奇顔に戻し。ブレアの前でぶるぶるわなわな聖剣を握り締めた。

　それを見たブレアはまた眉をひそめ、その表情の落差にある種の畏敬の念を抱く。






（……凄い顔だな……）






　そんなこととは露知らず……恐らく知ったとしてもやっただろうが、娘は地団太を踏んで切実な思いを吐露した。






「わたくしめ、長年我が前に高い壁として立ち塞がっていた試験にこの前やっと合格してですね……来月には上級侍女になるお許しがいただけるはずなんです！　あの、あのツンしかないような侍女頭様から、『良かったわね、やっとなの。これからも負けずに精進するのよっ』と……涙ながらのお褒めの言葉をかけられたばかりなのです！」

「…………」

「それに、当家は両親が亡くなっていてもうおりません。まだ成人前の弟は病気がちで……私本当に、今職を失うわけにはいかないんですっ」

「……っ!?　おい！」






　必死のあまりか、娘が聖剣を乱雑に扱いはじめ、それを見たブレアが顔色を変えた。それは国宝とも言える代物なのである。傷つきでもしたら大事だ。






「おい勇者よ、落ち着……おいっ！　聖剣を振り回すな!!」






　しかしそれを聞いた娘は再び地団太を踏む。どうあっても〝勇者〟と呼ばれるのが嫌らしい。






「おやめください、勇者じゃありませんったら!!　その名で呼ばれるたびに我が心身全体には過度の動揺が走ります!!　がたがた震えて今にも聖剣折ってしまいそうです!!」






　いいんですか!?　と……娘は最早ブレアを脅していた。

　普段、普通の良識ある娘とすらあまり交流のないブレアはめまいがした。憤慨する娘をどうすればなだめることができるのかが皆目分からない。

　そうしてブレアが判断に迷っているうちに、目の前の娘はさらに言い募る。






「今回は……そう、きっと女神様側にも何か判断ミスがあって……そのご事情を汲んで差し上げましょうよ殿下！　千年も聖剣は抜けませんでしたが、国は国王陛下がご立派に治めてこられたではありませんか……そうでしょう!?　ね？　何も、こんな弱々しい小娘に勇者職を押し付けなくても国は今平和です、殿下！」

「っおい!?　何を……」






　──と、ブレアが目を見張った瞬間──……。

　その娘は「国王陛下万歳！」と叫びながら、大きく聖剣を振り上げた……。

















８　気配と軽やかな逃亡












　ブレアはその聖剣に憧れ以上の感情を抱いている。










　子供の頃は多くの少年たちと同様に、ブレアも女神の聖剣の伝説には単純に憧れていて、いつかあの剣が抜けるような強い武人になりたいとずっと願っていた。

　父が語る建国の祖、魔王を倒したという勇者の勇敢な伝説も、母が語る春の女神の慈愛に満ちた伝説も、聞くたびに心躍る物語だった。

　兄弟たちと並んでその話を聞きながら、将来誰がそれを抜くかで盛り上がったり、その聖剣がどんな素晴らしい姿をしているのだろうと想いを馳せたものだった。

　ブレアの想像ではいつもそれは無骨な鋭い姿をしており、優しい王太子の想像では、美しい装飾で飾られた見事な一振りということになっていた。

　弟たちの中には、巨大な両手持ちの大剣なのではと言う者もあって。あの聖剣の柄の大きさはそんなじゃないとか、でも大樹は大きいから分からないだのとか、幼稚な言い合いを延々と繰り返しては、大喧嘩になったものだった。

　そうしていつも仔犬がじゃれるように、取っ組み合いの喧嘩をしていて……。






　ブレアはそれを思い出すたびに、懐かしくて──胸の奥底が小さく痛む。

　その中には今はもう、王族の務めとして遠征地にいる弟や、次期王座を巡り対立してしまっている王子たちもいる。

　それも自分たち王族兄弟の宿命としては仕方のないこと。

　そうは分かっていながらも、職務や修練の合間には、つい聖殿に来てしまうのだ。






　──どうか、兄上──王太子が聖剣を抜いてくださいますよう。






　いつだってそう女神に向けて祈る。

　もしそれが叶えば、王太子は女神と民心という大きな後ろ盾を得て、立場は今よりももっと堅固になるだろう。権力闘争の為に、弟を陰で唆すような貴族連中も、きっと勢いを失うに違いない。

　歴史上では──王座を巡る対立の中で、命を落とす王族というものは決して珍しいものではなかった。

　中には兄弟で命を狙いあったという前例もあり、ブレアの父である現国王もまた、兄弟間の争いの中で弟を亡くしている。

　その時の空しさと悲しさを、父は時折ぽつりと漏らしては遠い目をする。そんな時、偉大な国王の背は、とても苦しげで弱々しくすら見えるのだった。息子としてはそれが堪らない。

　父の負担が少しでも軽くなるよう、ブレアは王子として己にできる努力はやってきた。

　しかし……聖剣の伝説は努力でどうこうなる問題ではない。






　だからどうか、とブレアは日々春の女神に祈りを積む。

　父が抱える将来への恐れ──己の息子たちが、再び自分たちのように争い、命を奪い合うのではという危惧が、少しでも軽くなるように。

　無邪気だった弟が、優しい兄を憎しみの目で見るようなことがもうないように。

　王宮に血が流れることがなきように。






　王太子が、どうか聖剣を得ますようにと──────……。






















「っ！」






　ブレアはその剣身が振り下ろされるさまを見て息を吞む。






　───渾身の力を振り絞って──

　娘は女神の大樹目掛けて聖剣を──突き立てた。






　その行動にブレアは驚き、止めようと娘の肩をつかんだが──遅かった。

　ブレアが華奢な肩を引いた時には、聖剣は大樹の中に半分ほどが突き刺さって──……。

　いや。突き刺さったという表現は些か相応しくない。

　聖剣は音もなく、抵抗もなく、滑らかに……まるで粘度のある水の中に、ゆっくりと落とされたかのような動きで、木肌のうちに沈みこんでいくのである。神秘的な光景にブレアは言葉もない。

　その光景は、目の前に見える清らかな剣が、明らかに人智を超えた存在であることを示すかのようで──ブレアは一瞬ぞわりと肌が粟立つような気がした。

　驚愕と畏怖を映す瞳に見守られながら、聖剣は、そうして完全に大樹の中に還っていったのだった……。






「…………」






　たった今目撃した出来事に、ブレアは呆然と肩で息をする。

　聖剣が抜けることを待ち望んでいたブレアにとって、それはとんでもない出来事だった。






　と、不意に己が肩をつかんでいる娘の荒い息づかいが耳に届き、彼は我に返る。






「お前っ──」






　しかしブレアが娘の肩を引き、口を開きかけた──その刹那……

　奇妙なことが起こった。






「っ!?」






　周囲の木々が異様にざわめき立ち、ブレアたちの元に、音にはならぬ殺気のようなものがじわじわと忍びよった。まるで空気が何かに汚染されていくようだった。

　いち早くそのことに気がついたブレアが身構える。彼はとっさに大木と己の背との間に娘を挟み、そのまま無言で周囲に鋭い視線を走らせた。が、目に映る範囲には何者の姿もない。






「……これは、いったい……」






　ブレアは周囲を睨んだままつぶやく。濃厚な異臭のような気配が身にまとわりついて、息苦しい。






「……っ」






　──そんなブレアの耳にうろたえたような声が届く。






「──殿下？　あの……大丈夫ですか？　どうかなさいました？」






　その声の軽さにブレアは驚いた。

　振り返ると娘がキョトンとした顔をしている。

　突然背の後ろに隠された娘は周囲の異変にはまったく気がつかぬのか、ブレアの緊張した面持ちに怪訝な表情を浮かべている。






（感じていない……？　なんと鈍い……）






　勇者たるはずの娘の様子にブレアは小さな失望を感じる。

　何故これが分からぬのだと。

　それは、何者かが聖剣に対する憎しみを垂れ流しているような気配だった。暗く、物騒で、危うい……。

　空気はどんよりと重苦しいものと化していて、その蝕むような圧に思わずブレアが顔を顰める。

　娘を連れてその場を離れようとするも──身体が重くて、思うように足が動かない。人よりも武に優れているという自負があるだけに、己の身が思い通りに働かないことが信じられなかった。






「っ……」

「……殿下？」






　それでも──娘はキョトンとしたままだった。

　急に身動きをしなくなった王子の背に、いったい何が起こっているのだろうと不安そうな視線をよせている。






　と、そんな娘が不意に、ハッとした。

　どうやら……自分が今、王子の前からさっさと消えたほうがいい状況に置かれていたことを思い出したらしい。

　娘は、えーと、とつぶやいてから、言った。






「……殿下、ご気分がよろしくないようでしたら、わたくしめ主治医でも呼んできましょうか……？」






　そうして驚いたことに──。

　娘はそーっとブレアの背の後ろから抜け出して。恐る恐るブレアの顔を覗きこむ。

　どうやら──気配同様、ブレアの身を押しつぶすようなその圧を、娘は一つも感じていないらしい。平然と自分の後ろから抜け出て行った娘にブレアは愕然とする。

　娘はしばしブレアの顔色を見ていたが、段々その息が上がってくるのを見止めると、これはいけないと眉を顰めているようだった。






「殿下、本当にお加減悪そうです。ここでお待ちください、すぐ先生に来てもらいますね」






　娘はそう言うと、傍に置いてあったホウキをつかんで身を翻す。

　それは明らかに、ついでにこの場から退散しようという意思が透けて見えるものだった。が、ブレアの手足は重く、娘を追うことは叶わなかった。






「な、なんなのだ……くそっ」






　離れていく娘の姿に、ブレアは身体に渾身の力をこめる。だが、それでも足は数歩動かすのがやっとだった。






　だというのに──。






　黒髪の娘は──スカートの裾を翻し、その空気の中を易々と駆けてみせる。

　軽快に舞う後ろ姿にブレアは一瞬目を奪われた──。






　娘が途中、思い出したように振り返る。「殿下、動いちゃダメですよ！　主治医が来るまで横になっていらしてください！」と、娘は大声で叫び、ブレアに向けて大きく手を振った。

　……一応本当に彼を案じる気持ちは持ち合わせているらしい……。






「……おい!?　待て、勇者!!」






　ブレアが叫ぶ。──と、遠くのほうでボキッという音がした。恐らく……多分……いや間違いなくホウキだな、とブレアは察する。〝勇者〟という呼び方に動揺したか、苛立ちでもしたのか。娘が思わず折ったのだろう。

　……あの気性なら、後者だな……。

　緊迫した状況下にもかかわらず、ブレアは苦しい息の下そう思い、つい、苦笑をもらしてしまう。






　──と、──その次の瞬間のことだった。

　その、ボキッと鈍い音が聞こえた直後、ブレアが苦笑を零した瞬間に、周囲の危うい気配がさっと散る。






「っ!?」






　まるで怯えた動物が逃げていくかのようだった。






「……っ」






　気配が去って、その圧を押し返さんと力をこめていた身体が均衡を失い崩れ落ちる。ブレアは地面に片膝を突いた。

　その間にも、空気はすっと澄んで行き──……。

　次に青年が顔を上げた時、場は既に静けさを取り戻していた。

　ブレアは呆気にとられる。

　風に揺れる大木の梢、遠くに聞こえる雑音。何もかもが平然としていて、普段となんら変わらない。






　──なんだったのだ、今の、気配は──……。






　ブレアは周囲の気配をもう一度探る。しかし、剣吞けんのんな空気はもうどこにも感じられなかった。まるで白昼から、夢を見ていたかのようだ。

　ブレアは一瞬呆然とした感覚に陥りかけるが──すぐさま己を正気に引き戻す。

　彼は大樹の聖剣に素早く駆けよると、真っ先にその無事を確かめた。

　木肌から突き出た剣の褐色の柄。

　つい今しがた彼らの前にその神秘的な姿を現したばかりの聖剣は、まるで何事もなかったかのようにそこに収まっている。

　見る限り、それはずっとブレアが見守ってきた聖剣の様子となんら変わりないように見えた。

　そして不思議なことに……娘の手で考え無しに大木に突き立てられたように見えた聖剣は、寸分違わず以前と同じ場所に戻っていた……。






「…………」






　ブレアは、ふと無言で聖剣に手を添えてみる。細工の美しい柄を握り、力をこめてみる。

　だがそれは以前と同じ。固く、軋む音すらも聞かせてはくれなかった。






「……やはり、抜けぬか……」






　頑なに沈黙し、ブレアの前に剣身を晒すことを拒む聖剣に、男はもう一度、娘の消えていった方向を見つめた。

　抜けた聖剣、奇怪な気配。そして恐らくそれを収めたメイド服の女……。






「あの者は、いったい……」






　──探し出さなければ。

　ブレアは王宮に駆け戻る。

















９　リード












　もう日も暮れかけの頃。

　エリノアは城下町を歩いていた。

　メイド服からモスグリーンの私服に着替えたエリノアは、少し賑わいの引いた雑踏の中を、とぼとぼと覇気のない足取りで進んで行く。

　その頭には何故か地味な鼠色のショールがぐるぐるに巻かれている。とても滑稽だ。すれ違う人が皆、なんだあれはという目でエリノアを見ている。






　あれから。

　ブレアの前から退散したあと、エリノアはその足で急いで王族の主治医のもとへ駆けこんだ。

　そうしてややコソコソしながらも、慌てて部屋を出て行く主治医たちのあとを追い、ブレアの様子を見に戻ろうと──したのだが。運悪く侍女頭に見つかってしまい『さぼるな』と仕事に連れ戻される。

　しかし、エリノアは具合の悪そうだった王子のことが気になって……。

　幾ら今は彼のところへ行くべきではないとはいえ、目の前で青い顔をしていたのだ。その後の彼の具合がとても気掛かりだった。

　あんなことがあったあとで、まさか堂々とは王子の前に出て行けないが……遠目でもいいから様子を見に行けないだろうかと、エリノアは懇願したが……。

　侍女頭には、『主治医に任せなさい、お前が行ってなんの足しになるの』と至極尤もっともに切り捨てられた。

　結局そのあとは王子の様子を見に行けなかった。






　エリノアは仕事をしながらも、気が気ではない。

　──もしかしてと思った。王子が体調を崩したのは私のせいではないだろうか。

　王子は、長年夢見てきた聖剣の勇者の座が、こんな吹けば飛ぶような存在の娘に奪われたことに怒り心頭のあまり倒れたのではないか。

　もしくは、彼の理想の勇者像とエリノアとがかけ離れ過ぎていたショックで気分が悪くなってしまったのかもしれない。どちらにせよとても責任を感じる。

　しかし──……。

　その後、仕事を終えたエリノアがしょんぼりしながら侍女たちの居所へ戻ると、彼女はあからさまに怒気を滲ませている侍女頭に出迎えられた。

　その顔を見たエリノアはまさか王子の身に何かあったのかと肝を冷やしたのだが────。

　彼女の怒りには別の理由があった。

　どうやら……エリノアが呼んだ主治医たちが聖殿前に駆けつけた時、そこには既に王子は居なかったらしい。

　慌てた主治医たちは王子を探し──そのあと彼らが第二王子を探し当てるも……王子は忙しそうにしていて、『大丈夫だ』『もう何ともない』と……一蹴されてしまったとのこと。

　それを聞いたエリノアはホッとした。よかった、すぐに治ったのか……。






　と、思ったが。

　主治医から事情を聞いた侍女頭には、早合点も程ほどにしろ、何故もっと王子の様子をちゃんと見なかった、主治医の先生を振り回すなんて！　と、大いに叱り飛ばされた。

　早々にバレていたホウキ破壊の件も合わせ、小半時ほど叱られた後──エリノアは罰として、今度は王宮の別の庭を一人で掃除するように仰せつかってしまったのだった……。






　──そうしてやっとのことで仕事を終えて、エリノアは帰途に就いていた。

　本来、王宮侍女は王宮内の居所に住み、決まった休日だけ実家に戻る。だがエリノアには病弱な弟がいて、他に家族もないことから、毎日王宮には通いで勤めさせてもらっている。

　エリノアと弟が住む小さな家は、城下町の東の市場の近くにあった。

　エリノアはそちらに向けて、黙々と足を進めているが、その足取りはやはりどこか重い。






　エリノアは、途方に暮れていた。

　今日の昼間に起こった現実とは思えない出来事。

　そして必死だったとはいえ、王子に対してかなりの無礼を働いた。そのことを考えると、今後、どうしていけばいいのかということが血の気が引くくらい分からない。

　エリノアは弱々しいため息をつく。






　エリノアは王子に名は名乗らなかったが、いかに王宮が広く、侍女も山ほどにいると言っても……容姿や、あの時間帯に聖殿前で仕事をしていた者といった情報を組み合わせていけば、彼は必ずエリノアに辿り着くだろう。






「……どうしよう……」






　こんな、不審者みたいにショールをぐるぐる巻きに被ったって無駄なことはエリノアにだって分かっていた。

　だが、聖剣を抜いたと名乗り出るにせよ、王子に無礼を働いたと正直に申告するにせよ、それが大事になってしまうことには変わりない。

　第二王子に謝罪が必要ならばしようと思う。でも、〝女神の勇者〟なんて大役に据えられて、その為の儀式や務めに時間を割くことはできない。

　何故ならば、今、この時にも、家には身体の弱い弟がいて、病に苦しみ、お腹をすかせてエリノアを待っているからだ。エリノアにはとてもそれを放って置くことなどできようはずがない。

　王宮侍女という職を手放したくないとは思う。だがそれも、全ては弟の為だ。向いていない、なんて落ち着きがないんだと言われながらも、なんとか続けてこられたのは、可愛い弟がいたからこそで……。






「ブラッド……」






　ふいに、弟の姿が思い出されて。エリノアは嘆くような声を出す。

　エリノアがそんな大事で王宮に足止めされれば、その間弟はどうなるだろう。

　もちろん少しの間であれば、知り合いに頼めるかもしれない。普段もエリノアがいない昼間は、知り合いに弟の様子をみて貰い、食事なども頼んでいる。が……。






「……やっぱりダメだわ……どう転ぶか欠片も分からないことにブラッドを巻きこめない。また具合が悪くなっちゃう……」






　ただでさえ弟は季節の変わり目など環境の変化で体調を崩しやすい。それに、心配性の弟の身体は、何より姉へ向ける心配による心労に敏感で……。

　勇者職なんて、大事すぎて、未知すぎて、不確定要素が多すぎる。






「……ああ、私、どうして不用意に聖剣になんて触れてしまったのよ……」






　今更ながらそれが悔やまれる。エリノアはぐるぐる巻きのショールの中で呻く。頭の中は己を責める呪わしい言葉の数々で溢れかえっていた。






　──と、そこへ「お」と、短く明るい男の声が聞こえた。

　次いで、のしっと頭に重みが掛かる。






「う……」

「お疲れ、ノア……なんでこんなもん被ってんだ？　って、なんなんだよその顔は……」






　己を親しげに愛称で呼ぶ声で、それが誰か分かって、通りの端でエリノアはがっくりとうなだれた。

　エリノアの頭に手を乗せた男は、彼女の頭に巻きつけられているショールを怪訝そうに引っ張る。大きな手でむきむき……と、ショールから顔を掘り起こされた娘は、のろのろと顔を上げる。と、そこには説明を求めるような見慣れた碧眼。エリノアはため息をつく。

　げっそりした娘の様子に男が首を傾げると、彼の栗色の髪がさらりと揺れた。






「……なんだよ……」

「……変装……してたのに……何故すぐバレる!?」

「はあ？　変装？　……おい、しかめ面はやめろって言ってるだろ、嫁の貰い手がなくなるぞ」

「……もう、それはいい……。我が今生には縁はなし。……ただいま……リード……」






　投げやりに応じると、エリノアの顔見知りらしい青年は呆れたような顔をした。

















10　ブラッドリー












　呆れ顔の青年はリード・モンタークといった。働き者の彼は商人風のなりで、すらりとした身体に腰から下だけを覆うエプロンを身に着けている。

　栗毛の髪は癖毛のエリノアとは正反対にサラサラで、瞳は澄んだ空色。素直そうな表情からは、面倒見の良さが滲み出ている。おまけに料理上手で気立てもいいときて、子供にもお姉様方にも、おば様方にも評判がいいエリノアの幼馴染だ。






　いろいろ考えながら歩いて来て、すっかり時間と距離の感覚が失われていたエリノアは、「ああ、もうここまで来ていたのか」と、傍にあるモンターク家の商店に目をやった。リードの家は様々な食料品や雑貨を扱う商店で、彼はそこの看板息子である。

　彼らモンターク一家は、昔エリノアの屋敷に出入りしていたよしみで両親が亡くなった後でもこうして付き合いをしてくれる貴重な存在だ。エリノアがいない時、弟の面倒や看病を手伝ってくれるのも彼らだった。






「リード、今日もありがとう」






　気を取り直したエリノアは、青年に向かって深く頭を下げる。と、リードは、うん、と腰裏のポケットに突っこんでいた小さな紙切れを取り出した。






「これ、今日の記録。……お前、もうちょっと落ちつけ？　あんまりブラッドに心配かけるなよ」

「はい。ごめんなさい」






　エリノアは素直にもう一度頭を下げてから、手渡された紙にざっと目を通した。そこには彼女が不在中の弟の様子や食べたものなどの細かな連絡事項がメモしてある。

　ふと、そのメモの最後の辺りを見たエリノアが表情を曇らせる。






「夕食、食べなかったの？」






　心配そうに娘が顔を上げると、リードが子供をなだめるようにエリノアの頭をぽんぽんと優しい調子で撫でた。






「体調は、まあ、そこそこらしいんだけどな……昼辺りから様子がおかしいんだと。一応医者にも診て貰ったけど特別悪くはないみたいだ。またお前の心配でもしてるんじゃないのか？」

「そう……分かった、ありがとうリード。おばさんにもお礼を伝えてくれる？　後で立て替えてもらったお医者様の代金払いに行くからその時にも直接言うけど……今日は先にブラッド見に行きたいから……」






　申し訳なさそうにエリノアが言うと、リードは肩をすくめる。






「別にいいって。いつも言ってるけど母さんは無類の世話好きだから。医者代もいつでもいいよ」

「ごめん、ありがとう！」






　エリノアはリードに頭を下げると、ぱっと駆け出そうとした。






「あ、ちょっと待て」






　リードがエリノアを引き留めて、ずいっと手にしていたカゴを差し出した。中からは、ふわりといい香りが漂ってくる。






「夕食。母さんが何かブラッドの好物でも作っておいてやれって言うから作っといた。ほら、持ってけ」






　青年は「お前の分もあるから」と言葉を添えながら、エリノアの腕にカゴの持ち手を通してくれる。

　それを見たエリノアは──……何だか、とてつもなくホッとしてしまった。

　思わずリードの首に片手を回して抱きついて、そして近所の子供たちを真似て礼を言う。






「リードお兄ちゃん！　ありがとう、好き!!」






　途端、リードが微妙そうな顔をする。






「……お前なぁ、それやめてくんない？」

「あ、材料費払います。後程」

「………………」






　すぐに真顔に戻る娘に、リードはどこかガッカリしたようにため息をついた。










　リードと別れたエリノアは、その場所から路地に入ってすぐの木造の平屋の前で足を止める。






「ただいま……」






　エリノアはゆっくりと扉を開き、自宅の中に入っていった。

　王宮で見せた騒がしさとは打って変わった丁寧な様子には慎重さすら窺える。それはもちろん己のガサツな動作で弟に要らぬ心労をかけぬ為である。






「あれ？」






　室内は何故かとても暗かった。

　いつもなら、リードたちが明かりを灯しておいてくれるのだが。

　エリノアは暗闇の中を手探りで進み、上着と鞄をテーブルの上に置くと、リードからもらったカゴだけを手に、すぐさま弟の部屋へと向かおうとした。






「あれ？　……ランプ、ついてる……」






　ふと、サイドテーブルの上から吊りランプを手に取ろうとして──そこに、小さな明かりが灯っているのに気がついた。ではやはり、リード達はいつも通り明かりを点けて行ってくれたのだ。

　それなのに、と、エリノアは辺りを見回して首を傾げる。

　室内は異様に暗い。まるで黒い霧の中に閉じこめられたように、その明かりは肩身が狭そうに炎を揺らしている。






「？　何、これ……」






　怪訝そうにしながらも、エリノアはひとまずその吊りランプを手に取って弟の部屋へ急いだ。






「ブラッドー……」






　木戸を静かに押し開くと、またそこも重苦しいほどに暗い。

　辛うじて……窓際に置いた寝台の上で、エリノアの弟、ブラッドリーが身を起こし佇んでいる輪郭が見えた。






「……ああ、姉さん。おかえり」






　声に気がついたブラッドリーがゆっくりとエリノアを振り返る気配があった。

　──途端──ふっと室内が明るくなる。






「……あれ!?」






　持っていたランプの光が急に勢いを増し、エリノアが瞬きをして驚いている。






「……どうかした？」






　弟の静かな声にエリノアは彼の顔を見る。






「え、っと……今何かランプが変じゃなかった？」

「そう？」






　怪訝そうに問うも、弟ブラッドリーは青白い顔で薄く微笑んでいる。

　エリノアは、不思議そうにランプを見ながら「壊れたのかな……」と首を捻りつつも──弟の寝台の傍に近よっていった。サイドテーブルの上にランプと、リードから貰ったカゴを置くと、弟の顔を覗きこみ、その額に手を当てる。






「ブラッド、具合どう？　……あれ!?　どうしてこんなに冷たいの!?」






　触れた白い肌はいやに冷えている。エリノアは慌てて弟を布団の中に戻そうとするが──ブラッドリーはエリノアの腕を押さえる。






「大丈夫だよ。……姉さんの手が温まりすぎてるんじゃないの？」

「ええ？　そ、そんなことは……」






　戸惑うエリノアの手にブラッドリーは手を重ねる。

　その手もやはりひんやりと冷たいが、弟は微笑を崩さなかった。






「本当に大丈夫だから。心配しないで姉さん。……今日は特に気分がいいよ」

「…………」






　確かに寝台に起こした身体には少しのふらつきも弱々しさもなく、しっかりとしている。苦しそうな様子も見えない。

　だが……エリノアはその表情に何か違和感を覚えた。

　顔色があまりよくないのはいつのものことだか──そこには、いつもは感じられない静かで確信に満ちた自信のようなものが見て取れた。

　普段のブラッドリーは、素直で優しげな雰囲気の少年だ。病弱で頻繁に床に伏せって、辛いのは自分自身であるだろうに、姉やリードたちを気遣うような……。

　それなのに──今、目の前に居る黒髪の少年は、どこか別人のような顔でエリノアを見る。

　薄暗い中にエリノアと同じ緑色の瞳が爛々と輝いていて、その危険な光に──エリノアは思わず片足を、一歩、後退りさせる。






「……ブラッド……？　どうしたの？　何か、変よ……」






　姉の戸惑ったような声を聞いて、ブラッドリーは瞳を細めて微笑む。






「心配しないで。姉さんには何もしないよ」

「……それ、どういう意味……？」






　どこか剣吞な響きの声音にエリノアが眉間にしわを作る。

　ブラッドリーはそんな姉に、口元で弧を描いてみせる。が──緑の瞳は冴え冴えとして笑ってはいなかった。

　ブラッドリーは静かに、淡々と言う。






「姉さんが……聖剣を抜いちゃったりするから」

「え」






　その囁くような声に、エリノアがぎくりと息を吞む。














　──僕もまた、目が覚めてしまった。






　ブラッドリーは冷たい声音でそうつぶやいた。

















11　白と黒の獣












「…………目が、覚めた……？」






　一瞬の沈黙の後、エリノアがかすれる声で弟の言葉を繰り返した。その揺れる瞳は、ブラッドリーの冷たい顔に縫い止められている。

　続いて戸惑うように出てきたのは、どうしてという、うわ言のような声だった。






　どうして──弟は自分が聖剣を抜いてしまったことを知っているのだろう。

　あそこには自分と第二王子しかいなかった。ましてや王宮の関係者でもない弟がいるはずもなかった。






「……ブラッド、どうして聖剣のこと、知ってるの……？」






　恐る恐る問うと、ブラッドリーは寝台の上からにこりと姉に向けて微笑んだ。

　その中には──いつも通りの弟の顔が垣間見えて。エリノアは動揺しつつも少しだけほっとして、身体の硬直が幾らかマシになる。と、ブラッドが腕を持ち上げた。






「ねえ、それリードが作ってくれたものだよね？」

「え？　あ……ああ、そう……」






　急に指差されてエリノアが慌てて応じる。

　弟の指はリードが持たせてくれたカゴに向けられていた。






「……おばさんがリードに頼んでくれて……ブラッドと私にって……」






　そう言うと、ブラッドリーは嬉しそうに笑って。そこに先程の怪しさは欠片も残っていなかった。






「冷めたらリードに悪いよ。せっかく姉さんが帰ってくるのに合わせて作ってくれたんだから」






　ね？　と、微笑まれて。戸惑いながらもエリノアは頷く。

　──良かった、いつものブラッドだ……。

　そうため息を落としながら、エリノアはカゴをテーブルの上に置き、上掛けの布をよける。と、ふわりとしたいい香りが立ち上る。

　カゴの中には、フタをされた両手に乗るくらいの小鍋と包みがひとつ。包みには香ばしいパンが包まれていて、小鍋にはブラッドリーが普段から好んでいる野菜を煮こんだシチューが入っていた。とろりと白いスープから色鮮やかな野菜がぽこぽこと頭を出している。少し細かめに野菜が刻まれているのは、ブラッドリーの胃の消化に良いようにというリードの気遣いだろう。






「僕、器をとってくるよ」






　ブラッドリーがそう言って寝台を下りようとする。しかしエリノアはそれを慌てて止めた。






「ダメ！　私が行くから！　ブラッドは寝てて！」

「……そんなに心配しなくても、今日は調子がいいんだってば……」

「ダメよ！　ちゃんと、事情を聞くまで……何もさせられない、倒れたりしたらどうするの!?」






　弟の様子がいつもと違うことが不安で堪らないエリノアは鬼の形相でそれを止める。確かに今、ブラッドリーには苦しそうな様子はないが……とても寝床から離す気にはなれなかった。

　そんな姉の必死な顔に、ブラッドリーは苦笑して寝台に身を戻した。






「分かった。大人しく待ってる。疲れてるのに手伝えなくてごめんね」

「いいの！　動いちゃダメよ!?　ちゃんと待っててよ!?」






　ブラッドリーが寝台に戻ると、エリノアは彼に背を向けて。振り返り振り返り……不安そうに弟の顔を何度も見てから……唐突に走って部屋を出て行った。






「あ……姉さんランプ……」






　ないと暗くて何も見えないのでは……とブラッドリーは思ったのだが──案の定、扉の向こうからは、時折物にぶつかったような音や、転倒させたような賑やかな音が響いてくる。






「やれやれ……驚かせちゃったか……」






　ブラッドリーは息をつき。それはそうか、と一人つぶやきながら──ふと、その表情に影が落ちる。






「……でも……これできっと、もう姉さんに苦労を掛けないですむ……」






　──その台詞は……姉を思う優しい弟の言葉そのものであった。しかし──。

　少年の双眸は、どこか暗い光を湛えている。










　一方、エリノアは。






「……どうしよう、どうしよう、あああ、ス、スプーンあと皿……あれ？　それよりもう一度お医者様を呼んだほうがいいの……？　いや、ひとまずブラッドの話を聞かないと……」






　おろおろしたエリノアは、台所の棚からスープ用の器やスプーンを取り出しながら呻いていた。

　可愛い弟に何かあったらと思うと、心臓は痛いし、手が震えた。おかげで暗い室内の床には彼女が転倒させたらしい様々な物が転がっている。

　エリノアは盆の上に取り出したものを置くと。一度、己の両頬をぴしゃりと叩いた。それから盆を手に、深呼吸をする。






「そうよ、落ち着いて話を……冷静さこそが事態を好転させるのよエリノア。ちゃんと何があったのか、なんで聖剣を抜いたことを知っているのか聞き出さなきゃ……とりあえず、普段通り、冷静に、世間話でもしてから……」






　そうして意を決し、エリノアは動揺を押し殺してブラッドリーの寝室に戻って行った。

　出迎えたブラッドリーは姉の顔を見ると嬉しそうに表情を和らげる。そのいつも通りの顔を見たエリノアは、心底ほっとした。






「おかえり姉さん」

「う、うん。今、器によそうからちょっと待ってね……」






　エリノアはテーブルの上の小鍋とパンを少し端によせると、空いた場所に盆を置いた。

　そしてブラッドリーに背を向ける形で小鍋のシチューを器に移しはじめる。






「あ、えっと……今日もね、二回も侍女頭様に怒られちゃったのよ……」






　何か話さねばと思ったエリノアが、そう口を開く。すると背後から「またなの姉さん」と些か呆れたような声が返ってくる。






「また物でも壊しちゃったの？　気をつけないとダメだよ。怪我でもしたらどうするの……」

「うん、ごめん気をつける。あ、それでね……」






　普段通り返答が返ってくることに安堵して、エリノアはちょっと嬉しくなってしまった。






「それで、今日はね、びっくりすることがあって……第二王子様に物凄く近くでお会いしてしまったのよ」

「…………王子様……？」

「そうなの。ブレア様。怖い怖いって皆が言うからどんな冷酷なお方かと思っていたんだけど、瞳をまんまるにしていらっしゃる様子なんかは結構可愛らしかったわ。睨まれると怖いけど……」






　エリノアは、よそったシチューに添えようとスプーンに手を伸ばしながら、ふと、王子の顔を思い出した。

　金の睫毛に彩られる灰褐色の瞳に食い入るように見つめられたことを思い出すと、なんだかとてもこそばゆかった。






「……皆が遠巻きにはしゃぐのが分かった気がする……」






　ま、とエリノア。






「若い娘のわき腹をいきなりくすぐってくるのはどうかと思うけど──……て、っ!?　……ぎゃあっっ!?」






　シチューを乗せた盆を手に振り返ったエリノアが唐突に叫ぶ。驚いた拍子に盆は空を舞った。






「ぇ……!?　な、ななな何!?」






　エリノアは目を見開いてブラッドリーの寝台を凝視する。

　──その傍に、何か大きなものが──二つ。

　白い物体と黒い物体。それがブラッドリーの寝台の傍に──傅かしずいていた。
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　ランプの灯りを頼りにエリノアは呆然とそれを見る。

　白い物体は毛がふさふさで。黒い物体はすらりとした肢体が艶やかな短毛に覆われている。

　どちらも頭には三角の耳があり、しっぽが生えていた。

　──その姿は──紛れもなく獣だが──身体には衣服を纏い、毛に覆われた手足は人と同じ様な形をしていた。






　唖然と見つめるエリノアの前で、白黒の獣たちは、暗い真顔のブラッドリーに向かって恭うやうやしく頭を垂れている。

　低い声が重く寝室に響いた。






「我らが王、我が君よ……」






　──ランプの揺れる明かりを受けて──獣達の瞳も、ゆらゆらと、揺らめいていた……。

















12　勇者、完全になめられる












　目の前で起きていることが、少しも理解できなかった。






　確かに家の扉の鍵は閉めたはずだし、ブラッドリーの寝室の扉も開いた気配はなかった。

　不審な音も何もしなかったというのに──その獣人のような見た目の者たちは、まるで最初からそこに存在していたかのように、じっと弟に向けて跪いている。

　いったい、この二人──だか二匹だかは、どうやってこの部屋に音も立てずに侵入して来たのだろう。

　その不可思議さにエリノアが身を竦すくませている間も、獣人たちは一心にブラッドリーを見つめている。エリノアなど欠片も眼中にないらしい。

　エリノアは呆然と獣人たちを眺めた。

　白いほうは狼のような顔をしているが、とにかく顔が怖い。跪いても尚その身体は大きく、おそらく、立ち上がれば見上げるほどに大きいのだろう。さほど広くはないこの部屋の中ではとても窮屈そうに見えた。

　もう一方は、黒い豹のような顔をしていた。

　エリノアが唖然としながら見ていると、それに気がついた黒い獣人が青い瞳を細めてにたりと笑った。






「っ!?」






　途端、危険を感じたエリノアの動悸が急激に高まった。

　次の瞬間、彼女は堪らずブラッドリーのいる寝台の前に飛び出していた。

　身を投げ出すように両手を挙げて彼らと弟との間に身を滑りこませると、その両腕を広げ、威嚇するように怒鳴る。






「ちょっと!?　おおお宅様たち、どっから入ったの!?　う、うちの子になんの用ですか!?」

「姉さん……」






　一応言葉は通じるようだとあたりをつけたエリノアは、震える歯で舌を噛みそうになりながら、その未知なる獣人たちに立ち向かった。

　恐怖に揺れる瞳で侵入者たちを睨むと──白い獣人が床に膝をついたまま眉間のしわを深め、唸る。低い唸り声は、身体の芯まで響くようだ。






「……おい、女、我らが王の前に立つな」

「は、はぁああああ!?　何が〝我らが〟だ、これ、私の弟ですけど!?」






　エリノアの足はガタガタ震えたが精一杯虚勢を張ってみる。真っ青な顔で拳を構え、果敢に戦闘態勢をとった。






「近よらないで！　ブラッドに喘息が出たらどうしてくれるの!?」






　ブラッドリーは子供の頃、動物の毛にも弱かった。動物に触ったりその毛などを吸いこむと、途端に咳が止まらなくなる。苦しそうな小さな背の哀れさを、エリノアは今でも忘れることができない。

　医者は成長していくにつれて症状も落ち着いていくだろう、とは言っていたが……エリノアは、病弱なブラッドリーが体調を崩すかもしれないと分かっていて、動物を彼に近づける気にはなれなかった。

　だからエリノアは、ブラッドリーの面倒をみるようになってからというもの、彼に動物を近づけたことはなく──今、彼の喘息が治っているのかもよく分からなかった。ゆえに、これ以上この獣人たちをブラッドリーの傍には近づけたくはないのだ。






　が……。






「「…………」」






　エリノアの必死の拳を見た獣人たちは無言だ。その下で──……。






（…………構えがまるでなってない……）※シロ。若干イラっとしてる。

（弱そう）※クロ。






　──などと……思われているなどとは、必死なエリノアは露ほどにも思っていない。






「!?　な、なんなの、その生暖かい目は……これでも塵取りの扱いは王宮侍女一だって侍女頭様にもお褒めいただいたことがあるんだからね!!」

「……姉さん、落ち着いて……」






　些か混乱気味のエリノアに、彼女の背に庇われていたブラッドリーがその腕を引く。が、エリノアはその手に己の手を重ね、若干涙目をぐるぐるさせながら言った。






「ブ、ブラッド、平気だからね！　今すぐ姉さんが追い払ってあげるから！」

「…………」






　姉の必死さにブラッドリーは思わず心の中で苦笑した。怖がらせて申し訳ない、だが、己の為に必死になってくれる姉の存在が嬉しくて愛おしい。ブラッドリーの瞳はこの上なく優しくなって、それを見た獣たちがやや驚いたような表情を覗かせる。ブラッドリーの手がエリノアの黒髪を撫でた。






「大丈夫だよ……姉さんの心配するようなことは何もないから……」

「ぇえぇ？」






　落ち着き払った弟の姿にエリノアが声を裏返している。

　この奇怪な侵入者を前に、どこのどこら辺が大丈夫だと言えるのだろうか。まさに強盗される五秒前、ではないか、と。






　しかし……エリノアが怪訝そうにする前で、落ち着き払ったブラッドリーの視線は姉から離れると──途端に仄暗く尖り、その鋭さにエリノアは続けようとした言葉を吞みこんだ。

　場にはぴりぴりとした緊張感が走り、獣たちがはっとした。彼らは上げていた視線を床に戻し、身を正す。

　と、跪いた白と黒の獣に、ブラッドリーはエリノアが聞いたこともない様な低い声で言葉を掛ける。






「……お前たち、僕の大事なエリノア姉さんに何かしたら、消えてもらうよ……」






　ゾッとするような弟の声にエリノアは唖然とした。知らず──いつの間にか肌が粟立っている。

　それは……言いようのない怖れを身の内から鷲づかみで引きずり出されるような……そんな感覚を聞く者たちに与えた。

　あ！　と、エリノアは息を吞む。気がつくと、辺りが再び深く闇に閉ざされている。

　暗がりの中、己たちと、獣人たちの姿だけが何故かそこにぽっかりと浮かんで見えた。






「ぇ」






　エリノアの口から短い音が洩れる。

　瞠みはった瞳に映るのは、自分たちを包む闇そのものが、ゆっくりとうねっている様子だ。

　闇は煙のように淡い帯となり、獣人たちの首に纏わりついていく。

　夜闇とは違う、どす黒く塗りつぶしたような漆黒が、まるで這うように。見えない何かがゆっくりと不気味な指を伸ばしていくように、獣人たちの毛並みの上を進んで行く。──恐ろしい、光景だった……。

　しかし、黒煙に襲われる彼らは、傅いたままピクリとも動かず声をも上げない。

　──けれども、その従順に裁きに従うような表情も、次第に……次第に苦しげに歪んでいく。それを見てエリノアが動揺した。

　彼らを見つめる弟の顔は……見たこともないほどに冷たくて──

　エリノアは──……堪らず弟の腕に取り縋った。






「──ブラッドッ!!」

















13　鐘の音












「ブラッド!!　やめて!!」






　悲鳴を上げて、冷酷な顔で獣人たちを見つめている弟の腕を取ると、暗い双眸がこちらを向いて。エリノアはその奥に覗く闇の色に、堪らず弟の腕をつかむ手に力をこめた。






「ブラッド……」

「……姉さん良いんだよ。こいつらは僕の怒りのせいで魔界から引きよせられた魔物なんだ……そうだよね？」






　エリノアに優しい声音で言ってから……、ブラッドリーは獣人たちに冷たい目を向ける。






「魔、物……？」






　耳慣れない言葉に戸惑うエリノアの前で、獣人たちは頭を垂れたまま、揃えた右手を胸の前に添えて答える。






「はい、再び見まみえたこと光栄の至りに存じます」

「我らは僕しもべ。生かすも殺すもご意思のままに」






　迷いのない返答に、エリノアが絶句してあんぐりと口を開けた。

　再び？　下僕？　そして魔物。理解できない言葉の連続に頭がついていかない。何を言っているんだこの強盗たちは、とエリノアは、どちらに視線をやればいいのかにも戸惑う始末だ。

　だが、その物騒な答えにもブラッドリーは平然と返す。






「姉さんを怖がらせるものは僕には必要ない。我が意思に反するならば今すぐ殺す」

「っ」






　そのセリフにエリノアの、ブラッドリーと獣人たちとの間をオロオロうろちょろしていた視線が──びたっと止まる。






「…………」






　エリノアは表情を険しくして。弟の発した言葉の意味するところに──拳を強く握った。

　──ダンッと、エリノアの足が床を踏みつける。






「お、だっまり！　ブラッド!!」






　──次の瞬間、ばっちーんっ!!　と……歯切れの良い音が響いて。エリノアの平手打ちが弟の頬に飛んでいた。






「「っ!?」」

「…………」






　白黒の獣人たちが呆然として顔を上げる。ブラッドリーは──キョトンとしていた。

　姉に引っ叩かれた瞬間に、その瞳から邪気が消し飛ぶように消えた。彼は叩かれた頬を手で押さえるようなこともせず。ただ、まるい瞳で姉を見つめている。

　と、エリノアは、ハッと己の手を凝視。






「あぁ!?　ブラッドを叩いちゃったっ!?　い、いやいや……なんてことを……姉さんあんたをそんなふうに育てた覚えはありませんよ！　命を軽んじること許すまじ！」

「姉さん……」






　憤慨するエリノアの前で、ブラッドリーに魔物と呼ばれた獣人たちが、慌ててブラッドリーの傍に駆けよっていく。






「陛下！　大丈夫ですか!?」

「貴様……！」






　白い方がエリノアの襟首をつかみ上げる。






「ほぉああ!?　高い高い高い！」

「貴様死にたいのか！　今すぐ這はい蹲つくばって許しを乞え！」






　獣人は恐ろしい形相でエリノアに怒鳴ったが、エリノアも負けてはいなかった。何せ……この娘、弟のこととなるとめっぽう強い。締め上げられながらも、果敢に獣人を睨む。






「嫌だ！　私は絶対に謝らない！　これは家庭の問題です、強盗さんは口出し無用！　降ろせシロクマ犬め！　暴れるな！　毛が散ったらブラッドの咳が出ちゃう！　あ、あ、毛がっ!?　あ！　黒いの！　ブラッドに近付かないでよ!!」

「なんだとこいつっ！　べらべらと……」

「……やめろ」






　そこへ、ブラッドリーの静かな声が掛かる。

　声は低かったが、先ほどのような険のある響きではなかった。






「姉さんを離せ」

「…………は」






　白い魔物は渋々エリノアを下におろす。

　エリノアが床に立ち、ブラッドリーに視線をやると、弟は少し肩を落としてエリノアを見ていた。

　エリノアはブラッドの寝台の傍に膝をつき、その青白い頬を見上げて手を添える。






「……大丈夫？　痛かった？」

「……ううん。ごめん、姉さん……」

「ブラッド……」

「本当にごめん、僕おかしいんだ……今日の昼、時計塔の音が聞こえた時から……」

「時計塔の……鐘の音……？」






　ブラッドリーの言葉を聞いて、エリノアは何か引っかかりを覚える。

　確か、自分も今日、時計塔の音がいやに印象に残った出来事がなかったか。






「あ……」






　思い当たったエリノアは息を吞む。






　──聖剣を、抜いた時だわ……






　そう悟った瞬間、エリノアの心臓がスッと冷える。

　確かにあの瞬間、遠くから鐘の鳴り響く音が聞こえた。

　カラー……ン、カラーン……と、遠い音のはずなのに、いやにそれが鮮明に思えたのは、同時に、翻る白刃の煌きを目にしていたせいで──。

　では、まさか、と、エリノアの胸を嫌な予感が過よぎっていく。

　エリノアは喘ぐように息をしながらも──動揺を押し殺し、目の前で苦悩するような表情でうつむいたままの弟の手に己の手を重ねる。






「……ブラッド、それで……時計塔の音がした時から、どうしたの？」






　問いかけると、ブラッドリーが弱々しく答える。






「あの時、僕、ふっと……本当にふっと思い出したんだ。自分が、誰だったのか、どういう存在だったのか……記憶の中に知らないはずの記憶が混ざりこんで来て……どんどん残酷な気分になっていく……今だってそうだ、あんな魔物なんて死のうが生きようがどうでもいい」

「……」






　言い捨てながらも、ブラッドリーの瞳はそんな己の言葉に怯えているかのようだった。

　エリノアはひとまず無言で立ち上がると、ブラッドリーの寝台の端に腰を下ろして弟の背を撫でた。

　疑問は多々ある。けれども。彼の姉であるエリノアにとっては、今、目の前で青い顔をしている弟をどうにかするほうが先決だった。

　細い背を撫でると、長年の病床生活で痩せた身体が手のひらに感じられた。






「……あのね、ブラッド……姉さん、あなたが生まれつき身体が弱くて、何度も生死の境を彷徨うようなことがあったから……毎晩女神様と父さん母さんに欠かさずお祈りしてる。どうか、ブラッドが健康になりますように、命をさらって行かないで欲しいって……」






　だから、とエリノアは、片手をまわしてブラッドリーの肩を抱き、緑色の瞳を真っ直ぐに見た。






「あんたが何者でも私はいい。……でも、ブラッドが命を軽んじるようなことを言うのは嫌だ。勝手に祈っといて、押し付けるみたいでごめん。でも、やっぱり……」






　嫌なのだ、とエリノアが表情を陰らせる。

　自分の祈りなど、どれだけの力になったかは分からない。それよりもやっぱり目に見える力で、働いて、看病し続けてきたことのほうが重要で、それが弟を生かしてきたのかもしれない。

　けど、とエリノアは思う。

　祈ったってそりゃ、別に奇跡が起きるわけじゃない。

　ただ……身よりが他にない身で、弟の看病という放り出すことのできない使命を抱えたエリノアには、女神や両親に、祈りという形で語りかけ続けることがどうしても必要だった。

　弟の看病方法で迷った時、『女神様どうしたらいいでしょうかと』答えを求め、『父さん、母さんどうしたらいいの』と苦悩を打ち明けた。心の支えだったのだ。






　──姉のそんな気持ちが分かったのか──ブラッドリーの肩からふっと力が抜けた。

　瞳が柔らかな色を取り戻し、エリノアを見る。






　ブラッドリーは、己の背を撫でる姉の手のひらの感触に、目を閉じた。

　心の中は真っ暗だった。呪わしい気持ちや、怒り、冷酷な感情に満たされて。

　誰か自分でない者が、長年溜めて来たような暗い感情の急激な流入は、ひどくブラッドリーの心を汚染していた。

　世を憎み、女神を怨み、人を虫けら同然に思うような……






　でも……そんな中で──

　姉へ向ける愛情だけが、温もりを持ってそこに存在している。

　凍える心と冷えた身体に、姉が撫でてくれる背と……叩かれた頬だけが熱い。






「…………」






　ブラッドリーは瞳を開き、姉を見る。

　少し間が抜けていて、騒がしい、己の優しい唯一の〝姉〟。

　今、彼の人間性は、この姉によってのみ繋ぎとめられているような気がした。






　──ブラッドリーは──失いたくないと、強く思った。姉も、姉と同じ場所で生きる為の人間らしい価値観も。

　己の命を必死で大切にしてきてくれた人の前で、それを軽んじるなんて、してはならなかった。






「ブラッド？」

「……」






　心配そうな姉の額に、ブラッドリーは己の額をよせる。






「……ごめんなさい」






　──いつの間にか、部屋の闇は晴れていた。

















14　ヴォルフガングとグレン












　エリノアに「ごめん」とつぶやいたあと、ブラッドリーは眠りに落ちていった。

　引きこまれるように瞼を閉じながらも、うわ言のように、姉に手を出すなと獣人たちに釘をさすことは忘れなかった。エリノアは複雑な思いでそれを見ていた。






　……が、獣人たちのほうは些か様子が違う。

　彼らは、ブラッドリーが完全に眠りに落ちたのを確認すると、いそいそと寝台の両端に近よって、眠った少年の顔を覗きこむ。






「…………お眠りになったか……？」

「おぉおお……陛下ときたら、……なんと可愛らしいお姿にぃぃ……！」






　黒豹が頬を両手で挟んでうっとり言うと、白犬が感慨深げに頷く。






「あの様に勇ましきお姿だったお方がなぁ……」

「良いではないか！　お力は健在のようだし、この姿も非常に愛らしくて私はよいと思うぞ」






　しみじみしている巨体の白犬と、うきうきしている黒豹。──はっきり言って、それは異様な光景だった。

　しばしその様子を……眉間にしわをよせたまま引き気味に見ていたエリノアは、不意に、ハッと我に返る。






「……っ!?　そうだ、あんた達早く外に出て！　ブラッドは喘息持ちなんだったら！　毛が身体に障る!!」






　エリノアは慌てて白黒の魔物二人を、手で部屋から押し出そうとした。が、大柄な二人は非常に重かった。ビクともしない二人にエリノアが慄いている。






「ちょっとおっ!?　居座るつもりなの!?」

「…………」






　すると、のっしりした白いほうが、まるでその通りだと言わんばかりにその場にどすんと腰を下ろす。






「っ!?　嫌がらせ!?　嫌がらせか!?」






　途端……空気中に舞い上がった白い毛を見て、エリノアが怒りにワナワナ肩を震わせる。

　が、白い魔物は平然とエリノアに横目を向けた。






「……お前は馬鹿なのか？　魔王様は記憶と共に本来のお力の一端を取り戻された。魔の加護のあるお身体が、そのようなものに侵されるわけがなかろう。それと、私は陛下の傍を離れる気はない」

「ま、魔!?　今なんつった!?」






　白犬のしらっとした言葉にエリノアが愕然としている。白犬は腕組みしたままのっしり腰を下ろして動く気はなさそうだ。

　と──、いつの間にかエリノアの手を離れていた黒いほうが、白犬の背を押して部屋から出そうとしているエリノアの近くへよって来た。その足取りは異様に軽く、足音もしない。






「姉君、これはいかがなさるのかな？」






　いかにも要領が良さそうな顔で近づいて来た黒豹の片手には、四角い盆が。その上にはシチューのよそわれた器とスプーン、パンが乗っている。






「あれ!?　リードのシチュー……は、そうだった……」






　混乱していてすっかり忘れてしまっていたが、エリノアはつい先程、彼らに驚いた拍子にそれを放り出してしまったのだった。

　あんなふうに放り出したのでは、きっとせっかくの料理も無駄になってしまっただろう、そう悲しくなったエリノアだったが……黒豹が渡してくれた盆の上では、リードお手製のシチューとパンが何事もなかったようにそこに鎮座していた。既に料理は温もりを失っているようだったが、特に乱れた気配もなく静かな様子でそこに並んでいる。

　エリノアが驚くと、黒いほうが「陛下にかかってご尊顔を汚しでもしたら大事ですから。受け止めておきました」と、愛想よく言う。それにしたってあまりにも乱れてなさ過ぎだろうとエリノアは不気味に思ったのだが。エリノアがどうやってと問う前に、黒豹が口を開く。






「姉君様、我が名はグレンです、お見知りおきを」

「え？　は、はぁ……」






　過剰なほどに恭しい様子に、エリノアが盆を手に戸惑っている。それでもなんとか「これ、ありがとう……」と返すと、黒豹はにっこりとエリノアに微笑んでみせた。それから、からかうような目を白い魔物に向ける。






「おい、ヴォルフガング、〝お前〟は、まずいよ。曲がりなりにも陛下の姉君だ、丁重に扱わなければまた陛下の怒りを買うよ。陛下がお怒りになるのは喜ばしいことでもあるが、私達自身が消滅させられてしまえばせっかく陛下にお会いできた意味がない」






　グレンの言葉に、床にのっしり腰を下ろしたままだった白──ヴォルフガングと呼ばれた魔物が舌打ちをした。

　彼は憮然とエリノアを睨み、ぼやく。






「こんな間抜け面が陛下のお傍にいるとは……配下は幾らでもあちらにいるというのに。陛下も陛下だ。何故このような者をご寵愛なさる」

「だから私姉だっつってんでしょ!?」






　エリノア、イラッとして目を吊り上げる。と、グレンがまあまあと二人をなだめる。






「ヴォルフガング、口を慎め。忘れたか、我らは姉君のお陰でこちらに来ることができたのだぞ」






　その言葉にエリノアが、眉間にしわをよせる。






「ど、どういう意味？　それに、さっき言ってた魔王って……」






　どうしても冗談にしか思えなくてエリノアは言葉を切る。しかし──脳裏に先程の、弟の怪しい様子が思い出されると──まさかという思いでそれ以上は言葉が出なかった。

　と、グレンが愛想のいい笑顔を浮かべたままエリノアに答える。






「貴女の弟君は、我らが魔物の王、ダスディン王の転生体です」

「……てん、生体……？」

「ええ、つい千年ほど前、忌まわしき女神と通じたこの国の王の祖に退けられた……」

「…………え？」






　グレンは笑みを崩さなかったが……その表情と声音には、どこか剣吞な響きが滲んでいる。

　エリノアがぽかんと口を開く。明らかに、それはエリノアの理解の範疇を超えた話であった……。

　と、面倒くさそうなヴォルフガングが言った。






「陛下が深い負の感情を抱えると、お力が強まり魔界を引きよせる。……そこに道ができるのだ」

「左様、ゆえに虎視眈々と陛下のお傍に戻るのを狙っていた我らは、こたび通じた道を抜けてこちらに参りました！」






　ヤッホー！　と黒豹のノリは軽い。

　二人の言葉にエリノアが「ちょっと待って！」と、慌てて手を振った。






「負の感情!?　それが私のお陰って……わ、私何かした!?」






　エリノアが不安げに寝台の上で眠るブラッドリーの顔を見た。するとヴォルフガングが目を細め、呆れたと言わんばかりの顔でエリノアを見る。






「分からぬのか、間抜けよ。お前、さっき陛下の前で男の話をしただろう」

「へ？　お、とこ……？」






　ヴォルフガングに柄悪く睨まれたエリノアは、何のことだろうと記憶を探る。

　一瞬、リードのことかと思ってから……この魔物たちが現れる直前、今日王宮で会った第二王子の話を弟にしたことを思い出した。

　確か、わき腹をくすぐられた話なんかを──。






「え……？　でも、それが何か……？」






　戸惑うエリノアに、ヴォルフガングはため息をつき、グレンはにこにこしている。






「陛下は相当に不快な思いをされたようだな……一度に二匹も魔物が潜れる穴ができるとは」

「ふ、不快……？」






　あの話の何が弟に嫌な思いをさせるのだろうと戸惑っていると、グレンがしたり顔で「まあ、嫉妬でしょうねぇ」とうんうんと頷いている。






「はぁ……？」






　エリノアがその言葉にぽかんとする。






「我らを絞め殺さんとする陛下の殺気も素晴らしかったですし、どうやら……相当に姉君を溺愛しておいでのようだ」

「溺愛……」






　エリノアが吞みこめぬまま目をまるくしていると……その手をグレンが黒い毛並みに覆われた手でしかっと握った。

　その期待の篭った瞳にエリノアは気圧される。背後では……ヴォルフガングが一層呆れていた。






「な、何よ……？」

「ふふふ……あのご様子ではまた魔界との境に道ができる日も近いでしょう！　なんせ姉君も、どうやら色事に迷いやすいイイ感じのお年頃！　是非是非……貴女様には、これからも陛下の嫉妬心と怒りを大いにかき立てていただきたい！　もういっそ……色狂いにでもなられてはどうか？　乱れるお手伝い、このグレン、惜しみませんぞ!!」

「は、ぁっ!?」






　あまりの言われように、エリノアが凶悪な顔で「なんだって!?」と耳を疑っている。

　だが──目の前の黒豹の魔物は……。

　次に出てくるのは淫魔だといいなぁ～とか言いながら……エリノアの前でウキウキしはじめ……。

　エリノアは思った。

　……こいつ、本当に悪魔だ……。

















15　黒猫












「ちょっと、待ってくださいますか……」






　娘は居間のテーブルに着席し、渋い顔で手を上げた。

　その左右斜め前には、同じくまるい木製のテーブルを囲む白のヴォルフガングと、黒のグレンが座っている。

　もちろんブラッドリーの部屋からは全力で追い出した。『乱れるの手伝います』だなんだと、浮かれていた黒豹には……ひとまず、そこでもっふりむっつりしているヴォルフガングを部屋から連れ出すのを手伝ってもらった……。






　本当は……この突然の訪問者には、家から立ち去って欲しかった。──が、それに関しては、グレンにも半笑いで拒否される。困ったことに、この二人……居座る気満々なのである。

　困り果てたエリノアは、外に出て、近所に住むリードにでも助けを求めようかと思った。しかし……そうして眠るブラッドリーを置いて出て、その間に連れ去られでもしたら困ると思った。






　──気がつけば、もう居間の時計の針は真夜中を指している。

　エリノアはとりあえず、びくびくしながら二人の魔物に茶を出してみた。

　事情を聞こうと思ったのだ。

　そうすると、大きな身体のヴォルフガングは、もさもさの指で茶器をつかみ、鋭い牙の並ぶ口に器用に茶を運んでいる。彼が持つと普通サイズの茶器がとてもとても小さく見える。その隣では黒々した毛並みのグレンが、懸命に熱いお茶に息を吹きかけている。どうやら──猫舌だ。






　エリノアは……ちょっと己の置かれた状況が分からなくなってきた。






　──何故、私は今この二人と呑気に茶を飲んでいるんだろう……。






　そんな思いに駆られると、頭の中がぐるぐるとこんがらがっていくような気がした。

　エリノアには、未だこの二人が、本当に〝魔物〟なのかもイマイチ信じきれていないところがあった。〝魔物〟という存在は、もう千年前に勇者が魔王を倒して以降、世からは遠い存在となっていた。千年も人がその姿を見なければ、それはもう幻の生き物と言っても間違いではない。少なくとも、エリノアにとってはそういう認識がある。

　しかし、その幻の存在は、今なおエリノアの前でのんびりと茶を飲んでいるのだ。己が勧めたとはいえ……この状況には疑問が募る。

　と、呑気な声がした。






「あー、いっつも思うんですけど、何故皆熱い飲み物を好むんでしょうねぇ」






　火傷したら舌がひりひりするのに。皆マゾですねぇ、などというグレンの声に恐る恐る視線を上げると……やっと茶がぬるくなったのか、黒豹が舌ですくう様にして茶を飲んでいる。目が合うと、グレンは吊り目を細めてにっかり笑う。






「それで姉君……どこの御仁から攻めますか!?」

「……だから……」

「今からでも盛り場にでも行きますか？　この時間でもまだやってるでしょう？」

「……あのね……」






　こいつ本当に話聞いてないな、と思いながらエリノアがテーブルをペしっと叩く。






「待ってって言ってるでしょ!?　いいから一回その、目指せモテ女！　……みたいな話やめてくれます!?」

「はぁ？　目指していただきたいのは淫乱ですけど？」

「なお悪いわ!!」






　しれっと返してくる黒豹に、エリノアが目を剥く。






「おやぁ？　……さては……姉君ぃ……誘うより、誘われたい派ですか？」

「だ、から……っ」






　きゅろん、とした猫目にエリノアがイラッとした時……傍で聞いていたヴォルフガングが「下らん」と、鼻を鳴らした。






「俺は反対だ。その様な小賢しい真似で陛下に不快な思いをさせるなど」






　ヴォルフガングが言い捨てると、グレンがいやいやと笑う。






「しかし、目覚めたばかりの陛下の配下が三匹だけとは少なすぎるじゃないか。一刻も早く手勢を増やして差し上げなければ……そしてゆくゆくは城でも乗っ取って……」

「……あの、すみません……配下三匹って……もしやそれ私も入ってます……？」






　エリノアが半眼で問うと、グレンがぱぁあああと顔色を明るくする。






「もちろんです！　王にとって、肉親は裏切らぬ都合のよい手ゴマの一つですよ！　是非、身を挺した盾……いやっ、生贄になるくらいの気持ちで陛下をお守りしていただきたい！」

「…………」






　邪気無く物騒なことを言うグレンに、エリノアは一瞬押し黙り……こいつとは話にならないと、ヴォルフガングのほうに身体を向ける。愛想はないが、こちらのほうがまだ話は通じそうだった。






「……あの、それで先程の話の続きなんですが……つまり、私はブラッドリーの前で男性の話をしてはならないってことですよね……？」

「そうだ。それに限らず、お前は陛下にご心労をかけぬことを心がけろ。男に色目も使うなよ」

「え……それはこのうら若きお年頃のわたくしめに、恋もするなというお達しですか……？」






　ぎょっとして問い返すと、険しい顔のヴォルフガングは真顔で頷く。と、それを聞いたグレンが口を挟んでくる。






「ええ～、何言ってんですか、ばんばん青春を謳歌しましょうよ！」

「お前ちょっと黙ってろ！」






　ヴォルフガングが睨むと、グレンは頬を膨らませて口をつぐんだ。






「あの病に蝕まれた肉体を見れば分かるだろう……陛下は今生では大変なご苦労をなさっている。陛下がお望みにならぬかぎり、手勢も城も必要ない。お守りすることが第一だ」






　きっぱりした物言いにエリノアが驚いて瞳を瞬かせる。

　魔物の主従関係というものがどういうものかをエリノアは知らないが……どうやら──彼のブラッドリーに対する気持ちは本物のようだ。……グレンのほうはかなり怪しいが。






「あの、」とエリノア。






「さっき……ブラッドリーの身体には魔の加護があるから……喘息にはならないって言いましたよね？　あれ、本当ですか……？」






　恐る恐る問うと、白い頭が縦に動く。






「もともと魔の属性にある陛下がこちら側に生を受けて肉体と魂のバランスが悪いのは仕方がないことだ。が、お力を取り戻されたこれよりは、生命力も向上していかれることだろう」

「……身体も強くなっていく……？」






　エリノアの問いに、ヴォルフガングは「おそらくは」と頷いた。

　途端、エリノアが細いため息をついた。ほっとして力が抜けたのか、どこかに表情を転がり落としてしまったかのような顔をしている。






「良かった……」






　未だに彼らの言っていることが真実なのかは分からない。だがエリノアは、それは信じたいと思った。どんな形であれ、ずっと病に苦しんできたブラッドリーの毎日が安らかなものになるというのなら。






「まあ、本当なら魔界にご帰還いただくのが一番なのだが」

「あ、それは結構です」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアは全力で拒絶の意思を示した。






　──ところで──と、エリノアは話を変える。






「何やら堂々と居座る気満々のところ申し訳ないのですが……御二方がここに住むのはなしですよ」

「何？」






　途端にヴォルフガングの眉間に深いしわが入る。






「貴様……我らから主を奪うつもりか!?　お傍から離れる気はないと言っただろう!?」

「いや……前世からの主従か何か知りませんが、居座られては困ります！　この小さな家に四人も住めるわけないじゃないですか！」






　エリノアとブラッドリーの住むこの家は、寝室が二つと、居間が一つ。そして台所やその他の水周りと狭い納戸がある程度の小さな家だ。

　とてもではないが、こんな巨体の生物と暮らすことはできない。

　しかも、家にこんな姿をした彼らが出入りしていることが近所に知られたら……大パニックになることは目に見えていた。

　千年ぶりに魔物が出たなどと発覚すれば、国は討伐隊を組むだろうし、ましてや……その彼らが弟を〝魔王〟などと呼んでいることが分かればどうなるだろうか。

　エリノアは、ぞっとして、それを彼らに訴えた。

　と、二人は揃って、ふむ、という顔で何事かを考えている様子である。






「……確かに騒がれるのはまずいな……」

「ほらー、やっぱり手勢が必要ですよ。文句言う奴がいたら叩きのめせば楽じゃないですか。さっさと国を乗っ取っちゃえばいいんですよぉ」

「やめろ」※エリノア






　エリノアの目を剥いた真顔の突っこみに、ヴォルフガングが同調する。






「そうだ、やめろグレン。何よりも陛下の身の安全が第一だ。陛下が国を手に入れたいとお望みなら従うが……先程の陛下は記憶を取り戻されたにもかかわらず、何よりこの間抜けの身を案じておられただろう？　まずは、その御意思に従うべきだ。騒ぎを起こすべきではない」

「ちぇー」






　そう窘たしなめられたグレンは再び納得いかなそうなふくれっ面を作る。






「……仕方ないですねぇ、じゃあこうすればいいんでしょ」






　グレンは一度ひょいっと肩をすくめると、ぴょんっと椅子から飛びあがった。──と──……。






「え」






　次の瞬間テーブルの上に、すとんと黒い猫が現れた。

　突然のことに面食らっているエリノアに、黒い猫はくるりとその尾をくねらせる。






「ね、これなら陛下の傍においてくれますよね？」






　その媚を売るような眼差しは──紛れもなく、たった今までそこに座っていた黒豹の、それそのものだった……。

















16　もふーんと白い大きな……












　……猫がしゃべってる。






　とは……エリノアも、もちろん思った。

　しかし、既にしゃべる豹と大きな犬を見てしまっていたエリノアは、別のことがショックだった。






「……姿を、変えられるんですか……？」






　エリノアがテーブルの上の黒猫によろよろと指を向ける。と、その控えめな反応が気に食わなかったらしい黒猫グレンがぽすぽすと手に頭突きをしてくる。






「何それ、もっと驚いて驚いて！　つまらないじゃないですかー」

「……」






　もーと怒る猫を初めて見たエリノアは微妙な顔をした。






「……驚いてますよ。でも、色々驚きの連続で……おとぎの国にでも迷いこんだような気がしていてですね……」






　そう言ってやると黒猫は満足したのか、細い四肢を揃え得意げにふわふわの胸を張る。






「私達魔物ですし、これくらいの変化はお手の物ですよ」

「……はぁ、左様ですか……魔物って案外メルヘンなんですねぇ……」






　そう、適当に返しながら、エリノアは困ったなと思っていた。

　問題だと思ったのは、このサイズなら、彼らの言うとおり──。






「そうか、その手があったな」

「っ!?」






　低い声に驚いてエリノアが猫から顔を上げる。

　まずいと思った。そうかこっちも洩れなく姿が変えられるのか、大人しく出て行って欲しかったのに……と──

　エリノアが思った時。

　彼女の視線の先、斜め前の椅子の上には──もふーんと白い大きな──……






　ウサギが一匹。






「──そこは犬だろ!?」

「っ!?」






　エリノアは思わず突っこんだ。

　我慢ならずその大きくたっぷりしたふかふかの両頬をガッシリつかむ。程よい長さの毛並みがみっちり密集していて非常に手触りが良かった。

　エリノアの形相にウサギ（※ヴォルフガング）がびくっとしている。






「こんなに大きなウサギいませんから!!」

「っ何!?　魔界では……これが標準サイズだぞ!?」






　ウサギは渋い顔で驚いている。そのふかふかの身体は大型犬くらいのサイズがあって。まじか、なんか怖い、とエリノアは思った。






「……とにかく、それアウトですから。チェンジで。あなた犬みたいな見た目なんだから大人しく犬にしときなさい、犬に」

「…………」






　そう言うエリノアに、ウサギのヴォルフガングはむっとした顔で「ちっ」と舌打ちした。

　──なんだろう、ウサギが好きなのか、あんな厳いかつい顔をしておいて……と、エリノアは少々きゅんとする。






「っ!?」






　と、次の瞬間、エリノアが手でつかんでいたベルベットのような手触りだったふわふわの極細毛が──若干固めの白い長毛に変化する。






「……これでいいのか」






　不貞腐れたような声はその……白い大きな犬から聞こえてくる。






「まったく、ウサギのほうが変化し慣れているというのに……」

「……あなた魔界で何やってたの……？」






　ぶつぶつ言う白犬にエリノアは思わず問う。巨大ウサギになって魔界の草原でも駆けていたのだろうか。

　と、白犬ヴォルフガングはじろりとエリノアを睨む。






「煩い。で？　これで満足か？」






　ふんと黒い鼻を鳴らしながら言われて、エリノアは思わず頷いてしまう。






「あ、ああ……まあ……サイズ的にはですね……でも──……」






　やっぱり魔物と同居なんて──……。

　と、言いかけたエリノアの後頭部に、のしっと、何かが乗ってくる。






「う……」

「やったー！」






　嬉々としてしっぽを震わせながら、重みにうつむくエリノアの頭の上で雄たけびを上げているのは──もちろん黒猫グレンである。






「…………」

「では私はさっそく陛下と同じ寝台で──！」






　そう言うと、びよーんっとエリノアの頭から飛び降りブラッドリーの寝室へ駆けていこうとする黒いしっぽを──……エリノアはガシッとつかむ。






「……ダメに決まってるでしょ……！」

「ええー!?」

「……では俺が陛下の足元で寝ずの番を……」

「ダメ!!」






　いそいそと部屋を出て行こうとするヴォルフガングのしっぽを──エリノアは慌てて握りしめるのだった……。

















17　早朝の悪戯












「……ねえ、ヴォルフガング」






　居間の長椅子の上に与えられた寝床でグレンが問う。






「……あの娘、殺さなくていいの？」






　その静かな調子にヴォルフガングが首を持ち上げて、己の腹側にうずくまっていた黒猫の顔を見る。

　黒猫は宝石のような青い瞳でヴォルフガングをひたりと見つめていた。






「……あの子の手、女神の印が現れてるけど……あれ、聖剣の勇者なんじゃない？」






　グレンは、先刻眉間に不安そうなしわをよせながらも、二人に分厚い敷物と毛布を置いて行った娘の姿を思い出しながらそう続けた。

　彼女には見えないようなのだが──ヴォルフガングとグレンの目には、はじめから、エリノアの手の甲に明るい光が宿っているのが見えていた。

　日の光のような輝きの中に、光の濃淡だけで刻まれたそれは、女神の大木に刺さったままの聖剣の握りに刻まれたものとまったく同じものである。






「さっきあの子が茶を用意していた時、こっそり瘴気で攻撃してみたんだけど、印に弾かれちゃった」






　あっけらかんと言ってくるグレンにヴォルフガングが渋い顔をする。






「……お前、あまり勝手なことをするな。陛下に知られればただではすまんぞ」

「そ？　でも君は告げ口したりしないよね？　だって、ただでさえ少ない陛下の配下がこれ以上減っちゃったら困るもんね」

「…………」






　強かに笑うグレンにヴォルフガングは嫌そうな顔をした。グレンは知らん顔である。






「でもどうして勇者の弟として陛下が生を受けたのかな……もしかして、女神の策略？」

「……まあ、そうだろう。何もなくこのような偶然が起こるわけがない。何かしらの思惑があってのことだろう」

「もしかして勇者に陛下を抑えこませるため？　忌々しい……女神も小賢しいことするよ」






　グレンが猫の顔を歪めて悪態をつく。

　そこには女神に対する憎しみの感情がなみなみとこめられていた。






「ねえヴォルフガング、陛下はお怒りになると思うけど、勇者は始末しておくほうがいいんじゃない？　もしあの女が陛下を狙ったら、陛下は抵抗できないと思う。瘴気は効かなかったけど、まだ聖剣は持っていないようだし……方法は幾らでもある」






　しかしヴォルフガングは首を縦に振らない。






「……忘れたか、あの娘には手を出すなとのご命令だ。娘のほうも、あれだけ入れこんでいる肉親をそう簡単に聖剣の餌食にはすまいよ」






　その言葉にグレンが小馬鹿にしたように鼻を鳴らす。






「そうかなぁ、人間は時々私達よりも残酷だよ。歴史を見ても明らかじゃないか。この国でも……何度も親子や兄弟たちが王権を争って殺し合っていたよ」






　せせら笑う猫の顔にため息をついて……ヴォルフガングは静かに威圧するような表情を仲間に向けた。豊かな毛並みの中で瞳が黒曜石のように暗く輝いている。






「……もし、そのような時は……陛下の怒りを買おうとも、私が娘を始末する」






　そうきっぱり宣言すると、ヴォルフガングはグレンに「もう寝ろ」と言い毛布の中にまるくなって瞳を閉じてしまった。






「…………」






　グレンはしばし、その眠りに沈んでいく仲間の横顔をじっと見ていた。






「……私はそんな瀬戸際まで待つ気はないよヴォルフガング。……やっぱり、陛下には手足となり、剣とも盾ともなるものが……もっと必要だ」






　その為には──誰を利用すればいいのか、それは明らかだった。

　冷えた目で仲間を見ていたグレンの口が、ふと、つぶやく。






「…………ブレア王子か……」






　グレンの青い瞳が冷たく光る。


















　──そうして次の朝──……






　爽やかな小鳥達のさえずりを耳にしながら──……。

　エリノアは、隈だらけの目を大きく見開いて、その──男の顔を凝視していた。






「……………………、……………………」

「……ああ、目覚めたの？」






　寝台の上で、目が覚めたままの体勢で固まっているエリノアに──にっこりと甘い微笑みが向けられる。






「……おはよう」






　男は聞き覚えのある低い声で囁きながら、エリノアのまるい額に口づけた。

　途端驚いたエリノアの身体がびくりと跳ねて、動揺した瞳が更に限界まで見開かれる。

　そんなエリノアの様子に男はふっと微笑を浮かべ、彼女の横たわる寝台の枕元に腰掛けた。






　彼の少しはだけた白シャツは、朝日に照らされ薄くその内にある肉体の影を映している。爽やかなはずの空気は一変し、そこには危うい色香が匂い立っていた。






　──これは……夢……？






　エリノアは当然のようにそう思い、眉間には戸惑いのしわがよる。

　エリノアは何事かを言いたかった。だが、言葉が上手く出なかった。

　夢にしろ現実にしろ──普段のエリノアなら、侵入者には張り手でもかまして逃げ出すところである。






　しかし。

　その男が──いったい誰なのか……

　それを判別したエリノアは、目を白黒させる。ただただ、身を竦ませるしかなかった。






（な、なんで……？）






　何せ彼は……今、エリノアが一番出会うべきではない相手だったのだ……。






「ぅ…………」






　男は、寝台の上で寝起きの恰好のまま、次第にぶるぶるしはじめた娘をゆったりと灰褐色の瞳で見下ろしている。

　と──不意に、ぎっ、と寝台が軋む音がした。






「え」






　エリノアがあっと思った時には──

　男は彼女の向こう側に手を突いて、エリノアを跨ぐようにして彼女の身体に覆いかぶさっていた。そのまま鼻と鼻が触れてしまいそうな距離で見下ろされ、固まっていたエリノアは──……






「ひっ、っ、っ、っぎゃああああああ!?」






　男が更に顔を近づけてくる素振りを見せたことで──堪らず悲鳴を上げた。

　声を上げたことでようやく身体の呪縛が解けたエリノアは、真っ赤な顔で布団を跳ね飛ばし、泡を食って寝台から逃げ出した。それから床の上で腰を抜かしながらその人物を振り返る。






「なっ、ななな、なん、なんで……っ??　ブ……、ブレア王子!?」

















18　動物のお腹はふかふか　※情報提供リード












　寝台から転がり落ちたエリノアに、その男──ブレアはにっこりと微笑む。

　その顔を青い顔色で見上げながら……エリノアの頭の中には様々な考えが巡る。






　身元が割れてしまったのか？　こんなに早く？　さすが王子仕事早い……いやいや、早すぎやしないか？

　いや、それよりも何故私の部屋に……今の奇行はなんだ？






　全身にいやな汗を感じながら、疑問の答えを得ようとエリノアはブレアの顔を食い入るように見つめた。

　その視線の先でブレアは──

　寝台の端に腰掛け直し、エリノアの驚くさまをさも愉快そうに眺めている。

　その表情はまるで、イタズラが上手くいった子供が喜んでいるかのような……。

　ひとまずエリノアの知る第二王子ブレアらしからぬものであることは間違いない。

　ブレアといえば、年中真顔か仏頂面で過ごしているような王子で……エリノアは笑っている顔など見たこともなかった。

　噂によると、国王や兄弟王子たちとの酒宴の席でも、その姿勢は崩れることはほとんどないそうだから……彼の無表情っぷりは筋金入りだ。

　エリノアは動揺しながらも思った。──こんなブレア様の様子を王宮の人達が見たら、皆驚いて引っくり返るのではないか──。






「……あれ？」






　と、エリノアは不審に思って眉間にしわを作る。

　その愉悦に満ちた、にまにま顔を……ごく最近どこかで見たような気がして──。






　──と、そこへ──。






「何事だ!?」

「ぎゃ!?」






　どばーん！　と扉をはじき飛ばして──白い犬……ヴォルフガングが部屋に飛びこんで来た。

　四足で駆けて来た獣は、扉の前で腰を抜かしていたエリノアにぶつかって……止まる。






「!?　娘!?　今の叫び声は……」

「……重い……」






　大型犬ヴォルフガングを背に背負った形でエリノアが呻く。

　そんな一人と一匹を見て、ブレアは尚のこと寝台の上でけらけら笑って──……それでエリノアも確信する。






「……よいしょっと……」

「!?　何故背負う!?」






　エリノアはヴォルフガングを背に乗せたまま立ち上がった。

　そのまま憮然とした表情を、寝台のブレアに向ける。






「ちょっと……お宅の猫に言ってくれません？　変なイタズラするなって……」

「あれ？　バレてた」






　睨まれた男は、途端噴き出して笑い出す。

　その悪びれる様子のないブレア──グレンが、寝台に引っくり返って笑う姿を見ながら、エリノアはやっぱりと思った。

　昨日姿を変化させてみせた彼らのこと。他人の姿を借りることもできるわけだ。

　しかしと、エリノアは微妙そうな顔でブレア化したグレンを見やる。

　軽い調子で笑い、寝台の上でごろごろしている青年のさまはあまりにも、真面目な王子の姿とはそぐわない。






「……ちょっと、それイメージ問題ですよ……王子側から苦情が来ても知りませんからね……」

「あははははは」

「グレン！　笑ってないでさっさと元に戻れ！」

「えー、せっかく変化したのに。ねぇ姉君、」

「!?」






　次の瞬間、グレンはエリノアの傍に立っていた。

　瞬きした間に彼は彼女の隣に一瞬で移動していて……そのあまりの素早さにエリノアが驚いている。

　そんなエリノアにグレンは猫のようにすりよってくる。






「もっとイチャイチャしようよぉ、ね？」






　ぐりぐりと頬をよせられたエリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）思った。






「（……やっぱり、猫だな……）……いえ結構です。どうせなら猫でよろしくお願いします」

「やだ」






　ブレアなグレンは、きゃははと弾けるように笑い、その奇妙さにエリノアが押し黙る。






「……」






　エリノアは真顔になり、ふー……と長いため息をついた。

　先程は、いるはずのない人の登場と、異性に組み敷かれるという緊急事態に動揺したが……。

　中身があれだと分かってしまえばこっちのものだ。






「ん？　姉君？」






　エリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）ぬっと両手を突き出して。笑いっぱなしのグレンを押した。──寝台のほうへ。






「へ？　あれ？」






　そしてブレアなグレンをシーツの上に押し倒す。

　その行動には……グレンも、エリノアの背に乗ったままのヴォルフガングもキョトンとしている。

　エリノアは、真顔で金の髪の青年を見下ろすと……言った。






「……私、今まではブラッドの喘息があったから触れなかったけど……実は、猫が好きです」

「え、何」






　真顔で淡々と言われたグレンが、キモいと漏らし──た、途端。エリノアはグレンに襲い掛かった。






「よーしよしよしよし！　こうか？　こうですか!?」

「ひ!?」






　わしわしわしっと、青年の金髪を撫ではじめるエリノア。きゃー！　とグレンが悲鳴を上げる。






「な、何を……」






　背中で見ていたヴォルフガングがおろおろしている。エリノアは冷静に答えた。






「聞いた所によりますと、猫は顎の下やお腹を撫でられるのがいいとか……ここですか!?　ここですか!?　さぁ、さぁ、さぁ！」

「ひゃははははは！　やめてぇっ！　くすぐったいって！　今っ、私猫の身体じゃな……！　あははは！」

「ならば早く戻ったらいいでしょう!?　ほらほらほら！　そして存分に猫の毛並みを堪能させてくださいな！　喉がゴロゴロ鳴るって本当ですか!?　憧れなんですけど!?」

「…………」






　イチャイチャしましょう！　と……叫ぶエリノア、くすぐられて悶え笑い転げる仲間に……。

　ヴォルフガングは犬の顔ながら、真顔で引いていた。

「これが聖剣の勇者か……」と……思ったとか、思わなかったとか。

















19　ブレアの祈り












　──少し時は戻る。






　エリノアに逃げられた後、ブレアは駆けながら、今後己がどう動くべきかを考えた。






　聖剣の主人は決まってしまった。

　それがどのような人物であれ、そのことを今、本人以外で唯一知る者となれたのは幸いだった。

　問題は──政敵にこのことを知られるわけにはいかないということだ。

　王位継承権を持つそれぞれの王子たちが、その存在を知れば必ず〝勇者〟を得ようと動くだろう。

　そうなる前に、ブレアが〝勇者〟を保護するには、ことを何もかも秘密裏に行う必要があった。

　王宮内には様々な人間がいて、どこに敵の手の者が潜んでいるかは分からない。

　そのような中でいかに動くかは、慎重に考えなければならない問題だ。

　ブレアとしては、すぐにでも娘の身元を割り出したいところだが──軽々しく人を使う気にはなれなかった。下手をすればそこから情報が漏れてしまう。

　かといって、あまり己が動きすぎれば立場上政敵の目にもつきやすい。もちろん己の側近たちとて同じことである。






　──どうしたものかと考えながら……ブレアは聖殿の庭を出て、王宮に戻るための回廊を駆けていた。と、そこで彼は足を止める。






「……！」






　回廊の先からこちらに向かってくる一団があった。ブレアはその中に、今一番会いたくない人物の顔を見つけ、内心で舌打ちをする。するとその一団の先頭に立つ人物もブレアに気がついて足を止める。男が手のひらを持ち上げると、彼の後ろにぞろぞろと付き従っていた者達も従順な様子で足を止めた。

　幾人もの取り巻きを引き連れたその男は、ブレアに上っ面だけの笑顔を向けてくる。






「おや、これはこれは……兄上、そんなに慌ててどこへ行かれるのですか？」






　面長で、ブレアよりやや褐色に近い金の髪の男は笑んだまま、ブレアに数歩近付いた。






「……クラウス」






　そう呼ばれた男は、ブレアの身体越しに見える聖殿の白い建物に一瞬視線を移し、嘲るように笑う。






「相変わらず聖殿で祈っておいでなのですか、信仰心のお強いことで……」






　無駄なことをと言いたげな男の様子に、後ろの取り巻きたちも口元を隠しながら同調して笑う。

　そんな彼らをブレアは意に介さなかったが、クラウスはそれをいいことに己が兄を嘲あざけるのをやめない。






「家族思いなのは結構ですが、そのようなしかめ面で祈られては、女神もさぞ不快な思いをされておいででしょう。聞きましたよ兄上、また、侍女を叱咤して怯えさせたとか。いかに取るに足らぬ存在とはいえ、そのようなことばかりしていては民心も離れますよ」

「……無駄に叱責した覚えはない。目に余る行いがあれば何者であれ正す。侍女であれ、お前であれな。……王宮の守り手も皆、国民であることを忘れるな。取るに足らぬ存在などとは聞き捨てならん」






　ブレアの言葉にクラウスの視線が煩わしそうに細められる。

　クラウスと呼ばれるこの男は、ブレアの弟、国の第三王子だった。近隣国出身の国王の側室を母に持ち、正室の息子であるブレアや王太子とは異母兄弟にあたる。

　現在、彼とブレア達は、王権を巡って対立関係にある。現状で、最も〝勇者〟の存在を知られてはならない人物の一人と言っていい。






（面倒な奴に会ってしまった……まさか何か見られていたなどということはあるまいな……）






　懸念を抱いたブレアは、〝勇者〟の娘が去っていった回廊の先を悟られぬようにそっと見る。

　と、クラウスが目を細めたまま、ブレアと同じ方向を見て鼻を鳴らした。






「そういえば今、誰かが慌てて走って行きましたね？　そのような偉そうなことを言っておいて……また侍女を怖がらせたのでは？」






　その言葉にブレアの眉がわずかにピクリと反応する。






「正義感に駆られておられるのは構いませんがねぇ、険しい顔で正論を振りかざしてばかりでは、弱き者に怖がられるのは当たり前でしょう？　縁談も〝また〟流れたそうですね？」

「……お前には関係のないことだ」






　ブレアは素っ気なくそう答えると、身を返した。

　しかし、クラウスの言葉はその背に食らいつく。






「その、先日兄上が縁談を断られた隣国の王女ですがね！」






　弟の声音の大きさに、ブレアは足を止め、わずかに顔を彼の方へ向ける。

　横目の端で、クラウスは愉悦に満ちた表情でブレアを見ていた。






「……」

「ここに居る我が側近が彼の王女のお眼鏡にかなったらしく、この度、無事縁談がまとまったのです」

「ほう……それで？」






　クラウスは口元で弧を描き、わざとらしい恭しさでブレアに微笑みかける。






「兄上が王女に嫌われて下さったお陰です。我らの派閥は隣国との新たな繋がりを得て、また一段と強くなりました。感謝いたします」

「……」






〝我が側近〟と示された、クラウスの背後に立つ男は、確か公爵家の男子である。その男もまた、クラウスと同じように優越感に満ちた口元を隠そうともせずブレアに頭を垂れて見せた。

　その様子にはさすがのブレアも少々辟易する。嘲笑われていること自体が嫌なのではない。嘲笑ってやろうとわざわざ向かって来るその心根に呆れた。






　クラウス達の言うその縁談は、隣国側から申しこまれたというだけで、特にブレアが望んだものではない。だが、確かにブレアと顔を合わせた王女が後に断りを入れてきたのは真実だった。

　ただしそれは──欠けらも王女に興味を示さないブレアを見た相手側がひどく気を悪くした、というのがことの真相である。

　もちろん無礼な行いをしたわけではない。ただ、王族であるブレアに持ちこまれる縁談の娘たちは、公爵家の令嬢や近隣諸国の王女など。えてして身分も、そして気位も高いことが多い。

　それに対してブレアはというと……そういう相手の自尊心を満たすために、わざわざ思ってもない世辞を言うことや、己の立ち振る舞いを変えるということは、とてもつまらない行いだと考えていた。

『貴婦人には惜しみない賛辞を贈るのが礼儀である』

『それができねば立派な紳士とは言えない』

　──そういう風潮の強い貴族社会の中で、ブレアはあまりその考えには馴染めないのだ。

　人を褒めるのはよいことだ。しかし、贅を尽くして着飾った令嬢達をブレアはそれほど良いものとは思わなかった。

　ゆえに……彼に舞いこんだ貴族令嬢との縁談のほとんどが、同じような流れで消えていく。

　ブレアも女性に興味がないわけではない。だが、職務や武芸のほうが楽しいし、苦手な世辞を口にしてまで熱心に得たいと思うような女性には今まで出会ったことはなかった。

　それで女性たちに『冷淡だ』『心がない』などと裏で言われていようが、ブレアにはどうでもいいことだった。






　しかし、異母弟クラウスにとってはそうではないらしい。

　王位継承権でも優位で、見目もよく、武芸でも己の上を行くこの異母兄が、こと女性から恐れられ、次々と縁談が破談になるということは、弟にとっては愉快極まりない弱点と見えているらしかった。

　ゆえに、この面倒な弟は、時折こうしてわざわざ手下を引き連れては、ブレアを嘲笑いにやって来る。その執念たるや、少々目を見張るものがある。

　今回も、ブレアの縁談が破談になったと知ったクラウスが、積極的に側近と王女の話をまとめたのだろうと言うことは薄々ブレアにも分かっていた。そういうことを嗅ぎ付ける嗅覚には、非常に優れた男なのである。

　ブレアは己に向けられるくすくすひそひそと煩わしい笑い声の中で、そんな弟王子を冷静な目で見る。

　幾ら笑われようとも構わないが、この弟には、何があっても〝勇者〟の一件を知られるわけにはいかないと思った。

　策謀には長けてはいるようだが、とても聡明で慈悲深い王太子を押しのけて王座に座れるような器ではない。

　嘲りと愉悦に満ちた表情には、かつて見ていた幼い弟の愛らしい面影は欠片も残ってはいなかった。






（これも王権争いがゆえか……）






　ため息をついて、ブレアは弟に淡々と返す。






「では感謝の礼に、私は明日も女神に祈ろう」

「……は？」

「お前のその嘲りに曇った目が清められるように。その目では、王座の大義も見えるまい」






　途端、不快そうに気色ばんだ顔色を横目で見ながら、ブレアはさっさとその場を立ち去った。






「あいつ……！　私には王座に座る資格がないと言いやがった！」






　残されたクラウスは、毅然と去って行く兄の背を憎々しげに睨んでいる。

　激高した王子に側近が恐る恐るといったふうに問いかける。






「クラウス様、どうなさいますか……？」

「どうもこうもない！　あいつをしっかりと見張らせろ！　絶対に弱みをつかんであの取り澄ました鼻っ柱をへし折ってやる……！」

















20　給料大事












　くぁっ、と欠伸をする音がして、それを隣で聞いていたモンターク家の主人は笑う。






「なんだ、リード、朝っぱらから欠伸か。弛んどるぞ」

「あ、いや……」

「なんだ、結局昨晩はエリノア嬢ちゃん来なかったのか？　……お前も苦労するなぁ」






　決まりの悪そうな顔の息子に、主人は健康そうなまるい顔を破顔させた。






「いや、俺は別に待ってたわけじゃ……エリノアが医者の代金持ってくるって言うから仕方なく……」

「お前も、肝心なところで男らしくないな……お、嬢ちゃんだ」

「!?」






　父の言葉にリードがギクリと顔を上げる。と、店の向こうの角をエリノアが曲がって来たところだった。

　主人は抱えていた荷を店の前に置いてエリノアに手を振っている。






「俺が言ってやろうか？　嬢ちゃんが昨日なかなか来ないからリードが夜中までそわそわして待ってたって」

「はぁ!?　そわそわなんてしてねぇよ！　あ……おい、親父、早く店に入れって！　余計なこと言うなよ!?」

「あーやれやれ、まどろっこしい……」






　主人は呆れたように笑いながら店の中へ引っこんで行った。

　そんな父をリードは苦々しく見送る。と、そこへ、どこか重い足取りのエリノアが近づいて来た。






「おはようリード、昨日はごめん……お金持っていけなくて……」

「いや、それはいいんだけど……どうした？　顔色が悪いぞ……」






　エリノアの目の下にはくっきりとクマが浮かんでいる。朝から疲れたような足取りも気になった。






「大丈夫か？」

「うんちょっと寝不足で……はいこれ。ありがとう、助かりました」






　エリノアは歯切れ悪く頷きながら、昨日支払いそびれていた医者の診察代金をリードに手渡す。ぺこりと下げられた後頭部にリードは眉を顰める。






「もしかしてブラッドまた調子悪いのか？」

「……い、やぁ……」






　問われたエリノアは微妙そうな表情を浮かべてため息をつく。






「そうなのか？　俺ちょっと様子見に……」






　エリノアのため息を肯定と取ったのか、リードが前掛けを外して走りかける。が、エリノアはその腕に慌ててしがみ付いた。






「ノア？」

「いや、大丈夫！　ブラッドも体調はいいの。まだちょっと寝てるけど……顔色は本当びっくりするくらい良くなったから！」






　大丈夫だから、お店の仕事頑張って！　と言いながら、エリノアは懸命にリードを押しとどめている。

　エリノアは必死だった。

　なるべく──今は自宅に誰にも近づいてほしくない。

　特に──あの性悪猫に、リードやモンターク家の優しい夫妻たちを近づけるのには抵抗があった。

　エリノアはげっそりしながら今朝の疲れるやり取りを思い出す。






　──ムカついた勢いに任せ、散々ブレアなグレンを撫で回したあと。『で？』と、エリノアは聞いたわけだ。何故こんなことをと。

　すると──白い目で迫るエリノアに、グレンは少しも悪びれる様子も見せず、ニヤリと一言。






『いい反応でしたねぇ、姉上』

『はぁ!?』






　エリノアが表情を歪めると、小憎らしい顔をした男は黒猫の姿に戻り、『これは期待できそうだぁ』とか言いながら、そのままひらりとどこかに行ってしまったのだ。

　その顔がいかにもしめしめという表情をしていて……エリノアは非常に不安だった。あれは絶対何かを企んでいる。






「……くっ、何がいい反応だ!!」

「おい……なんなんだよ、お前大丈夫か？」






　突然、赤い顔でカッと目を見開いて、意味不明に怒り出したエリノアにリードが驚いている。






「あ、すみません、こっちの話です、お騒がせしました……」

「おいおい……本当に大丈夫なのか？　疲れ、溜まってるんじゃないのか……？　最近試験だなんだって休みなしで出勤してるだろ、たまには休み取らせてもらえよ」

「や……またいつブラッドのことで休ませて貰わなくちゃいけなくなるかも分からないし……それに……」






　昨日の聖剣の件もある。

　エリノアだって、まさか、あんな己の説得だけで、王子が引き下がってくれるとは思っていない。このままノコノコ王宮に出勤してもいいものか、不安もある。もしかしたら──この都を離れる必要だってあるのかもしれなかった。

　こんなことをもし誰かに相談すれば、素直に聖剣を抜いた者として国に従えばいいじゃないかと言われるかもしれない。

　だが今や、エリノアが聖剣を拒む理由は、苦労してつかみかけている上級侍女職を失いたくないという理由だけではないのだ。

　何より──ブラッドリーである。

　──魔王と勇者。

　一般的な常識で言えば、それは対峙する、相容れない存在のはずだ。

　聖剣を受け入れるということが、ただ、女神の勇者になるということだけではなく……弟と対峙するという意味を持ってしまった以上、エリノアにはそれを受け入れることはできない。可愛い弟を討つという剣を、どうして姉である自分が手にすることができるだろうか。彼が何者であれ、まだなんの罪も犯してもいない弟だ。守る以外の選択肢がエリノアにあるはずがない。

　──もう上級侍女職がどうとか言っている場合ではないのだ。






「それに、何だ？」






　言ったきり黙りこんでしまったエリノアに、リードが不思議そうに首を傾げている。エリノアは心の内をごまかすように笑って言った。






「や、ほら……今日、お給料日だから……」

「ああ、そういえば今日は月末か」






　リードは気がついたように頷く。

　──そうなのである。それもあるのである。

　昨晩も、魔物の気配に怯えながらエリノアは夜通し散々考えたのだ。

　現状は厳しい。立ち向かわねばならぬのが、国の王子と未知の魔物なんて、勝ち目がなさ過ぎる。

　だが、ひとまずは、弟を守る為に先立つものが必要だという考えにエリノアは行き着いた。

　それがなければ日々の生活もままならない。もし弟を連れて逃げるにせよ、金銭がなければすぐに路頭に迷ってしまうことは目に見えていた。

　現状は厳しい。厳しいが、そうであってもお腹はすくし、金は要る。

　昨夜王子の手は自宅にまでは伸びなかった。だからまだ身元が割れていないのだという可能性に賭けて、エリノアは王宮に行く決断をした。今月分の給金を得るために。






（……貧乏が恨めしい……）






　エリノアはため息をついて、そしてリードに笑って見せた。






「ありがとうリード、とにかく頑張ってくる」






　ブラッドリーを魔物二人に預けているのは不安だが、昨夜の様子を見る限り彼らがブラッドリーに危害を加えるといったことはなさそうだった。エリノアが家を出る時も、もっふりしたヴォルフガングが可愛げのない顔で『言われなくとも陛下は私がお守りする』と〝私〟を強調しながら胸を張っていた。おそらくそれは、信用ならない黒猫からも、という意味であろうと、エリノアはなんとなく察した。






「あんまり無理するなよ？　今日も何か夕食作っといてやるよ」

「うん、ありがと……あっ!?　そ、そうだ……」






　一瞬心配そうに見送ってくれるリードの優しさにホロリとしかけたエリノアだったが……そうだったと慌てた様子で彼の瞳を見上げる。






「どうした？」

「今日の昼間なんだけど……ブラッド本当に調子いいみたいだし、他の……し、知り合いが来てくれてるから……リードたちは様子見に行かなくて大丈夫だから。おばさんにもそう言っておいてくれない!?」






　リードたちと魔物を鉢合わせさせるわけには行かないエリノアは必死である。






「え？　でも……わっ!?」






　リードがキョトンと言葉を返すと、エリノアはその肩をがしりとつかみ、己のほうへ引きよせる。

　鼻がくっ付きそうなほどの距離で凝視されてリードがほんのり赤い頬でうろたえている。






「ノ、ノア？」

「……お願いだから……今日は、家……行っちゃ、ダメ、よ……？」

「…………エリノア、顔こえぇ……」

















21　ブレアなグレン












　王宮に着いたエリノアは、いつも通りまず侍女たちの居所に向かう。

　辺りを警戒しつつ支度部屋にたどり着くと、ひとまず普段通りに身支度をはじめた。

　簡素な支度部屋の中では、幾人かの同僚たちがエリノア同様身支度をしている。さりげなく彼女達の様子を盗み見てみたが、特に異変は感じられなかった。






「あ、エリノアおはよう」

「お、おはよう……」

「あら？　髪型、変えるの？」






　近づいて来た同僚は、エリノアがいつも通りに後ろで束ねていた黒髪を解きはじめたのを見て、不思議そうな顔をする。






「うん……ちょっと。き、気分転換にいいかなぁ……って……」

「ふーん」






　エリノアは言いながら髪にクシを通し、器用にそれを編んでいく。

　そして両耳の後ろにそれぞれ三つ編みを作ると、それを見た同僚は「似合ってるわよ」と笑う。






「でも、おでこが出ていないと、なんだかあなたらしくないわね」

「そ、そう？」






　同僚の言葉に、エリノアは少しホッとしながら己の前髪を押さえる。たった今、そこの鏡の前で切り落としたばかりの前髪は、眉の少し下で若干不恰好になってしまったが……十分だとエリノアは思った。

　それはもちろん、少しでも見た目の印象を変えてブレアに見つかりにくくする為にと思ってのことだ。

　化粧も普段は全くしないのだが、今日は侍女の規則に触れない程度に薄く施してある。

　ちらりと横目で見る鏡の中のエリノアは、まるい額が隠れ、化粧の効果もあってか、いつもよりやや大人びた印象になっていた。これならば、毎日顔を合わせるような者なら無理だとしても、あまり面識のない者であれば、やり過ごせるだろう。エリノアはそう思った。

　と、隣で身支度をしていた同僚が、「そうそう」と、思い出したように言う。






「そういえばエリノア、侍女頭様が部屋に来るようにって言ってらしたわよ」

「え？　今日も？」






　昨日も侍女頭の部屋に呼ばれて説教されたばかりである。エリノアは、うっと困ったように顔を顰めた。

　すると、同僚はからからと笑う。






「違うわよ、ほら、あなた上級試験に受かったでしょう？　その件らしいわ」

「あ、ああ、そうか……」

「じゃ、私、先に行ってるわね」






　支度を終えた同僚はそう言うと部屋を出て行った。

　エリノアは彼女の言葉を聞いてホッとしたものの、今後の状況次第では、その職を諦めなければならないということを思い出し、気持ちが沈む。

　これまで積み重ねてきた数々の努力を思うと、ため息が出た。






「……はー……」

「おや？　ため息ですか姉上」

「っう、っひ!?」






　不意に耳元で声がして。

　エリノアは耳をくすぐる聞き覚えのある低音に跳び上がる。






「な、だ……っ」

「姉上～」

「っ!?　ひぃいいい!?」






　振り返った途端、大きな身体に突進されるように擦りよられたエリノアが悲鳴を上げる。

　金の髪がさらりと頬を撫でて行って……エリノアは気づく。






「ブ、ブレア様!?　……じゃ、ないっ、あんたっ、性悪猫!?」

「やだなぁ性悪だなんて」






　褒めてるんですか？　うふふ──と、突然現れた体格の良い青年は、色香の漂う流し目でエリノアを見る。エリノアは仰け反った。






「ちょ、やめっ……なんでまたブレア様……や、それよりあんたどうやってここに……」






　エリノアは擦りよってくるブレアなグレンを押し退けながら慌てて周囲を見渡した。

　幸い──同僚たちは皆支度を終えたのか、室内には二人以外の姿はなかった。

　ブレアなグレンはぐいぐいと猫のように擦りよってくるし、こんなところを誰かに見られたら大事になるところだった。






「び、びっくりした……このっ、心臓に悪いでしょ!!　性懲りもなくまたブレア様に化けるなんて！　王子が侍女たちの支度部屋に忍びこんだなんて噂がたったらどうしてくれるの!?　早く戻りなさい！」

「ええ～折角……」

「いいから!!」






　エリノアが必死の形相で凄むと、グレンは「ちぇ」と、肩をすくめて猫の姿に戻った。






「姉上ったらつまらないなぁ。もしや……人間の男性より猫がお好きなんですかぁ？」






　グレンは信じられないという顔でエリノアを見る。






「そうかもしれないけど！　や、そうじゃなくて!!　あ、あんたねぇ、なんで王宮に……!?」

「ああ、陛下が目を覚まされまして」






　グレンはけろりと言う。






「え？　国王陛下!?」

「違いますー、おぞましいこと言わないでくださいよ姉上ぇ。私が陛下とお呼びするのは魔王様だけでございます。人間の国の王なんか。ただの髭親父じゃないですか。私の可愛らしい陛下と一緒にして欲しくないなぁ」






　グレンは猫の顔を不快そうに歪めて、うぇーと舌を出す。その顔にエリノアが眉を顰めた。






「国王様になんて失礼な猫……。ああ……つまり、ブラッドのことな……の……えっ!?　ブラッド目が覚めたの!?」






　エリノアは、ハッとしてグレンを見る。黒猫はにかっと笑う。






「はい。それで、陛下が、姉上が心配だっておっしゃるからこうしてわたくしめが様子を見に参った次第で」

「……ブラッド、大丈夫なの……？」






　恐る恐る問うと、グレンは「はい」とニンマリしたまま頷く。






「大丈夫でございますよ、陛下の暑苦しい忠犬がせっせと甲斐甲斐しーくお世話しておりますから」

「そ、そう……はー……よかった……」






　ひとまずは、弟の無事を聞いてエリノアが深い息をつく。

　と、その間にグレンが猫目を細めて「では」と、身を正す。






「そういうことで、わたくしめ、姉上がご自宅に戻られるまで、しっかりじっくりじーっとりと、姉上様のことを監視させていただきますので」

「はぁ!?　いや、い、いらな……」






　何言ってんだこいつ、とエリノアは目を剥くが、グレンはにかっと笑って駆けて行く。






「ダメですよぉ、だって、陛下のご命令ですもん」






　じゃあそこらへんで見てますね～！　ついでに何か悪さしてやろうかな～？　……とか言いながら。グレンはすんなり長いしっぽを揺らし、部屋を出て行く。そんな黒猫のしなやかな背を見て……エリノアはどうしようと青い顔で引きつった。






「……や、やばいっ！　……王宮に、魔物を侵入させてしまっ……っ!?」






　エリノアは慌ててグレンを追いかけた。














「侍女頭様、エリノアです……」






　エリノアはげっそりした様子でその扉を叩いた。






　──あの後。エリノアは急いでグレンを追いかけた。

　しかし、さすがは猫。小さな身体をどこに滑りこませたのやら……探せども探せども……あの黒々とした獣を見つけることはできなかったのである……。






　エリノアは胃が痛かった。

　黒猫の姿ならまだしも、またブレアにでも化けてどこかで騒ぎを起こしていたらと思うと、気が気ではなかった……。

　しかし、あまり王宮内をうろついて、自身が本物のブレアに見つかりでもしたら。現状そちらのほうが大変なのである。

　エリノアは迷ったが──仕方なくグレンのことは後回しにして、呼んでいるという侍女頭の執務部屋へ向かった。

　侍女頭なら王宮内部の出来事には詳しいし、ブレア王子のその後の動きもそれとなく聞き出すこともできるかもしれない。もし危険がありそうであれば──最悪、辞職を願い出て、さっさとどこかに隠れているグレンを回収し、ブラッドリーのところへ帰らなければ。






「……はぁぁぁ……なんでこんなことに……いや、しかしやるしかない……」






　エリノアは意を決すると、その戸を押した。この居所には、侍女たちが寝泊まりする部屋だけでなく、彼女たちを管理する上役たちの事務室などもある。廊下に立ち並んだ扉のうち最奥にあるその木戸は、彼女が押すと小さく軋む音を立てて内側に開いた。






「失礼します、侍女頭様……あれ？」






　開いた隙間から中を覗くと、そこには誰もいなかった。

　普段なら、真正面の仕事机には早朝一番の仕事を片付けて、次の仕事の段取りを整えている恰幅の良い女性上役の姿があるはずなのだが。彼女の姿がどこにも見当たらない。

　エリノアは首を傾げた。






「あの子を探すのに時間がかかり過ぎたかな……」






　エリノアが遅過ぎてしびれを切らした侍女頭が、もう別の仕事現場にでも行ってしまったのだろうか。それともまだ前の仕事がおしていて戻って来ていないのか。

　エリノアは、どうしようかと一瞬考え──ひとまず彼女が戻ってくるのをしばらく待ってみようと室内に足を踏み入れた。

　そうして侍女頭の机の前に立とうと、ゆっくりと歩みを進める、と──。






　不意に、背後で木戸の軋む音がした。

　静かな室内に、ぱたんと空間の閉ざされる音がして。

　部屋の主人が帰ったのかと思ったエリノアは、身を正し振り返った。






「侍女頭さ──」






　途端、入り口を見たエリノアの瞳が見開かれる。






「──来たか」






　低い声がした。──ついさっき、聞いた覚えのある声だった。

　入り口のすぐ傍。開いた扉の陰に、その男は壁に背をつけて立っていた。扉側の手が戸に添えられていて、彼が、その扉を閉めたのだということが分かる。

　男はエリノアの姿を見とめると、交差させていた足をすっと解き、こちら側へ歩みよってくる。

　金の髪、灰褐色の鋭い瞳。

　その姿を見たエリノアは──思わず──。






　叫んだ。






「こらぁぁあっ!!　またなのか!!」

「……!?」






　エリノアは、くわっと緑色の目を剥くと、ワンピースの裾を翻し鬼の形相で男に駆けよった。そして、己より高い位置にあるその金髪の頭をガシッと鷲掴む。






「っ!?」

「捕まえたわよ！」






　青年の瞳がまるく見開かれる。

　エリノアは、やってられないという顔で言った。






「……だからっ！　ブレア様になったらダメだって言ってるでしょ！　しつこいわよあんた！　もうここはいいからさっさと家に帰りなさい！　あんたが王宮をうろちょろしているかと思うと寿命が縮まりそうなのよ！　家に帰ったら魚でも焼いてあげるから……!!」

「……」






　エリノアは、途端無言になった男の頭から手を離し、その腕を取って引く。






「ほら、早く！　侍女頭様が帰って来ちゃう……ほら！　さっさと猫に戻る!!」






　エリノアは出入り口のほうを気にしながら、は、そうだ、と窓を見た。ここは一階だ。廊下に出るよりも窓を開けたほうが外には早い。そう思った。






「窓……そうだ、ま、窓からでも降りられるわよね!?　猫だもんね！」






　そうしてあわあわ机の向こうの窓に手を掛けて、鍵を開こうとしている娘に──。

〝ブレアなグレン〟が怪訝そうに目を細めている。






「………………猫……？」

















22　リードとヴォルフガング












　同じ頃のモンターク家の商店ではリードがそわそわしていた。落ち着かぬ様子で店の外をしきりに気にしている。

　そんな息子を見て、店内の掃除をしていた父が呆れている。






「おいリード、落ち着け。嬢ちゃんがいいって言ったんだろう？　大丈夫だって」

「いやだけど……今まで病気で会えない時以外は俺たち毎日ブラッドの顔見て来ただろ？　ほ、本当にいいのか？」






　エリノアに止められたものの、リードはブラッドリーが気になって仕方なかった。






「今日は他に看病してくれる知り合いがいるって言ってたんだろう？」

「いや、だけど……昨日も様子がおかしかったし……」






　毎日欠かさずブラッドリーの安否を確かめてきたリードは、どうにも落ち着かない様子。棚の商品を整えながらも……時折エリノアの家の方角に視線を送っては、度々ため息をついている。そんな息子をモンターク家の主人はやれやれと笑い混じりに眺めている。

　そこへ、常連客がやって来た。

　帽子を被った初老の客は、主人とリードに気安い声をかける。






「おはよう二人とも」

「ああ、おはようございます」

「いらっしゃいサイラーさん、いつものですか？」






　客が来た途端、不安げだったリードの顔は、ぱっと笑顔に変わった。客が問いに頷くと、彼は身軽にその常連客が普段買っていく商品を集めに行った。テキパキした様子はいかにも商売人というふうである。

　戻って来たリードが笑顔で紙の袋に入れた商品を手渡すと、客は礼を言いながら彼の手に代金を乗せた。






「ああそうだ。そこの家のブラッドリー君の病気はもう治ったんだったかな？」

「え？　いや……まあ今は特別悪いわけじゃないみたいですけど、元々身体自体が弱いですからね……どうかしましたか？」






　突然ブラッドリーの話題が出て、朗らかだったリードの顔色がさっと変わる。

　常連客は首を傾げていた。






「いや、以前あの子のお姉さんに、彼は喘息を持っていたというような話を聞いたような気がしたんだが……今、彼らの家の前を通った時、犬がね」

「犬？」






　客の言葉にリードの眉が動く。






「そう、白い大きな犬が家の窓を開けていてね。なかなか見ない大きな犬だったし、あまりにも器用だったものだから、思わず足を止めて見入ってしまって。そしたら……その犬にジロリと睨まれてしまったんだよ」

「へえ、犬が？　嬢ちゃん番犬でも飼うことにしたのかな」

「なかなか賢そうな犬だったよ」

「ほぉ、そうでしたか」






　客とリードの父は、一緒になって感心したように笑っている。

　しかし、リードは笑う気にはなれなかった。

　彼もブラッドリーが幼い頃に喘息だったことを知っている。その後治ったのかは分からない、とエリノアも言っていたはずだった。






「大変だ……俺、ちょっと行ってくる！」

「おいリード!?」






　リードは慌てて店を出た。










「ブラッド！　大丈夫か!?」






　血相を変えたリードがバンッと扉を開くと──緑の瞳がキョトンと彼を見た。

　ちょうど居間のテーブルに着いていたブラッドリーは、突然幼馴染が飛びこんできたことに目をまるくしている。






「リード？」

「うわっ!?　でかっ！」






　リードはその現場を見てギョッとする。

　居間のテーブルで食事を取ろうとしていたらしいブラッドリーの傍には、もふっと巨大な犬の姿が。

　その白い犬はきっちり前足を揃えてブラッドリーを見守っていたが、突然の来訪者にギロリと鋭い視線を送ってくる。

　と、ブラッドリーがリードに微笑みかける。






「おはようリード。これありがとう。昨日は食べられなかったから今いただいてるよ」

「あ、ああ、いや、それよりブラッド、大丈夫なのか？　エリノアが前、お前は喘息だったって……」

「それで来てくれたの？　ありがとう。でも大丈夫、もうなんともないよ」






　心配そうなリードにブラッドリーは笑う。

　確かにその顔つきは、昨日の昼に見た時よりも格段に健康的だった。呼吸も特におかしくはない。それを見たリードは、良かったと思いつつ、その急激な変化に心の中で少し首を傾げる。

　と、ブラッドリーが傍の犬を指差した。






「この子はヴォルフガング。僕の犬」

「え？　犬を飼うのか？」






　この家の苦しい経済状況を知っているリードはまたもや首を傾げた。

　が、彼はすぐにそうかと頷いた。






「なら、今度こいつにも何か持ってくる。ブラッド良かったな、大きな友達ができて」

「うん」






　微笑むブラッドリーにリードは満足げに笑って返す。エリノア同様、リードもまた病に伏せがちのこのブラッドリーには基本甘い。それがブラッドリーの慰めになるならと、リードは己がこの巨大犬の食事代を稼ごうと心に決めるのだった。まるで父性の塊である。






「……」






　そのほのぼのした青年たちのやり取りを、もふんと白いヴォルフガングは無言で見ていた。

　突然乱入して来た時にはどうしてやろうかと思ったが、その青年に危険はなさそうだった。

　ヴォルフガングには、人から発せられる気が見える。それによれば青年は爽やかさと優しさを兼ね備えたような空色の気をまとっている。先ほど主人が食べようとしていた食事も、微かに彼と同じ気配が漂っていて、それがこの青年によって作られた料理なのだということが分かった。






（ふむ、陛下の肉体の維持に貢献している人間か……ならば、まあ、出入りを許すか……）






　しかし……どうにもこうにもお人好しそうな雰囲気がダダ漏れの男だな、とヴォルフガングは思った。

　──と、その目がふと和らぐ。

　ヴォルフガングは感慨深そうにブラッドリーを見た。

　昨日も思ったが、姉や、この青年に向かい合う主人は、朗らかで、とても幸せそうだった。

　魔界で生きていた頃の王は、殺伐とした顔ばかりしていた。






（……陛下、よろしゅうございましたね……）






　ヴォルフガングが思わずほろりとした──時。






「よっと」

「!?」






　いきなりガッと抱きかかえられて、ヴォルフガングが目を白黒させる。

　──リードだった。






「よしよし、大人しくしてくれよ……ブラッド、じゃあ俺、念のためにこいつ外で綺麗にしてくるわ」

「（な、何!?）」

「僕大丈夫だよリード……大変じゃない？」

「平気、平気。ああ、ブラッドはゆっくり飯食っとけ。ちょっと行ってくる」






　リードはヴォルフガングの巨体を持ち上げて、「やっぱ重いなー」と、意外に楽しそうである。

　ヴォルフガングは一瞬その腕から逃れようともがいたが……それをブラッドリーに見咎められる。






「（へ、陛下……!?）」






　ブラッドリーの視線は、微笑んでいるはずなのに、どこか鋭く刺すようにヴォルフガングを威圧している。






「……いい子だねヴォルフガング。リードに逆らっちゃ、ダメだよ……？」






　その視線は、逆らうなというよりは、間違いなく、「リードに何かしたら殺す」と言外に言っていた……。






「…………」

「いやー、もっふもふだなぁ。まずはブラッシングか、犬用ブラシどっかにあったはずだけど、どこだったかな？」






　そんな一人と一匹の間に漂うピリリとした雰囲気には一向に気がつかず、リードは大人しくなったヴォルフガングを抱いたまま「お利口だなー」などと言っている。






「行ってらっしゃいリード」

「おー」

「……」






　ヴォルフガングは、にこにこしたブラッドリーに見送られながら……リードに抱かれて、家から連れ出されて行った。

















23　ブレアなグレン？　と、エリノア












　──あの侍女の身元を割り出すのは容易いことだった。






　何せ侍女たちの統括をしている侍女頭は、もともとブレアの母、王妃に仕えていた婦人である。

　つまり──ブレアは彼女に尋ねるだけで良かったのだ。






『昨日、あの時間、女神の大樹前を掃除していた侍女は誰だ』と──……。






　侍女たちをまとめる彼女に、それが分からないはずがない。

　おまけにと言ってはなんだが……あの時、娘は王宮の備品であるホウキをへし折っていた。

　王宮内では、そこで使用される備品たちがかなり正確に管理されている。もし破損、あるいは紛失などしてしまった場合、その報告は全てそれぞれの部署の管理者に届け出る決まりとなっていた。あの娘がその服装の示す通り侍女という立場であるならば、その申告先は侍女頭、その人に他ならない。

　──案の定、ホウキの破損の報告は侍女頭の元にきちんと提出されていて──あのように慌てて逃げ出しておいて、なんとも間抜けなことではあるが……こうして娘の身元はすぐにブレアの知るところとなったのである。






　その娘の名は──エリノア・トワイン。






　家名を聞いたブレアは、おや、と思った。その家名には聞き覚えがあった。

　事情を詳しく知る侍女頭に話を聞くと、やはりそうだった。

　あの娘は──元伯爵家の娘だったらしい。

　彼女の父、トワイン家の元当主は、昔、王太子派の筆頭、現国王軍将軍タガートの側近の一人として活躍していた人物だった。

　しかし、彼は派閥間の争いが激化していた十年ほど前に、敵対勢力の弱体化を謀る第三王子の派閥の者たちに巧妙に罠を仕掛けられ、莫大な借金を背負わされてしまう。

　そうして当主は領地を手放さざるを得ず、領地と共に地位を失い、その後心労が祟って病死したらしい。

　トワイン家当主の妻は早くに亡くなっており、残された彼の子供たちは一時タガートが身元引受人となっていたのだが、常に病に伏せている弟をタガートの妻が厭いとい、二人は将軍の屋敷をも出る羽目となった。






　話を聞かせてくれた侍女頭は、困ったような顔でブレアに言った。






『エリノアも負けん気が強い娘なので……溺愛する弟を〝病原菌だ〟、〝疫病神だ〟なんて罵られて黙っていられなかったらしく……奥方に、自分がきっと弟を貴女が驚くような立派な紳士に育て上げて見せると啖呵を切って。それで、将軍が止めるのも聞かず独立すると言い……お困りになった将軍が、王宮で彼女が働けるように取り計らったのです』

『しかし……頼れる親類くらいいたのでは？』






　ブレアがそう問うと、侍女頭は首を振り、少し声を潜めてこう言った。






『あの頃は王太子様が初陣で華々しいご活躍をなさった頃で……ご側室の殿下に向ける嫉妬がそれはそれは酷かったのです。それでトワイン家ご当主のような、殿下の派閥の有力者たちがご側室様に睨まれて、次々に失脚させられていて……下手に手を貸して自分たちに類が及ぶのを恐れた親族たちには見て見ぬ振りをされたようです。共倒れになっては当主も無念だろうとかなんとか言って……本当に可哀想なことです……』

『……』






　それを聞いたブレアはなんとも痛ましい気持ちになった。

　己たちの王座を巡る争いに巻きこまれ、人生を狂わせるのは、何も失脚した貴族の大人たちだけではないのだ。が──……。






「…………」






　ブレアは腕を引かれ、馳せていた意識を現在に引き戻される。






　その、哀れな当事者たるトワイン家の娘は──今、ブレアの腕をぐいぐい引っ張りながら、真顔で言う。

「魚で手を打て」と……。






「…………（……さ、かな……？）」

「何匹でもいいのよ？　大人しく帰ってくれるなら！」

「……？」






　……わけの分からないことこの上ない。そう思ったブレアがつい押し黙っていると、娘は眉間にしわをよせて、「なんなの、魚じゃ不満ってこと!?」と、こちらを睨む。

　……さっぱり意味が分からなかった。






　昨日の様子では、再び己の姿を見ればきっと逃げ出すのだろうと思われたその娘は──何故だか今日は、逆にブレアにつかみかかり、「逃がすものか」と言わんばかりの顔である。

　そうしてもう片方の手でガチャガチャと窓の鍵を開けながら、「魚だ」「猫だ」と不可解な言葉を並べ立てていて──……。

　ブレアは思った。いったい誰が、この娘を前にして、彼女が聖剣を抜いた勇者なのだと信じてくれるのだろうか、と。






「…………」






　だが、ブレアはひとまず娘の様子を黙って窺っておくことにした。

　どんなに信じられなくとも、昨日、この娘が聖剣を抜いて見せたのは動かしようのない事実だった。彼は、王太子の為に、必ずこの娘を味方につけなければならない。

　この娘ときたら、一国の王子たるブレアの頭をいきなりつかんできたり、怒鳴ったり……その言動は不可解極まりなかったが……交渉相手の状況をよく知ることは駆け引きにおいてはとても重要なことだ。

　きっとこの意味の分からぬ言動にも、何か娘なりの事情があるはず。そう思ったブレアは、それを探りださんと娘を静かに見つめた──……。






　──と、娘はちらちらと部屋の出入り口の方を気にしながらブレアに言う。どこか苛立ちを感じる声だった。






「あのね……とりあえず、猫に戻ってくれない？　そのサイズだといざって時に抱いて逃げることもできないでしょう!?」






　……私を抱いてどうするつもりだ、とブレアは思う。






「だいたいどうしてブレア様なのよ!?　そのお顔が私の好みだから!?」

「……」

「確かに実はブレア様のご容姿って物凄く私好みだけど……金髪も、凛々しい目元も物凄く好きだけど……目ざとすぎる……怖い……人の弱みに察しがよすぎて、本当怖いわ、あんた……」






　さすが悪魔、と気味悪そうに言われて──ブレアは一層意味が分からなかった。

　確かにブレアはその剣技や武勇から、敵国兵などに〝悪魔〟などと呼ばれたりすることもあるのだが……

　この娘のこれは、褒められているのか、罵られているのか。猫と言われたり、魚と言われたり、悪魔と言われたり……

　一応面と向かって「好きだ」と言われた気もしたが……言いよられているわけではまったくなさそうだった。






「……なんなのだこやつは……」






　思わず漏らしたブレアに、娘はしらっとした顔を向け、じろりと睨む。その顔の嫌みったらしいことといったらなかった。






「あらぁ……？　もうお忘れになった？　今朝寝台で押し倒した相手を、もう、お忘れになった……？　ほう、猫殿下、いい度胸ですね……」

「…………」

「あ、開いた」






　ブレアの気が若干遠くなった時、娘、エリノアがやっと窓を押し開いた。






「さ、ここから出て。大人しく家に帰ってちょうだい」

「……家？　私が？」






　どういうことだとブレアが怪訝そうに眉を顰めると、エリノアが「まさか、」と目を見開く。






「何……？　もしかして家の場所も覚えずにここに来ちゃったの!?　あぁああ……なんという手のかかる猫かしら……」

「……」






　エリノアは両手で顔を覆って嘆きはじめた。娘はそれからぐぬぬと呻くと、ブレアの腕をつかんだまま自らも開け放った窓の縁に足を掛ける。

　エリノアからしてみれば──このままこの魔物を、王宮内でうろつかせているわけにはいかない。






「仕方ない……ひとまず出て。王宮の外まで連れて行ってあげるから。ここにいたら侍女頭様が帰って来ちゃうわ」

「……」






　エリノアはブレアに向かって「ほら」と手を差し伸べる。

　その手のひらを見たブレアは一瞬眉を持ち上げて。それから彼は無言のまま、エリノアがやっとよじ登った窓枠を、ひらりと一息に飛び越えた。






「え……」

「……つかまれ」






　それからブレアは流れるように、自然にエリノアの身体を支え、外の地面の上に彼女を下ろす。






「あ、ああ……ありがとう……」






　思いがけずスマートに窓枠から抱き下ろされて、エリノアが戸惑っている。が、エリノアは思った。






（……さすが猫……身軽だわ……）






　……エリノアの迷走は続く。
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　──けらけらと高い笑い声がする。






　腹を抱えて笑うのは──陽の光に毛並みをふんわりさせた黒猫──……グレンだった。






　高い王宮の建物の上から、その奇妙な二人組がこそこそと侍女たちの居所の裏手を進んでいく様子を見下ろしながら、黒猫姿の魔物は転げ回って笑っていた。






「なんなの!?　私まだ何にもしてないんだけど!?　姉上、最高だな！　あはははは!!」






　笑いすぎて泣いている。辺りには、馬鹿じゃないの、というはばからぬ笑い声が響いたが……距離があるせいか、下を歩く二人には聞こえなかったようだった。

　グレンはエリノアが、己と王子を勝手に取り違えているのが面白くて仕方がない。あんな間抜けな人間なかなかいないよ、と一人けらけら笑い続ける。






「はー……間抜けなのは顔だけにしておけばいいのに。あぁ、あぁ……王子様をあんなに強引に引っ張っちゃって……全く、可愛いんだから姉上ったら」






　グレンはくすくす笑いながら、暖かい屋根の上に寝そべり、連れ立って歩く二人を目で追った。

　だが、もしあのブレア王子が、この件でエリノアを不敬罪なんかに処してしまったら困るなぁ、とグレン。






「ま、その時はブレア王子を始末しちゃえばいいか」






　魔物は軽く言って、「さぁて」と、小悪魔的な微笑みを浮かべる。






「どうしよっかな、早速陛下に報告でもしちゃおうかなぁ、うふふふふ」






　こういうのは、タイミングが大切だよね──と、グレンは細めた碧眼にその二人の姿を映した。

　その口元は、猫らしからぬ三日月形の弧をくっきりと描いていた……。






















「……ところで……どうして猫にならないの……？」






　居所裏の静かな庭の中を、誰にも見つからないよう青年を誘導しながらエリノアが問うた。

　その不思議そうな言葉に、ブレアは冷静な調子で答える。






「猫になれ、と、言われてもな……」

「はぁ？」






　その言葉には、エリノアが何を言っているんだか分からないという顔をする。






「……じゃあせめて他の人間がよかったわ。ブレア様なんて目立つことこの上ない。まあ、皆怖がって近よって来ないかもしれないけど……」

「……」






　娘はそう言いながら、塀から顔を半分だけ出して、その先を行く衛兵をやりすごしている。衛兵が行ってしまうと、娘は振り返りブレアの腕を引いた。






「とにかく、もうどこにも行かないで。無事に家に帰らなきゃ……ここで騒ぎを起こして捕まりでもしたら大変よ。特に私は、今、ブレア様に見つかるわけにはいかないんだから！」

「………………」






　娘の言葉にブレアが押し黙る。ではお前は、いったい誰の腕をつかんでいるつもりなのだ、と。

　ブレアは思わず、細い指に鷲づかみにされている己の腕を怪訝な目で見た。が……見ている前でそれは解かれ、今度は手のひらをしっかりと握られる。

　その大胆な行動にはブレアも目をまるくしている。が、娘は彼の反応などには無関心で。繋がれた手を持ち上げて、「よし」と決意の篭った目で睨んでいる。まるで、「絶対に逃がさないぞ」と言わんばかりの顔であった。






「まあいいわ。急に猫になって逃げられても困るし。そんなことしたらもう絶対家には入れてあげないからね!?」

「…………（分からん……）」






　分からなかったが……ひとまず、おそらく娘が何か勘違いをしているのだろうということはブレアにも理解できた。

　娘の態度や口調には、王族に対する遠慮や配慮というものがまるで感じられない。まるで、友人……いや、面倒な悪友か何かに対するような口振りである。






（……その者が、猫で、悪魔か……？）






　だがそこが分からなかった。誰かを〝悪魔〟のような、と比喩することはあるだろう。しかし、〝猫〟というのが解せない。

〝猫のような〟と、誰かを表現することはあるかもしれないが、娘は『抱いて逃げる』と言っていたのだ。ならばそれは比喩などではなく、娘が実際に、ブレアがその獣になれるのだと思いこんでいることになる。

　ではもしや、と、ブレア。相手は魔法使いか何かなのだろうか。

　魔術、魔法というものは、この世界にも存在する。ただし、それを生業にしようと思えば、特別な教育機関に属し、王国認定の試験に合格し資格を得なければならない。

　資格を得た魔法使いはランクや習得魔法ごとに登録され、騎士や軍人たちと同じように国の管理下に置かれる。

　認定を受けない魔法使いたちは、魔法を使うことを許されておらず、無許可で魔法を使用すれば違法となる。






　とはいえ、現代では魔法を使える者はとても少ない。

　一説によれば、千年前勇者に魔王が討たれた後、世から魔物が消えると……最早必要なしと、天が魔法の素質を人々に与えなくなったのだとか。

　まれに素質がある者が現れたとしても、それを使い物にできる者はあまり多くはない。魔力という素地があっても、現実には指導者は少なく、訓練にはとても費用が掛かった。筋力などと同様に、魔力もまた鍛えることができなければ次第に衰えていくものとされていた。

　この国にも魔法使いは存在するものの、ごくわずか。

　ブレアは国に所属する幾人かの魔法使いの顔を思い浮かべてみた。が、猫に変化するような高度な技が使えて、尚且つ、このような侍女と気安く話をするような者には心当たりがなかった。卓越した技を使う者は皆、修行を積み、それなりに齢も重ねた者ばかりだ。娘からすると祖父や祖母と言ってもおかしくはない年齢の者たちに、王宮で侍女教育を受けた者が、あのように砕けた口調で語りかけるだろうか。






（……将軍の伝手で、王宮の魔法使いの誰かと親しい仲なのか……？　それにしては無遠慮だが……）






　ブレアはタガート将軍の厳つい顔を思い出し、そしてもう少し娘から話を聞きだす必要があると感じた。

　足を止め、周囲を警戒しながらきょろきょろしている娘を引き止める。






「待て」

「……え？」

「少し、話をしないか……」






　すると娘は思い切り眉をひそめる。






「話？　家に帰ってからでもいいでしょ。私侍女頭様に呼ばれてるし……」






　もう既に遅刻だと疲れたように言う娘に、ブレアは呆れる。

　エリノアは、いまだに侍女頭からの呼び出しが彼によるものだということにすら気がついていない。

　仕方ない、とブレアは己の手を握ったままのエリノアを見下ろす。






「……話をしなければ私は王宮から出ないぞ」

「はぁ!?　なんなのその脅迫は!?　ここは……言わば危険地帯よ!?　今の私とあなたにとっては！」

「（？　……危険地帯？）……〝家〟に、帰って欲しいのだろう？」






　ぎょっとしたエリノアの言葉に、少し不可解そうだったが、ブレアは平然と言った。娘が目の前にいる以上、ブレアは何も大人しくエリノアの家までついていく必要はないのだ。既に侍女頭から得た情報で、娘の住処は知れている。

　それよりも、時間を掛けすぎて、勘違いに気がついた娘に逃げられるほうが問題だ。






　ブレアはエリノアの返答も待たず、彼女をひっぱると、傍に生えている木の根元に腰を下ろす。

「座れ」と、冷淡な灰褐色の瞳に促されてエリノアは戸惑った。が──……はたと気がついた。






「……そういえば、私のほうにもたくさん苦情があるんだったわ……」

「苦情？」






　これまでグレンから受けた、無礼の数々を思い出したエリノアの目が剣呑に細められる。寝起きの襲撃とか、ブレア姿での突進攻撃とか、微妙に棘と毒のある言葉の数々とか。あと、もちろん弟ブラッドリーの件についても色々釘を刺しておかなければならない。

　おお、上等じゃないか、とエリノアは〝ブレアなグレン〟を睨む。






「（魔物め、説教してやる!!）」

「……何故睨む。お前、目つきが悪すぎるぞ」

「いったい誰のせいだと……私平常時はかなりの常識人なんだからね!?」

「……元は、伯爵家の娘だったそうだな？」

「はぅっ!?」






　ブレアの言葉を聞いたエリノアは、ぱっと彼の手を離し、後退る。






「な、何故それを……」

「将軍の世話になっていたとか」

「お、おじ様のことまで!?　こ、個人情報が思い切り洩れている……いったいどこで……ほ、本当に怖いんですけど！　……悪魔の前には、何も隠せないのか……っ」






　途端、おろおろしはじめた娘の顔に、ブレアがふっと笑う。何を怖がっているのか知らないが、それは面白いほどに間の抜けた顔で……さすがのブレアも笑いを堪えられなかった。

　──と、その笑顔にエリノアがぎょっとする。

　エリノアからして見ると、将軍の話題を出した途端、笑い出した性悪な魔物（※勘違い）の様子には、言いようのない不安を煽られた。

　実は……その第二王子が若い娘相手に笑みを零すなどということは、かなり珍しい光景だったのだが……エリノアは彼のことをグレンだと思いこんでいるゆえに、そんなことにはまるで気がつかず。血相を変えて拳を構えていた。──初めの頃、ヴォルフガングやグレンたちに『弱そう』『まるでなってない』と、密かに思われていたあれだ。






「あ、あんた！　変なこと考えてないでしょうね!?　おじ様に何かしたら承知しないわよ！　タガートのおじ様はね奥方様が神経質だし、最近お嬢様が反抗期でお疲れなんだから、おかしなことしたら私が黙ってないからね!?」

「……」






　武芸の嗜みも何もなさそうな、その貧弱な身体の構えに、ブレアが再び薄く笑う。その有り様は、どこをどう見ても〝勇者〟には見えず……国の王族としては悲観してもよさそうなものだったが──……何故か笑えてしまった。






「……いいから座れ」

「う」






　ブレアが座ったままエリノアの手を取る。引かれたエリノアは、彼の傍に倒れこんだ、が……地面の草の上に膝がつく寸前に、これまたさり気なく、ブレアの大きな手に身体を支えられた。そして男の隣に腰をふわりと下ろされる。






「…………」






　その強引だが、どこか丁寧な一連の仕草にエリノアは一瞬どきりとする。見ると、エリノアを解放した〝ブレアなグレン〟は澄ました顔をしている。






「………………つかぬことを聞くけど……あなた、結構……」

「？　結構、なんだ」

「いえ、なんでも。そうよね、悪魔だもん。淫魔来い来いとか言ってたくらいだもんね……」






　そりゃ女のあしらいにも慣れているはずだよね、と一人納得しているエリノアに、今度はブレアが眉をひそめる。






「淫……おい、やめろ。若い娘が言う言葉か？」

「はぁ？　言ったのはあなたでしょう!?」






　むっとしたように返してから──あれ？　とエリノアが眉間に怪訝そうな縦じわをつくる。






「……え？　あれ？　あの……もう一回……つかぬことを聞きますけど……あなた、猫（グレン）……よ、ね……？」

「…………」






　一抹の不安を覚えたような顔で見上げられたブレアは、そのまるい緑色の瞳を見返した。

　どう答えたものかと考える。

　嘘はつきたくない。だが……この勇者は必ず得なければならない。

　その為には……ここでむざむざ逃げられるわけにはいかなかった。

　もし逃がしてしまえば、娘はこのまま王都から行方をくらませてしまうかもしれない。






　……と、その時、ブレアの思考の間をどう取ったのか。娘の顔色がさっと白くなった。

　彼女の身がわずかに後ずさりしようとした瞬間、ブレアは思わず──手を伸ばした。

　……気がつくと、先程娘がして見せたように、彼女の手を握っていた。






「……ああ」






　嘘をつくのは忍びない。

　が、……ブレアは──頷いた。






「……ああ、猫だ」
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　ブレアが自らを〝猫〟だと偽った後──

　そこから、長々としたお説教タイムがはじまった。






　その全てが、ブレアにとっては意味の分からぬ他人への苦情ではあったのだが……エリノア・トワインという娘の人となりをつかむため、ブレアはそれを辛抱強く聞いていたのだった。






　娘はとにかくよく喋った。よくもまあそんなに言葉を並べられるなと感心するほどに。

　そのほとんどが彼女の弟に関することのようで、話の中から、ブレアは彼女の弟が〝ブラッド〟という名前なのだということを知った。

　やれ可愛い弟の前で物騒な話をするなだとか、家に住みたいならブラッドの為に自分たちの毛ぐらい自分たちで掃除しろとか。

　そうして一頻ひとしきり弟のことを話し終えると、今度は将軍タガートの話がはじまる。

　おじ様には大恩があるから、迷惑をかけられない。奥方様にも弟を紳士にするとか言っておいて道を外させるわけにはいかないのだと、くどくどくどくど続ける。

　それがすむと、ようやく気がすんだらしい娘は少し落ち着きを取り戻して、ブレアをジロジロ見ながら言った。






「……よく見たら……やっぱりあんまりブレア様には似てない気がしてきた……」と。






　ブレアは呆れてしまった。正真正銘、自分はブレア本人であるというのに。






「……お前は……いったいどこを見ているのだ？　どう見てもそのものであろう」






　言われたエリノアは首をかしげる。






「そうかしら……ブレア様はもっといつも怖い顔だったような……目も、もっと尖ってたと思うわ」






　エリノアの印象では、第二王子ブレアはもっと険しい顔つきだったような気がして。今は、その雰囲気がどこかまるい。

　……と、言っても、上級侍女でもないエリノアは、そんなに第二王子の間近に上がったことはないのだが。






「……やっぱり見た目が同じでも、中身がビシッとしてないと引き締まらないのかしらね？　中身、猫だもんね」

「……お前……」






　と、呆れたような顔をするブレアに、エリノアが「あれ？」と声を上げる。






「ところで……さっきから、私のこと……〝お前〟って呼ぶのね？〝姉上〟って呼んでたのに……」

「！」






　不思議そうな言葉に、ブレアは口を噤む。

　エリノアは黙りこんだブレアを見て「さては」と、心外そうな横目を向けながら言う。






「あなた、今はブラッドの前でもないし、こんな女どうでもいいやとか思ってるんでしょう……？　はー全く……気持ちがいいくらい裏表があるんだから……」






　そうあからさまだと怒る気も失せるわと、エリノアはため息をついている。

　その顔を見たブレアは、微妙な顔をしたまましばし無言だった。……が、ブレアは、そこで苦渋の決断をした。

　それは……偽るのなら、せめて徹底しなければ……という彼の生真面目さが出た結果なのだが……。

　彼は横を向いて、ぼそりとこぼす。






「……あ…………姉、上……」

「……へ？」






　その言葉にエリノアが顔を上げる。

　見ると、ブレアはどこか渋い顔をしてそっぽを向いている。

　ブレアとしては──身内にも姉と呼べる人はおらず、「姉上」などとは誰のことも呼んだ経験がない。ましてや……エリノアは、見るからにブレアよりも年下である。

　常日頃、王族として人の上に立つことの多いブレア。そんな彼にとって、まだよく知りもしない娘を、そのように気安げに呼びかけるというのはひどく気恥ずかしいことであった。

　……のだが……。

　エリノアにはそれが伝わらなかった。

　何せ、エリノアはブレアの中身が、羞恥もクソもないあの黒猫だと思っている。

　だから、その男が、今、何故、何かに耐えるような顔をしているのかがエリノアにはちっとも分からない。






「え……？　なんで今更そんな……死ぬほど言いたくなさそうな顔……別にもういいんだけど……そんな顔してまで姉上とか呼んでもらわなくても……」

「……」






　そう言ってやると、ブレアは苦虫を噛み潰したように、気まずげな顔をする。






「??（……何なの？）」






　エリノアは怪訝そうにしながらも、それで、と切り出す。……話を変えなければ、男は壮絶に居心地が悪そうだった。






「あなたがしたい話ってなんなの？　ブラッドのこと？」

「……いや、どうすれば、おま…………姉上の、協力を得られるかという話がしたかった」

「私？」






　ブレアが咳払いをしながらそういうと、その言葉にエリノアが首をかしげる。

　もちろんブレアが言っているのは、〝聖剣の勇者〟としてエリノアに力を借りたいという話である。が、エリノアは、それを〝魔王の姉として〟という意味だと受け取った。






「そうねぇ……ひとまず……ブラッドの安全を確保しないと。何を置いてもそれが第一よ。それを考えると、王都にはもう……いられないかもしれないわね……聖剣のことで国に閉じこめられても困るし……」






　疲れたように言う娘に、ブレアは問う。






「……聖剣を、手に入れる気はないのか？　国の勇者として」






　すると、エリノアは嫌そうな顔をする。






「だって、ブラッドの傍に置いておけないでしょう？　聖剣ってなんか（ブラッドの）身体に悪そうじゃない……」






〝魔王〟と〝聖剣〟、〝魔〟と〝聖〟。いかにも相性は悪そうだ、とエリノアは心の中で思った。

　しかし、その意味がつかめないブレアは首をかしげる。






「？　身体に？」

「だって、〝聖〟ってくらいだし……何よ？　もしかしてあったら何かの役に立ちそうとか言いたいの？　聖剣を盾に取って国を強請ゆすれとか言うんじゃないでしょうね!?　私、嫌よ。家にある刃物は包丁とハサミだけでいいわ。あ、あと草刈り鎌」






　ジロリと睨まれてブレアは黙りこむ。聖剣の力が強烈そうだから人体に影響がありそう、という意味だろうか、と考えていると、唐突に、娘が地面に寝転がった。






「あーもう、本当になんでこんなことになっちゃったんだろう……」






　草の上にごろんと身を投げ出すように寝転んだ娘は、盛大なため息を空に向けて吐き出した。その顔が深い苦悩と疲労に満ちていて、ブレアは思わず問う。






「……疲れて、いるようだな……」






　すると彼を未だ〝魔物のグレン〟だと思っている娘は、両手足を放り出したまま、ムッとして鼻息を噴き出す。いかにもやってられないといったふうである。






「ええ、ええ、げっそりですよ。昨日の夜はあなたたちが家にいると思うと怖くてあんまり眠れなかったし……、お給金貰わないと生きていけないっていうのに、王宮ではブレア様が待ち構えていそうで怖いし……その上あんたときたらブレア様の格好になって脅かすしで……寿命が十年くらい縮んだ気がするわ！」






　むすっとしてそう言ってから。

　ふと……空を見上げたままのエリノアの顔色が沈む。






「……姉上……？」

「……せっかく……試験にも受かったっていうのに……不出来な部下の合格を、ほんのついこの間喜んで下さった侍女頭様に、お暇をくださいって言いに行かなきゃならないなんて……」






　それは何年もかけてやっと達成したものだった。伯爵家の娘として育ち、初めは掃除すら上手くできなくて。そんなエリノアを、独り立ちできるよう厳しく仕こんでくれたのが侍女頭だった。

　──悔しかった。






「……」






　それきり黙りこんで。高い空の上を流れていく雲を、ぼんやり眺めている娘を……ブレアはなんともいえない気持ちで見つめた。その横顔からは、娘の遣る瀬無さがひしひしと伝わってくる。

　懸命に取り組んだ物事が無に帰す虚しさは、国の統治の一端を担うブレアにも、よく分かった。

　聖剣の勇者は必ず得なければならない、と思いながらも──ブレアは娘を不憫に思った。

　何か言わねばと思い、娘の顔を覗きこむ。と……。






「……おい、姉……」

「ねえ、ちょっと……猫になってくれない？」

「…………は……？」






　真顔で見上げられ、ブレアが身を仰け反らせる。言われた言葉の意味が分からなくて、唖然と娘を見下ろすと、娘は「だって」と、口を尖らせる。






「言わせてもらうけど、私のこの疲れの原因の半分くらいはあなたのせいじゃない!?　私、今物凄く心が荒んでいるわ……このままじゃ私、自暴自棄になって、王宮の中を大声で喚き散らしながら走り回ったりしかねないわよ!?　そんなことになって私が王宮の衛兵とかに捕まったら、あんただってブラッドに物凄く叱られるんじゃないの!?」

「…………、…………」






　まくし立てるエリノアに、ブレアは思わず言葉に窮して押し黙る。と、そんな青年を、エリノアは、「さ、」と促した。






「ほら、ちょっとふかふか猫になってごらん？　豹でもいいわ。ちょっともふもふさせなさいよ」

「な、な、何……？」






　普段はかなり冷静なはずのブレアが動揺している。娘の言っていることが一ミリも分からなかった。

　見れば、うっすら涙の溜まった娘の瞳は思い切り据わっていて。ブレアは思った。もう既に、この娘、自暴自棄になりかけているのでは、と。

　すると唐突に、エリノアが……よいしょっ、とブレアの膝に己の頭を乗せた。その行動にギョッとして、ブレアは言葉をなくして固まった。






「…………………」

「さ、今朝あなたも言ってたでしょ？　私、確かに今、人間の男性より猫を求めてるみたい。大型犬とか猫の柔らかい腹毛に顔を埋めたら、気持ちよくって超絶癒される……て、この前リードが言ってたの。この際だから私やってみたい。それくらいいいでしょ？　さ、どうぞ」

「さあどうぞ!?　どうぞとは!?」






　ついに戸惑いに声を上げたブレアに、エリノアは真顔で続ける。






「往生際が悪い。どうせあなたたちには羞恥心とか常識だとかは関係ないんでしょ？　さ、協力していこうじゃないの悪魔さん。ブラッドの傍にいたいなら、絶対、私の協力は必要だと思うわよ？」

「っ!?」






　さ、頑張って！　と……言うエリノアのわけの分からない励ましに──ブレアは気が遠くなった。






　──その時だった。






　突然二人の周りに暗い影が過ぎって行った。

　エリノアは、鳥でも飛んで行ったのかと空を一瞬見上げて──……だが……変化は地で起きていた。

　エリノアが放り出した足の傍に、ぽっと小さな黒い炎が湧き上がる。

　それは草の上を燃え進むようにして地面を這い、二人の周りに静かに奇妙な紋様を描いていく。






「っ!?　これは……」

「え？」






　そのことに一早く気がついたブレアが身構えてエリノアと共に立ち上がろうとしたが──時は既に遅く──……。

　紋様は一瞬にして二人を囲む円となり。二人は立ち上がる間もなく、次の瞬間──眩暈のするような浮遊感に身を襲われる。






「なっ、に……!?」






　渦に飲みこまれるような感覚に、エリノアは呻いて。思わず頭を乗せていたブレアの膝に縋るように顔を埋めた。と、その肩に重みを感じる。

　けれども、それがなんなのか確かめる前に、次の一瞬、さっと、周囲の空気が変わる。






「っ……」






　浮遊感から解放されたエリノアは、眩暈の名残にくらくらしながらも、恐る恐る……瞳を開く。

　と、すぐに己に覆いかぶさっている誰かの身体が見えて──それが、先程から共にいる、王子の姿に変化した黒猫のものだと察する。

　男はエリノアを庇いながら顔を上げて──何かを見ているようだった。






「……何者だ……」






　ブレアの低い声がする。

　その緊迫した響きに戸惑う。誰かが傍にいるらしいが、庇われたままのエリノアには、それが誰かは見えなかった。

　あのグレンが警戒するような相手とはいったい──と、エリノアは身を固くするが……──次の瞬間、聞こえてきた地を這うような声に……彼女は、己が耳を疑った。






「……お前こそ、誰だ……」






　冷たく答える声にエリノアが「えっ」と、短い声を上げる。

　驚いた──聞き間違えようがなかった。それは──。










　──ブラッドリーの、声だった……

















26　転送魔法と二匹目の黒猫












　草を焼いて描かれていく紋様を目にした時、ブレアはそれが転送魔法であることにはすぐに気がついた。

　しかし、術の完成は異常に速かった。それは今までブレアが見てきたどの魔法使いの術よりも速くて──。

　彼が膝の上の娘を引き起こそうとした時には──二人は共に術の激流の中に飲みこまれていた。






　ブレアは咄嗟に己の膝の上に乗っていたエリノアの頭を抱えこむ。縋り付かれるような感触もあった。

　数秒の後、ふっと浮遊感が消えて。






「っ、」






　瞬間空気が変わったのを感じた。






（いったいどこへ……）






　ブレアは顔を上げようとして、腕の下で震えているものに気がついた。腕をわずかに緩め、その隙間から一瞬だけ顔を見る。膝にすがりついた娘は、怯えてはいたが大事はなさそうだった。ブレアはほっとして。それから周囲に視線を走らせた。






　──古い木造の壁、深緑色のカーテンの開けられた窓、木の椅子とテーブル。そして──

　扉と、それを開いて、今まさに──そこをくぐろうとしていた──少年。

　少年は、一瞬、利発そうな瞳を見開いて、ぽかんとこちらを見ていたが──次の瞬間ブレアの下で娘が呻いた声を聞いて、その表情が激変した。

　突然禍々しい気配が周囲を満たして。ブレアは瞠目どうもくした。

　カーテンの開け放たれた室内は、日中の光が射しこんでいて明るいはずなのに、重苦しい空気に満たされた室内は何故か暗い。身体にはまるで重石を乗せられたかのように何かがのしかかる。






「……何者だ……」






　重みに堪えながらそう問うと、凍てつくような冷たい瞳に睨まれる。






「お前こそ誰だ」

「……」

「今すぐ……姉さんから離れろ」

「……姉、さん……？」






　つぶやいた途端、上からぐわりと、何かに身体がつかまれたような気がした。






「っ!?」






　まるで、大きな何者かの手に鷲掴みにされているかのようだった。

　ブレアはそのまま壁に向かって叩き付けられて床に落ちる。と、それに気がついた娘が目をまるくして悲鳴のような声を上げた。






「猫っ!?」






　声を聴きながら──ブレアはどこかで、ここでもそう呼ばれるのか、と何故かおかしく思った。するとその間に、娘は彼に駆けよってきて、ブレアの顔を覗きこむ。






「ちょ、大丈夫!?　今の何!?」

「……大丈夫だ……受け身はとった」

「……ほ、本当……？　思いきりぶつかったように見えたけど……小さな猫の身体じゃなくて本当によかっ……て、あれ!?」






　そこで娘が周囲を見て、素っ頓狂な声を上げた。






「ここ……私のうち!?　な、何で!?」

「お前の、家？」






　その言葉に、ブレアが体勢を整えながら怪訝そうに眉を動かす。ブレアの問いに、エリノアは彼をグレンであると思いこんでいることも忘れてぶんぶんと頭を縦に振る。

　そこへ静かな声が響いた。






「姉さん……」

「あ！　そうだブラッド!!」






　途端、ついさっき弟の声を聞いたことを思い出したエリノアが弾かれたように振り返った。そしてそこに彼が立っているのを見て、ほっと肩で息をつく。






「ブラッド……良かった」






　どうして王宮にいたはずの自分が家に戻ってきてしまったのかは分からなかったが、ひとまずブラッドリーが何事もなくそこにいることにエリノアは安堵した。そうしてエリノアがブラッドリーの傍に行こうと腰を浮かせると、それをブレアが引き止める。






「？　猫？」

「行くな、あいつは危険だぞ」

「へ？」






　その言葉にはエリノアがきょとんと瞬いた。ブレアはブラッドリーを、警戒するように見ている。が……。

　危険も何も、あんた、ブラッドの手下じゃないのよ、と……未だ勘違いしたままのエリノアは変な顔をする。だいたい危険もクソもない。弟たちの言い分を信じるとすれば、相手は魔王なのだから。






「……何言ってんの、今更分かりきったことを……」

「分かりきったこと？」

「だから──わっ!?」






　理解できないという男の顔に口を開きかけたエリノアは、唐突に後ろから腕を引かれ体勢を崩した。






「……姉さん、説明して」

「ブラッド……」






　エリノアはブラッドリーに引きよせられていた。エリノアを呼ぶも、ブラッドリーはブレアを睨んだまま視線を動かさない。






「姉さん、あいつは誰？」

「え？　誰って……」

「どうして膝に頭を？」

「どうしてって……」






　戸惑ったように答えると、やっとブラッドリーがエリノアを見た。その瞳には、怒りの色が見て取れる。なんだか分からないが、弟がとても怒っていることを悟って、エリノアはもしかして、とつぶやく。






「今の……ブラッドがやったの？　今、あの子が壁に飛んで行ったのは……」






　するとブラッドリーは冷えた目でエリノアを見る。






「それが何？　どこの誰かも分からない男と姉さんの身体を触れ合ったままになんかさせられるわけがないだろう？」






　尚も尖る視線にエリノアは首をかしげる。






「どこの誰かって……何言ってるの……？　あのね、あの子の膝に頭を乗せたのは私なの。ちょっと疲れたから……腹でも撫でてやろうかと……」






　そう言った途端、ブラッドリーがさらに表情を険しくする。






「腹を撫でる!?　姉さん、あいつとそんな仲なの……？　僕は……百歩譲ってリードなら許せるけど、リード以外の男は絶対に嫌だよ！」






　怒気を滲ませる弟の顔に、エリノアは困惑する。リードってなんだ。いや、もしかして、猫は猫でも、魔物の世界では勝手が違うのだろうか？　今朝、寝起きを襲撃された後も、エリノアはかなりグレンを撫でまわしたけれど、本人からは特に苦情は出なかったのだが。






「ぇえ？　あれ、ダメだった？　お腹くらい……普通よくない？　あ、そうか、喋るしね？　獣扱いはまずいの？」

「獣って……姉さん、本当に……あいつと何をしてたの!?」

「え？　だから、腹毛に埋まりたくてですね……」










「……」






　ちぐはぐな姉弟たちの言い合いに、ブレアは壁際で警戒した体勢のまま、ひとまず黙りこんでそれを観察していた。

　どうやらあの危険な気配のする少年が、勇者である娘の弟であるということは本当のようだった。ブレアは思った。






　……話が違う。






　娘の話では……弟は『賢くて素直で優しくて、国で一番可愛いらしい天使』……と、いう申告だったのだが……先程、エリノア・トワインの弟が見せた、ブレアに対する冷たい表情からは、可愛げなどは欠片も感じられなかった。






「…………」






　ブレアが見守る先で、姉弟は未だかみ合わない言い合いを続けている。






　──と、そこへ──するりと部屋へ入ってきたものがあった。

　──黒い、猫だった。






（……猫……？）






　猫は一度ブレアへ視線を向けると、にやりと笑い、姉弟のほうへしっぽを揺らしながら歩いていった。

　ブレアはそのどこか気取った動物らしからぬ表情に違和感を覚える──が……。

　ふいに、猫が「ふふふ」と──笑い声を立てた。






「いやぁ、姉上ったら、恋人ですか？　やりますねぇ」

「っ!?」






　突然喋り出した猫にブレアがぎょっとしている。

　ブラッドリーはその言葉に眉を顰めた。






「恋、人……？」






　ブラッドリーのブレアを見る視線に殺気が混じる。が、しかし。この場で今一番驚いているのは──エリノアだった。






「……へ……あ、れ……？」






　エリノアは現れた黒猫に、激しく瞬きをしている。






「家に行きなり男連れこんでくるなんてぇ。うふふふふふ。頑張れ姉上！」






　そう言いながらニヤニヤ笑いを止めない猫を──エリノアはブレアと何度も見比べながら──口をポカンと開けている。






「……ね、こが……二匹……？」

「…………」






　指差されたブレアは無言で沈黙する。娘の言う「猫」というのが、その黒猫のことだと察して、ブレアも黒猫をまじまじと見つめた。と、その時エリノアが「あ、分かった！」と手を打つ。






「白いのだ！　えーっと、ヴォルフガング？　な、何よ、驚かせないでよ！　猫じゃなくて犬なんだったら犬だって言ってくれればいいのに……！」






　と、一人そうかそうかと納得するエリノアを、ブラッドリーが彼女の背後から真顔ですぱりと切る。






「ヴォルフガングなら、今、外でリードに洗われてるよ」

「そうそう。あやつは毛並みが暑くるしゅうございますからねぇ」

「え……え……？　じゃあ……」






　これは誰……と、エリノアが恐々ブレアを指差した。顔からは、スー……と、血の気が引いて、指もわずかに震えている。






「ま、まさか……」






　口を戦慄かせるエリノアに、グレンがまたもや、にゃはっと小憎らしい顔で笑った。






「あれぇ？　姉上ったらぁ白々しい。もちろんご存知だったんでしょう？　そやつが、正真正銘この国の第二王子ブレアだってこと」






　その言葉を聞いて、エリノアの瞳がブレアを食い入るように見つめたまま点になる。






「………………へ…………？」






　──そう言ったきり、エリノアの時は止まった。

















27　のどかな魔将のバスタイム












　──同時刻。

　家の傍の水場では、男が楽しそうにその大きな犬の背を犬用ブラシで梳いていた。






「おー少し乾いてきた。フカフカしてきたなー」






　邪気なくリードに話しかけられている犬……こと、魔界の武将ヴォルフガングは──壮絶に微妙そうな顔をして耐えていた。……フカフカされるのを耐えていた。






「お前、案外筋肉質だなぁ」

「（……くっ…………）」






　気安い調子で身体を撫でられながら、そう言われたヴォルフガングは心の中で苦悩の声を上げる。

　魔王軍の中でも特に勇猛と恐れられた己が、間抜けにも、大きなタライの中に座らされ、泡だらけにされて。腹毛もしっぽの裏も……足裏の肉球と肉球の隙間までもをピカピカにされた。

　そこまでしてやっと終いかと思えば……ご丁寧に綺麗に爪まで切り揃えられる始末である。

　そして今、ぽかぽか日当たりの良い石段の上で毛を乾かしながら、全身の毛をリードによって整えられているヴォルフガングは思った。






（……屈、辱……）






　ヴォルフガングは犬の姿になりはしたが、何も犬扱いされたいわけではまったくない。






　しかし、そんなヴォルフガングの心中にはまるで気付かずに、リードは鼻歌交じりに魔将の背中をブラシで梳いている。なんとまあ、のんきな男だろうと思った。

　この男は今、己が何を毛づくろいしているのか分かっているのだろうか。

　やれやれ、とヴォルフガングはため息をついた。

　すると、リードの後ろにいたものが、驚いたようにヴォルフガングを指差した。






「にいちゃん！　犬がためいきついた！」

「ん？」

「…………」






　指された魔物は、今度はげっそり息を吐く。

　するとようやく飽きてくれたと思っていた子供たちが、再び周りに集まって来て。ヴォルフガングと傍にいたリードの周囲には、あっという間に小さな人垣ができていた。






（う、チビ共め……なんと弱々しい……くそ、苦手だ……）






　ヴォルフガングの三角の耳がやや後ろへ倒れる。

　この子供たちは、この近隣に住む子供たちだった。

　こんな通りの傍で、近隣住民の人気者、皆の兄ちゃん的存在モンターク家のリードが、この辺りでは珍しい立派な大型犬を洗っているとあって……近所の家からは、彼と親しい住民たちがどんどん、どんどん集まって来た。

　見知らぬ人間たちに囲まれて、毛を洗われ、物珍しそうに次々と頭や毛並みを撫でられたヴォルフガングは、非常にうんざりしていた。

　いや、大人たちはまだいい。年配のいかにもお節介そうな婦人や、犬好きそうな老爺、リードに気がありそうな若い娘たち──は、まだ分別がある。

　それよりも、ヴォルフガングが大いに戸惑ったのは──

　リードの周りにいる、はち切れんばかりの好奇心で瞳を輝かせた子供たちである。彼らにとっては、泡だらけの巨大犬の存在は猛烈に面白いものだったらしく……ヴォルフガングは、先程まで彼らに揉みくちゃにされていたのだった。

　けれども。飽きっぽい子供のこと。しばしは嵐のように撫で回されて、しかし、それで気がすんだらしい子供たちは、別の遊びに興じはじめていたのだが……。






　ヴォルフガングの犬らしくない疲れたため息が、再び彼らの興味を引いてしまったらしい。

　そうして図らずも、再び無垢な興味を復活させてしまったヴォルフガングは、内心で、「うっ」と呻いた。ため息くらいの、いったい何が面白いのだ、意味分からん、と。






「にーちゃん、にーちゃん、おれも犬にブラシしたい！」

「わたしもやってみたい！　貸して貸して！」

「おれが先!!」






　えー!?　……と、耳の傍で劈つんざくような声を聞かされたヴォルフガングは……心底やめてくれと思った。

　子供の相手などしたことがない。何より子供の身体はひ弱そうで……己がわずかでも動けば捻り潰してしまいそうで怖かった。

　しかし、そんなヴォルフガングの願いも虚しく、リードはにっこり笑ってねだってくる子供たちにブラシを渡してしまう。






「はいはい。優しくするんだぞ」

「!?」






　それからヴォルフガングの前にしゃがみこんだリードは、魔物の黒い鼻頭の間近に顔を突き合わせると、もっふりした両頬を手で挟み、言い聞かせた。






「ヴォルフ、大丈夫だぞ、こいつら怖くないからな」

「…………」






「お利口にしてるんだぞ」と、にっこり爽やかに微笑まれた白犬は……げっそりしながらも、その場から動くことはしなかった。

　──何せヴォルフガングは、先ほど、主ブラッドリーに「リードに逆らうな」と命じられている。激恐ろしげな威圧も添えられて……。

　ヴォルフガングとしては、無闇に主の意向に逆らうわけにはいかなかった。

　どうにもこの人の良さそうな青年は、主の厚い信頼を得ているらしい。ヴォルフガングは……今度は子供たちにばれないように、小さく小さくため息を零すのだった。






　そんなふうに魔物を激烈に疲れさせているとも露知らず……子供たちは、リードからブラシを受け取ると、途端にヴォルフガングの周りにわらわらと群がってきた。思い思いに小さな手を伸ばし、柔らかな毛並みを堪能する。毛並みをつかまれたり引っ張られたり……ヴォルフガングのこめかみがピクピクと動いた、が……。






「（う、陛下陛下陛下……陛、下……ブラッドリー陛下っ）」






　何かの呪文のように、延々と敬愛する主人のことを考えて。彼はひたすら耐え忍ぶ。

　そんな──子供たちに抱きつかれても、しっぽを引っ張られても。ひたすら岩のように耐えているヴォルフガングを見たリードは、「随分と我慢強い犬だなぁ」と密かに感心していた。

　この犬ならブラッドリーの傍にいても大丈夫かな、とリードは思った。






　と、不意に、地蔵のように動かないヴォルフガングをいいことに、子供の一人がその大きな背中によじ登りはじめた。毛並みをつかんで引っ張るもので、さすがのヴォルフガングもぐらぐらと身体を傾かせている。






「（お、おのれ、人間の子め……我が背に跨ろうとは……!!　陛下に向ける我が忠心を試しているのか……!?）」（違う）






　思わず唸り声をあげそうになった時、「おっと」と、リードがヴォルフガングの背の上から子供を抱き上げた。






「おいおい……お前たち、あんまり無茶するな。ヴォルフが困ってるぞ」

「えー？　だって、ぜんぜん吠えないよ？」

「でもダメ」






　リードはにっこり笑って、その男の子を肩に担ぎ、さりげなくヴォルフガングの頭をそっと撫でた。






「…………」

「ほら、代わりに俺が少し遊んでやるから。な？」






　肩車された子供は、きゃっきゃっと声をあげてはしゃぐ。それを見た別の子供たちが、我も我もとこぞってリードの足元に集まって、ヴォルフガングはやっと解放されてほっと安堵する。






（助かった……これでやっと陛下のお傍に行ける……）






　ヴォルフガングはこの時初めて少しだけ、リードに感謝した。

　ちらりと様子を窺うと、青年は子供たちを相手に楽しそうに遊びはじめ、「親父にサボってるって怒られるなー」と、笑い声を上げている。

　今が好機とヴォルフガングはその隙に、賑やかな人々の輪をこっそりと離れていく。と──。






　慎重に数歩あるいたところで、ヴォルフガングの足がギクリと止まる。






「っ!?」






　瞬間的に、ゾッとするような重い気配が空気の中に混じって行った。






（……これは……）






　強烈な、闇の気配だった。

　ヴォルフガングの魔物の目を通すと、周りの景色に赤黒い煙のようなものがはっきりと見えた。

　周囲では──それが目に見えないらしい人々も、それでも何かを感じるらしく……手をこすり合わせたり、腕をこすったりと……悪寒に身を震わせている。






「あれ……？　急に気温が下がったな……」

「にいちゃん寒い……」






　子供がそう訴えると、リードは彼を肩から降ろし、子供たちに早く家に帰るように促した。






「どうしたんだ、これは……」






　季節に見合わぬ寒さに、リードは怪訝そうに周囲を見回している。けれども、ヴォルフガングには、その原因がすぐに分かった。






（……っ、陛下か！）






　視線を気配の根本に走らせると、それは、やはりエリノアと彼の主人の家であった。

　ヴォルフガングは脚に力をこめて地を蹴った。






「ヴォルフ!?」






　背後で青年の声がした。だが……ヴォルフガングは振り返ることもなく、主人の元へと急ぐのだった……。


























　──私は……いったい何をしましたか…………。






　真っ白な頭の中で、エリノアは懸命に思い出そうとしていた。






　彼女がずっと行動を共にしていた男は、魔物グレンの悪ふざけの変化──……などではなく。

　本物の、ブレア王子だった──……。

　そう知らされたエリノアは、己の所業を思い出そうとしたわけだ。

　なんだか非常にまずいことをたくさんしてしまったような気がして……。

　だが、焦れば焦るだけ頭の中は混乱した。それともただ単に、思い出すのが怖いのか──。

　ただ……断片的に、〝窓からの逃走の強要〟とか……〝膝枕〟とか……〝猫になれ〟と言ったことなどを思い出し──。






「……意味が分からないっ!!」






　エリノアは、己の行動に激しく突っこみ、ついに呻きながら頭を抱えて床に崩れ落ちた。






「うぅ……し、死にたい……いや、処刑される処刑される処刑されてしまう……王子の腹毛に埋まりたいって……変態かっ!!」

「姉さん！」






　ぁあああっ、と、床に沈んだ姉に、ブラッドリーが慌てて駆けよってその肩を抱く。

　しかし、姉からの反応は鈍く、その顔色は今にも爆発しそうに赤い。






「姉さん顔色が……大丈夫!?」

「後悔です……後悔と懺悔の赤色です……」






　今にも気が遠くなりそうだと言わんばかりの表情を見たブラッドリーは──険しい顔で金の髪の青年を睨む。






「……姉さんに、何をした……」






　その双眸の暗さには、娘の様子に幾らか罪悪感を覚え、駆けよろうとしていたブレアも思わず足を止める。






「何をしたんだ!!」






　瞬間、逆巻く風がブレアに向かって叩きつけられた。






「!?」






　ブレアはその風圧を腕でしのいだが、身体には無数の傷が走った。赤い液体が床に散って、その鮮明さにエリノアがハッと我に返る。






「ブラッド!?　やめなさい!!　ダメよそんなことしちゃ!!」

「……っ」

「ひぃいブレア様！」






　王子の腕から滴る鮮血を見て、彼に駆けよろうとする姉の姿に、ブラッドリーは鋭く配下の名を呼んだ。






「グレン！」

「はいはいはーい、ただ今～♪」

「っ!?」






　呼ばれた黒猫はエリノアの前に躍り出ると、するりと変化を解いて。進路を塞がれたエリノアが瞬きする間に、グレンは黒いしなやかな豹の身体に戻っていた。

　そして、青い瞳の黒豹は、エリノアの身体を軽々と抱き上げる。






「さ、姉上……ここは危ないですからね」






　にっこり微笑まれたエリノアが目をまるくする。






「あ、んた!!　こら離せ!!　ブラッド！」

「あいたたた……姉上乱暴……もー大人しくしてくださいよぉー」






　怒ったエリノアに、少しまるみのあるネコ科特有の耳を引っ張られたグレンが、薄笑いで抗議の声を上げている。が、エリノアはそれをまるっと無視した。

　抜け出そうと足掻くも……しかし、短い毛に覆われた黒いグレンの肢体は、しなやかな見た目に反してかなり力が強かった。

　ブラッドリーはグレンに捕らえられたエリノアを一瞬だけ見ると、スッと姉から視線を外し、ブレアを睨みつける。






「姉さんはそこで大人しくしていて。僕は、こいつに事情を聴かなきゃならない」

「ひっ」






　王子を〝こいつ〟呼ばわりしている弟に、エリノアが青ざめて悲鳴をあげる。

　が、ブレアを見るブラッドリーの緑色の瞳は、徐々に刺々しさを増していって。それは姉であるエリノアですら怯ませるものがあった。エリノアは不安に駆られる。このような敵意を向けては、王子はどんなに不快に思うだろうと思って──。

　しかし、睨まれている当人ブレアはといえば──非常に落ち着いてブラッドリーを注視していた。取り乱すでもなく、怒るでもなく。警戒はしているものの、状況を注意深く見定めようとしている顔は冷静そのものである。

　ブレアから見ても、少年の様子は尋常のものとは思えなかった。呪文も唱えず行使された先ほどの力がいったいなんなのか。今、己が対峙する者が何者であるのかということを探らんと……男はじっと姉弟のやり取りを聞いている。






　そんな対峙する二人を見て、グレンがまたもや愉悦を含んだ声を出す。






「よしよし……いい具合に陛下の怒りが膨らんでますねぇ」

「のんき!!　ブラッドが不敬罪に処されたらどうしてくれるの!?」






　このままではまずい。非常にまずかった。自分が言うのもなんだが、ブレアは王族であり、一般庶民に無礼が許される相手ではない。

　おまけに弟が〝魔王〟だなんてことがブレアにバレてしまったら、話はよりややこしいことになってしまう。

　焦ったエリノアは……一瞬奥歯を噛んで。それから意を決して、己を拘束するグレンの腕に──思い切り、噛み付いた。






「！　……おや」






　が……しかし。

　決死の覚悟で噛み付いたというのに……。

　黒豹はにやりと腕の中のエリノアを見下ろすと、彼女の耳もとにふわりと息を吹きかける。






「姉上……私……マゾッけありますよ……うふふ」






　…………全然ダメだった。






「……くっ」






　こんな状況下でなんだが……エリノアは壮絶にムカついてしまった。

　しかしグレンはエリノアの焦りや腹立たしさも意に介さず。飄々と笑う。






「だいたい何言ってるんですか？　この場には陛下より高貴なお方はおりません。見てください、あの美しい魔力を。もうすぐ再び魔界への道が開きますよ」

「はぁ!?」






　グレンが指差すほうをエリノアが慌てて見ると、ブラッドリーの足元だけが不自然に暗い。それは明らかにただの影ではなかった。

　影は、油を流された水面のように毒々しく照り光り、そこから赤黒い煙のようなものがじわじわと流れ出る。

　グレンはうきうき声を弾ませた。






「さぁて、誰が来るかなぁ～♪　今度は私なんかよりもっと屈強で邪悪な配下が来るといいですねぇ、姉上」

「じゃ!?　ば、ばか!!　やめさせてよ！」






　グレンの言葉にエリノアが暴れる。こんな性悪猫より邪悪なものが現れたりしたら手に負えないと思った。

　が──楽しそうな黒豹は取り合わず、腕の力も少しも緩まなかった。






「──っ、っ！　ブラッド!!」






　堪らずエリノアが叫んだ、その時──。






　黒煙から、闇色の塊が──二つ、飛び出してきた。

















28　恐怖の黒豹












　もし、彼が一番怒りを感じるとしたら。それは姉に何かがあった時──それ以外にはない。






　この時の感情は……ブラッドリー自身も、戸惑いを感じるほどの強い怒りだった。

　これまでは、様々な理不尽に対して、ブラッドリーはずっと我慢をして生きてきた。

　……いや、生きてきたなんて実感出来ぬほど、それは悲惨だった。

　身体は人よりも弱く、病と縁が切れない。外出どころか、寝台から離れることもままならない。そしてそこに向けられるのは、他人からの無情な風あたり。

　もちろん哀れんで手を貸してくれる者もいる。だが、現実には病原菌などと言われて忌避されることのほうが多かった。






　それでも彼はずっと我慢しなければならなかった。

　どんな理不尽に晒されても、病弱な身では寝台の上でただ耐えるしか方法はない。

　それに、もし彼が己の人生を嘆けば、支え続けてくれている姉を悲しませるのだとブラッドリーにはよく分かっていた。

　そんなことはできない。

　姉のエリノアが、己のせいでずっと重圧を背負って来たことは、彼にもよく分かっていたから。






　──家が没落する以前から、トワイン家の次期当主となるべきだったブラッドリーは、生来健康体であったことなど一度もなかった。

　当時、彼を診ていた医師からも、早々にそう長くは生きられないだろうと宣告されていて。

　それゆえ伯爵は、家を存続させるためには、長女であるエリノアに爵位を継がせるしかないと考えていた。

　この国では、親の爵位はまず男の長子に行くことが定められてはいるが、女子がそれを受け継ぐことも可とされている。

　その為にと伯爵は、早い内からエリノアに厳しい教育を施しはじめる。読み書きから、領地経営や社交界での振舞い方まで。女である以上、淑女としての嗜みも欠かすことはできなかった。

　だが残念なことに、元々奔放な性格のエリノアは、座学の類いがとにかく苦手で。明らかに、それらは彼女の肌にあうものではなかった。

　だが、父がつれてきた教師達は、毎日姉に、息つく間もなくそれを課す。それは彼女にとって苦痛の日々だったに違いない。

　けれども当時将軍の側近として働いていた父はとても忙しかった。

　早くに母を亡くし、本来なら外で働いている父に代わり、家の中を取り仕切るはずの存在を欠いていたトワイン家では、ブラッドリー以外は誰も、幼いエリノアが受ける苦痛には気がつかなかった。

　そして結局は──姉にのしかかる重圧に気がついたとしても、病床につくブラッドリーには姉を支えることはできなかった。日に日に姉が疲弊した様子を募らせていっても、姉のためにブラッドリーができることは何もなかったのである……。






　──それが……ずっとずっと、悔しかった、と、彼は涙を散らす。






　──でも、もう違うと、ブラッドリーは思った。

　すると、そうだと応じる声が聞こえる。






　──もう我慢しなくてもいい。

　──私はもう、ひ弱なブラッドリーではない。

　──理不尽を打ち砕くことも、姉を守ることもできるはずだ。怒りを抑えることはない。






　声に誘われるようにして、怒りはどんどん酷くなる。






「……私の姉に、お前は何をしたんだ……？」






　自らの口から発せられた言葉を、ブラッドリーは、どこか自分の声ではないようだと思った。

　視界がやけに赤暗くて、怒りは冴え冴えと感じるのに、何故か眠りに落ちていくように頭が鈍くなっていく。

　自分の中にいる、自分と感覚を共にする誰かがひどく荒ぶっている。……ブラッドリーはどこか、置いてきぼりにされたように、激しい怒りの中にポツンと一人包まれていた。

　その誰かはブラッドリーと同じく強く姉を愛していたが、感情の苛烈さが彼とはまるで別物だった。

　優しい世界そのものとして姉に親愛を向ける己とは違い……〝誰か〟は、世界を一面焼き払ってでも、そこに姉さえいればいいという、極端で、危うい情を抱えている。

　──その危うさは今──怒りとなって、姉と共に突然現れた男、ブレアに向けられていた。






　……このままではダメだ、そう思うのに。

　その〝誰か〟の意思はひ弱な彼が太刀打ちするには強大過ぎて。

　ブラッドリーは恐れた。このままでは、自分という存在は、この〝誰か〟の苛烈さに吞みこまれ、かき消されてしまうのではと。






　耳には、己の喘ぐ声しか聞こえなかった。

　ブラッドリーの視界は徐々に黒く闇色に塗りつぶされていく。──もう、姉の姿すらも、朧気にしか見えなくて。






　──

　──消える。






　──姉さん……






　微かに口を動かした、その感触すらも遠く感じ──……


















　そこへ──斬りこむように声が届く。






「──ブラッド!!」






　──まるで闇の底に、さっと光が差しこんだかのようだった。






　その声に、ハッとして。闇が祓われたように、ブラッドリーの意識が鮮明になる。

　すると──グレンに引き留めさせていたはずの姉の顔が目の前にあって。泣きそうな緑色の瞳が見えた。

　姉は己の両頬を挟んで必死で自分に呼びかけていた。叫んだ拍子に涙が溢れて、ブラッドリーの痩せた頬に落ちた。






「……姉さん……」

「しっかりして、乱暴なことをしてはダメよ！」

「あ……」






　気がつくと、空中にブレアが吊り上げられていた。苦悶に満ちたブレアの顔に驚くが、同時に、それを己がやったのだという確信もあった。

　そう察した瞬間、ブレアが床の上に落ちる。

　糸が切れたように床に転がったブレアが咳きこんでいるのを見て、無事だったのかと、エリノアはホッとしたように息を落とし……呆然と立ち尽くす弟の顔をもう一度覗きこんだ。






「ご、めんなさい姉さん……僕はまた……」






　頭を抱えてうつむいたブラッドリーの頭をエリノアはそっと撫でる。






「いいから今は落ち着いて……ブレア様はね、私にひどいことしたわけじゃないわ……どちらかというと私がセクハラしちゃったというか……と、とにかく、落ち着いて。ね？」

「……」






　きちんと説明するからと真剣な顔で言う姉に、ブラッドリーは──無言で頷く。






「……ああ、ブレア様の様子も見てこないと……すみません、おじいさん。悪いんですけどブラッド見ててくださいね」






　エリノアが誰かに話しかけて。それに「御意」と答える声があった。






「…………おじい……さん……？」






　不思議に思ったブラッドリーが顔を上げる。と、姉が離れていくのと入れ替わりで、彼の傍にぬっと何かが現れた。






「陛、下……」

「お、前は……」






　傍に迫って来た──その老人に、ブラッドリーは瞳を瞬かせる。

　それは立っているのが不思議なほどに年老いた老人だった。頭には毛がなく、瞳は開いているのか閉じているのかも定かではない。杖を突いた手はぷるぷると震えていて、今にも倒れてしまいそうに弱々しい。裾の長い官服のようなものを着ていて、その様はまるで仙人か何かのようだった。

　老人はぷるぷる震えながら頭を下げ、か細い声で言った。






「老将メイナード……御前に参上致しました……」

「爺……？」






　と、ブラッドリーがつぶやきかけた時、ひぃいいっ!?　と、高い叫び声が聞こえた。






「なな、なん、なんで……」






　わなわなと、部屋の隅に追い詰められているのは……

　グレンだった。






　その前に、ズドンと大きな何者かが仁王立ちしている。そのするどい碧眼は、爛々とそこで怯えている黒豹を見下ろしていた。






「……グレン……？」

「な、な、は……母上……」






　グレンがびくびく耳を倒しながらそう答える。と、その碧眼の主はぎらりと目を細めて彼を睨む。






「そうですグレン。あたくしです。お前の愛しい愛しいママンです」






　ズドンと大きなその──ふくよか過ぎる黒い女豹は、グレンを睨み下ろし頷いた。そのひたりと睨む瞳の冷たさに──先程までは飄々としていた黒豹が声を上擦らせてうろたえている。






「な、なんで？　え、もしかして……怒ってるの？」






　すると、女豹婦人は、なんでですって？　と、ただでさえつり気味の瞳を吊り上げる。






「お前……先日こちらへの道が繋がった時、あたくしを押し退けてこちらに来ましたね？」

「っ!?」






　女豹はぶるぶる怒りに震えながら己の頭を指差した。そこには何やら毛並みの乱れた様子が見て取れる。






「見て御覧なさい、ここを。これはね、お前が踏んで行った足型です。あんまり腹が立ったので、毛づくろいせずにそのままにしておきました。お前に見せてやろうと思って」

「え…………えっとぉ……気のせいじゃない……？　わ、私が母上を踏むなんて、そんな、あるわけないよぉ」






　グレンがそう言うと、女豹婦人は目を細めて息子を睨む。






「あら……？　ママンが言っていることが間違いだって言うの？　ママンがもう齢二千を超えたからってボケたとでも思っているの？」

「や、そ、そんなことは……」






　母のド迫力に段々とグレンの言葉が小さくなっていくが、母は追及をやめない。






「お前は……あたくしが、このあたくしが、どれだけ陛下との再会を楽しみにしていたか分かっていたでしょう？　それなのに……それなのにお前ときたら、あろうことか、このあたくしを踏みつけ、押し退けてこちらに来た。この、あたくしを、です」

「……だ、だって……凄く陛下にお会いしたくて……」






　しかし途端に女豹婦人はそれを「お黙り！」と切り捨てた。その轟く声にグレンの身体が跳び上がる。






「復活した陛下のご尊顔を初めに見るという喜びを、お前はこのママンから奪ったのですよ！　万死に値します！」

「っひ!?」






　──と、母の形相にグレンが縮み上がった時、ポツリと声がかかる。






「……コーネリア」






　──その途端の婦人の豹変ぶりには目を見張るものがあった。

　女豹はその巨体に似合わぬ身軽さで身を返すと、声の主、ブラッドリーの傍に飛んでいく。冷酷そうに見えた瞳からはいつの間にか棘が抜け、代わりに、溢れんばかりの熱愛に輝ききっていた……。

　それをブレアの傍で目撃したエリノアが目をまるくしている。






「我が君！　そうですあたくしです！　陛下の乳母、忠実なる僕しもべ、コーネリアグレース、並み居る屈強な将どもを退けて、今陛下のお傍に参りましたよ!!」

「……久しぶり」






　ブラッドリーがそう言った瞬間、女豹はゴロニャンと目尻を下げ、彼を豊満な腕の中に閉じこめる。






「ああ、可愛い陛下！　うちのお調子者の息子がきっと粗相をしたでしょう？　キツくキツく締め上げておきますからね！」

「……」






　部屋の隅でグレンがずしんと項垂れている。その傍では老将が「ふぇ、ふぇ馬鹿じゃのう」と、ぷるぷるしながら笑っている。






　──そんな魔物たちの様子を見て、エリノアは。なんだか微妙そうな顔をしていた。






「……なんか凄いのが増えてしまった……」






　……ド迫力である。

















29　忘却












　小さな呻き声が聞こえた。

　同時に、そこに横たわる金の髪の青年のまぶたがゆっくりと開かれる。






「……ここは……」






　白い天井を視界に捉えたブレアは身を起こす。

　──そこは彼の寝室だった。

　見慣れた広い天蓋付きの寝台に彼は寝ていた。室内には外から明るい陽の光が差しこんでいる。磨かれた調度品の数々が品良く照り光り、それはいつも通りの光景だった。

　しかし、ブレアは何か違和感を覚える。

　一瞬頭の隅に誰かの後ろ姿が浮かんだ。暗い色の髪、白いエプロンの結び目。あの者はいったいどこへ──。

　そう、思ったが……。

　その感情は、すぐに流されて、ブレアの中で霞のように消えてしまった。まるで、夢の残り香のように。






「…………？」






　不思議に思ったが、しかし、考えても消えてしまったものがなんなのかは思い出せなかった。

　ブレアは頭を振ると、寝台を下りて。執務に向かうため、静かに部屋を出ていった。














「…………まったくもう、姉上と来たら運が強くて嫌になりますねぇ。よりによって母上を引き当てるとは……」






　憚はばかること無い舌打ちに、それを聞いていたエリノアが眉を顰める。






「あのねぇ……別に私があんたのママンを呼んだわけじゃないんだけど」






　するとグレンが気力を削がれたような顔をする。






「ちょっとやめてくださいよ、そのママンってやつ。あー……まったく……私は長男なので、母はとにかく私に厳しいんですよ」

「……違うでしょ、あんたの性格と素行のせいでしょ、絶対に」






　エリノアはじっとりとグレンを睨んだが、グレンはそれを綺麗に無視し、「はーやれやれ」と疲れたように頭を振っている。






　あの後──ひとまずブラッドリーを落ち着かせたエリノアは、はたと思った。

『……この状況、いったいどうブレアをごまかしたらいいんだ』と。

　目の前では巨体の女豹が弟を抱きかかえてくるくる踊り狂っていて、ブラッドリーの力から解放されたブレアは、それを息を吞んで見つめている。

　その口が微かにまさか、と動くのをエリノアは見た。






『……魔、物……？』






　その真実を見極めようとする鋭い視線が己に移って来て。エリノアは思わず身を竦ませる。

　視線は何故と言っていた。何故お前の傍にこんなものがいるのだと。女神の聖剣を抜いたはずのお前の傍に何故、魔物がと。

　その強い疑惑の目にエリノアの胸がずきりと痛む。何故か分からないが、そんな目で見られるのは苦しかった。






『あ、の……』






　説明しなければと思ったが──その瞬間、腕をつかまれた。

　引き寄せられ。瞬きする間に迫ってきたブレアの顔が、怖いほどに真剣で。その厳しい瞳に見据えられたエリノアは息を吞む。






『答えろ勇者……あの魔物は……お前の弟の足元から突然現れた。……そしてお前の弟を〝我が君〟と呼び、……〝陛下〟と呼んでいる』

『そ、れは……』

『……その敬称は王を呼ぶ特別なもの……お前の弟は……まさか……魔物の……王、なのか……？』

『……っ、……』






　エリノアは答えに窮した。が、次の瞬間唐突に、ブレアの灰褐色の瞳が、ふっと輝きを失った。






『……え？　ブレアさ……？　わっ!?』






　突然、ブレアの身体がエリノアに覆いかぶさった。

　エリノアが目を白黒させながらその顔を窺うと、ブレアの身体はぐったりと力を失っている。






『ブレア様!?　ちょ、ブレア様!?　どうなさったのですか!?』






　いきなり意識を失ったブレアに、エリノアは慌てて男の背に手を回し彼の身を支える。






『ど、ど……どうし……い、医者！』

『……ぉ……され……』

『え？』






　青ざめるエリノアに、ふと、今にも消え入りそうな声がかけられる。

　いつの間にか、ブレアの後ろにぷるぷるした老人──メイナードが立っていた。






『……え』

『ぉ…………』






　エリノアは思った。……聞こえない……っ。

　老将の口はモゴモゴと動いて何かを訴えてはいるものの、その声はか細すぎて少しも聞こえなかった。






『お、おじいさん？』

『……落ち着きなされ、と言っておられる』

『！　ヴォルフガング？』






　気がつくと扉の傍に白い犬の姿が。ぜいぜい息をして、白い獣はエリノアを見ている。その身体はなんだかとても、もっふりぴかぴかになっていた……。






『そやつはメイナード殿が眠らせただけだ』

『ふぇ、ふぇ』






　通訳の出現に老爺は肩を揺すって笑っている。






『……眠らせ……？』






　エリノアが問うと、再びメイナードがモゴモゴ口を動かす。ふんふんと聞いていたヴォルフガングがそれに応じる。……老人が、犬に通訳されている様をエリノアが微妙な顔をして見ていた。






『面倒が生じていそうなので眠らされたそうだ。必要ならば……記憶も消すが、と仰っている』

『えっ!?』






　その言葉に、エリノアはブレアを抱いたまま、目を剥いてメイナードを見た。






『そ、そんなことできるの!?』






　すると老将はぷるぷるしながらこっくりと頷く。そして隣により添うように座った白犬の耳に口元をよせる。






『……と、その前に、男をどこかに寝かせるように、だそうだ』

『!?　ぎ、儀式的な……？』






　エリノアは一瞬、そんな未知なものに王子を晒して大丈夫だろうかと、不安に思ったが……老将が首を振り、白犬が口を開く。






『いや、お前が抱いたままでは、陛下がまたお怒りになるかもしれぬからと。面倒なのでひとまず男と身を離せ、……だそうだ』

『…………』














　意識のないブレアを居間から運び出したエリノアは、とりあえず、ヴォルフガングとメイナードと共に彼を自分の寝室へ運び入れた。

　ブラッドリーは未だコーネリアグレースの腕の中であり、直前の騒動で少し疲れているようだった。だが、そんな弟のことは、コーネリアグレースが、こちらは自分に任せて大丈夫だと請け負ってくれた。

　……ちなみにグレンは、彼女に、くどくどとお説教をされ続けている。グレンが何かを反論しようとすると、女豹は担いでいた身の丈よりも大きな金棒を振りかざし、己が息子を威圧する。

　そんな母にはさすがのグレンも太刀打ちできないようである。

　エリノアは、若干いい気味だなと思った。






　──それはさておき。

　寝台の上のブレアは特に顔色が悪いということもなく、エリノアは心底安堵した。

　とにかく傷の手当てでもと、部屋を出ようとすると、ヴォルフガングに止められる。怪訝に思って振り返ると、王子のかたわらに老将が立ち、相変わらず聞き取れないほどの小さな声で何やらモゴモゴと口を動かしている。と、思ったら……。

　彼の皺だらけの手が、ブレアの傷口にかざされると……傷はみるみる治癒していき、終いには跡形もなく消えてしまった。

　その不思議な光景にはエリノアも驚いた。






『……魔、法……？』






　つぶやくと、ヴォルフガングが頷く。






『そうだ。メイナード殿は最も長く陛下の傍に仕えていて、様々な魔術に長けておいでだ』

『そ、そうなんですか……？』






　こんなによろよろで今にも倒れてしまいそうなのに、とエリノアは目を瞠る。






『じゃあさっき言っていた、王子の記憶も本当に……？』






　半信半疑ながらもエリノアが問うと、老将は頷く。






『ただ、消せるのは記憶だけだそうだぞ』






　生真面目そうな表情でヴォルフガングが言った。






『だけ？　どういうこと……？』

『メイナード殿が習得している忘却術は、対象に起こった出来事の記憶は消すことができる。だが、そこから生まれた感情までは消すことができない。つまり、今回のことでお前がそやつに不審に思われていれば、その感情はそのまま記憶が消えた後も残ることになる』






　え……と、エリノアが声を漏らす。






『ということは、王子は私の無礼を忘れても、私は無礼なセクハラ娘として悪感情を抱かれて、このお方に嫌われる……？』

『嫌われるかどうかは知らん。だが、我ら魔物と通じているのかという疑念は消えても、感じた不信感は残るだろう』






　それを聞いたエリノアは思わず黙りこむ。






『……』

『どうした？　嫌なのか？　しかしこの場合それが最善なのではないか？』






　怪訝そうに問うてくるヴォルフガングに、エリノアは一寸の間を置いて、首を振った。






『ううん。大丈夫……そうして貰いましょう。……それが一番ことが穏便に済むわ……』






　エリノアは己の胸に手を置いた。そうして横たわるブレアの顔を見ると、何故だか少し悲しかった……。










　そして、こってりコーネリアグレースに絞られたグレンと共に、ブレアを王宮に戻したエリノアは、その後、もう一度一人で侍女頭の部屋へ行った。

　今度はちゃんと侍女頭がそこにいて。

　エリノアと話をした侍女頭は、何故王子がエリノアと引き合わせて欲しいと言ってきたのかと、とても不思議そうだった。が、……彼女自身は何もブレアから聞かされていない様子で。ひとまず遅刻も王子に言いつけられた用事をこなしていたのだという名目で、エリノアは侍女頭に叱られるのを免れた。

　その後は普段通りに夕方まで仕事に勤しみ。そして終業後、グレンと合流したエリノアはやっとのことで帰路に就いたのであった。






　その道すがら、母にエリノアの警護を任されたグレンがぶつぶつとぼやくのである。母怖し、と。






「よりによって陛下命の母上と、人間界に侵攻するより陛下とのんびり茶でも飲んでいたい……とかほざく老将が同時に来るなんて……ついてない。もっと禍々しい配下が増えて欲しかったんですがねえ」






　嘆く黒猫にエリノアは素っ気ない。






「何言ってんのよ。おかげで助かったわよ。不敬罪に問われなくてもすむし、ついでに私が聖剣抜いた件の記憶も消してもらえたし。はー……本当に良かった。これで上級侍女職を諦めないですむ……お給金、嬉しい……」






　エリノアはそう言い、ほこほこした顔で給金を収めている鞄を撫で、それに、と続ける。






「あなたはとりあえずブラッドリーを守るために配下が欲しかったんでしょ？　おじいさんは……まあ、確かに強そうではないし、逆に介護が必要そうにも見えるけど……、あなたのママン、相当強そうじゃない。迫力から言えば、断トツで」






　それを聞いたグレンはげっそりとため息をつく。そして思った。確かに強いけどさ、と。

　……姉上分かってるんですか？　あなた今日から……あの二人とも同居しないといけないんですよ。あのギラギラした私の母上とも。






「………」






　グレンは生暖かい瞳でエリノアを見ている。

　エリノアがそのことに気がつくのはもう少し後のこと。

















30　魔王の元乳母が強すぎる件












「…………」






　寝室に、げっそりした顔が二つ並んでいる。

　まるい額の娘とその肩に乗っている黒猫は、同時にはぁとため息を落として、顔を見合わせる。






「……真似しないでよ」

「姉上こそ……なんですか、私に気でもあるんですか……？」

「……馬鹿なの？」






　エリノアとグレン、相変わらずの二人だが……そのやりとりはどこか覇気がない。

　グレンが、ああ、と呻く。






「姉上のせいで母上が陛下に付きっ切りでちっともお傍に近よれない……！　どうして私が聖剣の勇者なんかの面倒を見なきゃいけないんですか!?」






　その嘆きには、エリノアも激しく同意した。いや、別にエリノアのせいではないのだが。






　新たに現れた魔物コーネリアグレースとメイナード。

　先に現れた二人同様、この二人も当然のように自宅に居座るつもりなのだと察したエリノアは、勘弁して欲しいと訴えた。が……。

　コーネリアグレースにもメイナードにも、それを華麗に無視されて現在に至る。

　それでもエリノアも、一応抵抗はしてみたのだ。






『ちょ、いや、だからこんな狭い家にこんなに沢山住めないですって……！』






　さすがのエリノアも『貴女の巨体がこんな家に収まるわけが』……とは女性に向かって言えなかったわけだが。そんなエリノアを、コーネリアグレースは母なる海を思わせるような母性溢るる笑顔でかわしていった。






『おほほ、いーえいえ大丈夫ですわよ、姉君様。ご案じなされなくてもこのコーネリアグレースが全て適切に処理いたしますからね。さ、姉君様は何がお好きかしら？　肉？　魚？　それとも甘味がいいかしら？　なんでも作って差し上げますわよ。ほほほ、さ、今日はお休みなんでございましょう？　姉君様はゆっっっくり、老爺の茶にでもお付き合いくださいな、ほほほほほほ』






　にこにこした女豹母は──いつの間にか娘の手に温かな茶を持たせ……。

　結局エリノアは、何故かぽかぽか日の当たる居間に座り、老将メイナードと共にお茶を楽しむ羽目になっていた。

　……メイナードにはとても喜ばれたのだが。何度抗議に行っても同じ結果に終わり、エリノアは途方に暮れた。あの女豹母には、少しも敵う気がしなかった。






　そうして二日。彼らと寝食を共にしたエリノアだったのだが……既に一日目でこの家の台所はコーネリアグレースによって乗っ取られてしまった。

　こぢんまりしたエリノア宅の炊事場は彼女の城と化している。






　料理はしてくれるし、家事も完璧にこなしてくれるしで、決して迷惑なことばかりではないのだが……エリノアが気掛かりだったのは、彼女たちがエリノアの存在をどう考えているのかということだ。

　エリノアが見た限り、コーネリアグレースは、彼女に対して気を許しているわけではなさそうだった。

　エリノアがブラッドリーの傍に行こうとすると、かたわらには必ずコーネリアグレースが目を光らせている。その表情は常に笑みを湛えているが、瞳はどこか警戒に満ちていた。

　その目を見たエリノアは、彼女がすでに自分が聖剣を抜いたことを知っているのだと気がついた。

　もしかしたら彼女は……エリノアを、ブラッドリーの敵とみなしているのかもしれない。

　──それはそうだ。〝勇者〟と〝魔王〟。二つは敵対勢力もいいところである。

　昔から対のようには言われるものの、その二つは互いを滅ぼすために存在しているようでもあり、相容れない。

　彼女たちが〝魔王〟の身を案じるならば、聖剣を抜いたエリノアは邪魔なはずだった。






　けれどもどうしようもなかった。

　エリノアは弟の傍を離れる気はないし、そもそも往生際が悪いようだが〝聖剣の勇者〟になったつもりもない。そしてもちろん〝魔王〟の一味になったつもりもない。

　エリノアが望むのは、今まで通りの姉弟二人の生活だ。家計が苦しくても、慎ましく二人で支え合って生きていきたかった。






　だが──現状この家の中で、コーネリアグレースに敵う者はいない。

　エリノアも、あの煌びやかな装飾品に彩られたふくよかすぎる身体で迫ってこられると……とても彼女を追い出すことなどできそうにない。

　漆黒の背に背負われた大きな金棒も怖いが……何より、彼女の品の良さの中に見え隠れする肉食獣特有の風格には圧倒されるものがあった。

　元はブラッドリーの乳母であったという彼女には、主君であるはずのブラッドリーですら頭が上がらない始末で。そうなれば、頑として出て行きそうな気配のない彼女達を前に、エリノアにできることはほぼほぼなかった。

　──そうして同じく──母には全くと言っていいほど歯が立たないらしいグレンは、彼女に『姉上様の護衛と監視はお前がなさい』と命じられ──今、エリノアの肩の上でぼやいているというわけであった。






　エリノアの肩の上で黒猫がわっと嘆く。






「……姉上を陥れようとストーカーしているならまだ楽しいのに……只の護衛と監視なんてつまらなさすぎる!!」

「陥れるって……あんたねぇ……苦情はママンに言いなさいよママンに。それと……〝母上〟とか〝姉上〟とかややこしいのよ、いいから名前で呼んでくれない？」

「……やっぱり私に気が……」

「黙れ腹毛撫でるぞ」






　ところで、とエリノア。






「コーネリアグレースさんは……私のこと、どう思ってるのかな……聖剣を抜いたってこと、知ってるの、よね？」






　少し声を潜めて疑問を口にすると、グレンは首をもたげてエリノアを見た。

　どこかじっとりと呆れを含んだ視線である。






「もちろん知ってますよ。見れば分かるでしょう？　エリノア様、まだ母上の恐ろしさを分かってませんね？　母上は、陛下のことなら髪が一ミリ短くなっていても気がつく女ですよ。エリノア様がどういう存在なのかくらいとっくに気がついているはずです」

「そっか……やっぱり知ってるのね……でも……知ってるならなんで……」






　彼女は私に何も言わないんだろう、と……エリノアが首を傾げかけた時、ふっと……茶の香りが漂って来た。






「ん……？　ぎゃ!?」

「…………」






　気がつくと、傍の椅子の上にぬっと佇む者がいた。

　しわの多い頭と顔、プルプルと震える身体の──メイナードだった。

　一瞬のまばたきの内に現れた老将は……今日も標準装備の茶の器を手に、モゴモゴと何かを言っている。もちろん器の中には温かそうな蜜色の茶が揺れている。






「…………ぉ、……ぁ。…………な……」

「……、……、……すみません、聞き取れません……っ」






　その声のか細さに思わずエリノアががっくりとそう漏らす。と──今度は足元から声がした。






「コーネリアグレースは……」

「ひっ!?」






　思わず跳び退くと、今度は足元にヴォルフガングが寝そべっている。

　あれ以来、毎日リードにブラッシングされているらしいふんわりした白犬は、エリノアの驚きを意に介することなく続ける。






「陛下のために黙認しているのだろうと仰っている」

「も、黙認……？　私が姉だから？」






　エリノアがメイナードに問う。と、彼はやはりもごもごと口を動かし、それをヴォルフガングが声にする。






「それもあるだろうが、現在お前と陛下は互いに中和しあっている状態だ」

「中和……」

「互いに傍に存在することで、互いの力を弱めている。コーネリアグレースも陛下のために現状を維持することを選んだのだろう、と」






　その言葉にエリノアは首を傾げた。






「どうして？　だって、貴方達にとってはブラッドリーが魔王として強くなることは喜ばしいことなんじゃ……」






　しかしメイナードもヴォルフガングも首を振る。






「あまり魔王としての魔力が高まりすぎて何者かに発見されたらどうする。魔王そこにありと知れれば、人間王は討伐を考える、そうではないか？　配下も軍も傍にない今それはまずい」

「それは、そうね……」






　エリノアが戸惑い気味に頷くと、ヴォルフガングはやれやれとため息をつく。






「魔王も別に全てのお方が人間を滅ぼしたいなどと考えるわけではないのだがな」

「そう、なの？」

「ブラッドリー様を見れば分からぬか？　今生で陛下が望んでおられるのは、人間界を征服することでも、人間を滅亡させることでもない。お前との平和な暮らしだ」

「私との……」






　ヴォルフガングの言葉がエリノアの胸にずしりと刺さる。それは自分も同じだった。しかし──。

　それを上手くやっていこうとするエリノアの自信を失わせるのは……目の前で堂々と寛いでいる魔物たちの姿である……。






「…………」






　どこか疲れたように項垂れたエリノアを無視し、白犬は「そして」と、続ける。






「現在ここで陛下に侍るのは、陛下の元乳母、そして最も近しい側近であったメイナード殿と私。陛下が幼いみぎりからの臣下たる我々は、何よりも、陛下の身の安全が第一だと考える。コーネリアグレースも陛下の望みは理解しているはず。陛下がお前を見限るようなことでもない限り、陛下の心の安らぎであり支えであるお前を害するようなことはないだろう、……と、メイナード殿が」

「……そう……」






　エリノアは長いため息を落としながら、ひとまず傍に座っている老将を見た。老将はエリノアと目が合うと、細い目を更に細くして微笑んで見せる。老爺の顔は彼が魔物であるということを忘れさせるほどに穏やかだった。それを見たエリノアは少しほっとする。

　少なくとも彼らが自分たち姉弟の害になるようなことはなさそうだった。……一部、肩の上の黒猫は若干信用しきれない部分があるが。

　エリノアは、やはり聖剣を拒んで良かったと思った。

　メイナードの魔術でブレアが記憶を失った今、エリノアが聖剣を抜いたことを知る者は王宮にはいない。

　後は今後、王宮でブレア王子に関わらずにさえいれば、きっとなんとか平穏にやっていけるに違いない──いや、家はとてつもなく狭くなったけど──あと魔物たちがご近所さんにバレなければどうにかこうにか──。

　……そう思った。










　……のだが。

　その日──渡された任命書を見て──エリノアは叫んだ。






「え!?　私……っ、ブレア様の担当になるんですか!?」







終











著者紹介




あきのみどり


２０１５年頃より恋愛ファンタジー小説を中心にｗｅｂ投稿開始。書籍デビューは「偏愛侍女は黒の人狼隊長を洗いたい」。

のんきで愉快、モフモフありの平和なお話が好き。








Copyright © 2022 Akinomidori All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		１　それは…おそらく、多分、聖剣だった



		２　エリノア、清々しいキャンセルチャンス



		３　侍女は冒険したくない。



		４　ブレア。よりによっての第二王子。



		５　勇者と脇腹



		６　下っ端の覇気



		７　生真面目王子の困惑



		８　気配と軽やかな逃亡



		９　リード



		10　ブラッドリー



		11　白と黒の獣



		12　勇者、完全になめられる



		13　鐘の音



		14　ヴォルフガングとグレン



		15　黒猫



		16　もふーんと白い大きな……



		17　早朝の悪戯



		18　動物のお腹はふかふか　※情報提供リード



		19　ブレアの祈り



		20　給料大事



		21　ブレアなグレン



		22　リードとヴォルフガング



		23　ブレアなグレン？　と、エリノア



		24　ブレアなグレン？　と、手を繋ぐ



		25　姉上



		26　転送魔法と二匹目の黒猫



		27　のどかな魔将のバスタイム



		28　恐怖の黒豹



		29　忘却



		30　魔王の元乳母が強すぎる件























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
S
V'
/

/S
<l

&

eff

Y
£
4

il E KK =

JIJYONA
SEIKENWO N

g
S
M
R






item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





